The Introduction of Western Philosophy into Japan : from the Muromachi period until the Meiji period by 宮永 孝
西洋哲学伝来考 : 室町時代末期から明治期まで
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 52
号 1
ページ 1-79
発行年 2005-07
URL http://hdl.handle.net/10114/6207
西洋哲学伝来考
古来、わが国にはわれわれ日本人の生活や行動を支配する、独特な考え方、６のの見方いわゆる国民的固有思想（日本思想）ｌといったも
のが存在したが、天文一八年（’五四九）キリスト教が伝わるまで、日本人はヨーロッパ思想とは無縁であった。、、、
ま
た
日
本
に
は
、
ｌ
体
系
的
な
思
想
を
研
究
し
た
り
、
人
生
・
世
界
事
物
の
根
源
な
ど
を
究
め
よ
う
と
す
る
学
問
ｌ
「
哲
学
」
の
観
念
も
語
も
な
か
っ
た
．
は
じ
め
に
八
幕
末
に
招
来
さ
れ
た
哲
学
関
係
の
洋
書
九
西
洋
哲
学
移
入
小
史
ｌ
江
戸
期
か
ら
明
治
期
ま
で
む
す
び
六
キ
リ
シ
タ
ン
版
に
現
れ
た
帛
さ
』
ざ
の
七
江
戸
時
代
の
洋
学
者
と
西
洋
思
想
五四 二西
洋
哲
学
の
移
入
史
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
コ
レ
ジ
オ
｜一一府内（大分市）のイエズス会の学院ｌ本邦における哲学教育の発祥地
コ
レ
ジ
オ
四
学
院
の
教
師
と
神
学
生
に
つ
い
て
は
じ
め
に
西洋哲学伝来考
キリシタン版に現れた帛さ旨のｇ香員帛書言ｇ貢Ｓ訂。（侭目等の文字
コ
レ
ジ
オ
学
院
の
終
焉
「哲学」という邦語の由来
ｌ
室
町
時
代
末
期
か
ら
明
治
期
ま
で
．
宮
永
孝
126（１）
室町（戦国）時代、キリスト教とともに、「哲学者」「哲学」「論理学」を意味する、言言８言暮弓の８香員旨四日といった原語（ポルトガル語
やラテン語）が逸早くわが国に伝わり、そのまま使用されたが、われわれがいま用いているような訳語はなかった。
ち
よ
う
み
ん
明治時代の自由民権思想家・中江兆民（’八四七～’九○｜）は、『｜年有半』（東京博文館蔵版、明治二一十四年）において、日本にはこれまで
哲
学
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
著
名
な
国
学
者
、
儒
学
者
、
西
洋
哲
学
者
ら
を
や
り
玉
に
あ
げ
て
い
る
。
は
日
本
思
想
の
歴
史
的発展の過程を見過していることがわかる。
（２）
日本思想は、その淵源をたどると、古くは神道（日本人の行為を律する徳教、政道）に、のち中国から伝わった儒教や仏教にあり、それが移植
の過程で独自の哲学的世界観を形づくり、成立したものである。日本思想は、奈良・平安の時代に宗教的観念論として発展してゆくのであるが、
鎌倉時代に伝わり、江戸時代に普及して、官学（日本朱子学）として封建社会における中心思想となった。
ま
た
江
戸
中
期
以
後
に
な
る
と
、
洋
学
の
摂
取
が
は
じ
ま
り
、
旧
来
の
日
本
思
想
と
の
耀
遁
を
経
て
洋
学
者
の
間
で
新
た
に
科
学
的
世
界
観
が
形
成
ざ
れ
発
展
を
と
げ
て
ゆ
く
｡
中
江
に
よ
る
と
、
か
れ
の
時
代
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
は
哲
学
と
い
う
も
の
が
無
か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
事
実
に
反
し
て
お
り
、
か
れ
の
妄
断
に
す
ぎ
な
い
。
中
江
（３）
キリスト教が清新の気風に充ちた新しい宗教として、勢威をＪｂち、九州・京坂・関東・奥羽にまで、ほぼ全国に波及したのは、天文十八年（’
わ
が
い
に
し
え
い
ま
ま
で
な
と
こ
り
よ
う
さ
ぐ
こ
じ
○我日本古より今に至る迄哲学無し、本居・篤胤の徒は古陵（古い墓）を探り、古辞（むかしのことば）を修むる一種の考古家に過ぎず、天地性〈叩
い
た
ぽ
う
え
ん
つ
の理に至っては暮焉たり（はっきりと見えない）、仁斉・祖侠の徒、經説（聖人の一一一一口行や教えを説いたもの）に就き新意（新しい意見）を出せ－しをある
つ
ま
る
と
こ
ろ
た
だ
あ
ら
こ
つ
い
も、要、経学者（経書を研究する人）たるのみ、唯仏教僧中創意を発して、開山作仏の功を遂けたるもの無きに非ざる３Ｄ、是れ終に宗教家範囲の事に
み
ず
か
な
ま
た
近日は加藤某（東大初代綜理・加藤弘之のこと）、井上某（ドイツ観念論哲学を研究した井上哲次郎のこと）、自ら標桟して哲学家と為し、世人も亦或
こ
れ
い
え
ど
そ
の
お
の
た
い
せ
い
そ
の
ま
ま
い
わ
ゆ
る
こ
ん
ろ
ん
し
ん
き
ょ
う
か
く
の
ご
と
き
な
つ
め
は之を許すと錐も、其実は己れが学習せし所の泰西某々の論説を其儘に輸入し、所謂崖嵩（チベットと新彊省の境にある山脈）に箇の棗（くろうｊｂ
の
（１一
どき科の落葉高木、夏に黄白色の花が咲く、実は食用・漢方薬）を呑める乳、の、哲学者と称するに足らず、（後略）
注
・
ル
ビ
お
よ
び
（
）
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
て
、
純
然
た
る
哲
学
に
非
ず
、
(2)125
西洋哲学伝来考
われわれがこんにち使っている「哲学」とは何を意味するのか。その一一一一口葉の定義、その実体を明確にすることはなかなかむずかしい。古来、数
多の哲学者により、語義や概念について語られてきたが、それらの意見を一つにまとめることは至難の技とされている。なぜなら、哲学は変遷の
過
程
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
て
ゆ
く
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
した。
縞である。
い
っ
た
い
西
洋
哲
学
は
、
い
つ
ご
ろ
わ
が
国
に
伝
わ
り
、
い
つ
だ
れ
が
ど
こ
で
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
日
本
人
に
伝
え
た
の
か
、
そ
の
由
来
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
の
が本稿の目的である。いま研究テーマについて十分な材料を持ちあわせていないが、これまでに刊行された既知資料によって研究を行なうことに
キリシタンに関する著述や諸論文を拾いよみしていると、よく「哲学」ヨーロッパ哲学、キリスト教哲学の意）とか「神学」といった日本文
字とよく出会うことがあるが、これらの学問が、キリスト教の伝来とともに室町末期（十六世紀）にわが国に伝わったことは案外知られていない。
西洋哲学がわが国に伝わって四百五十年以上になるが、その日本伝来に関する総括的な研究は、明治・大正時代は皆無にちかく、昭和十年代ご
ろになってやっと、その萌芽が見られるようになる。けれどその数は微々たるものである。昭和四十年代に入ると、ようやくイエズス会士らによ
る本格的な研究が若干姿を見せるようになるのだが、顧みるとわが国ではこの方面の研究がなおざりにされていた感を禁じえない。
パ
ノ
ラ
マ
日
本
に
お
け
る
西
洋
哲
学
の
輸
入
の
歴
史
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
を
通
じ
て
眺
め
た
ら
お
も
し
ろ
い
鳥
轍
図
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
筆
を
お
こ
し
た
の
が
本
五四九）から寛永十五年（一六三八）にいたる約九十年間であるが、やがてそれも幕府の厳しい禁教政策と鎖国とにより、下火となり、ついには
絶滅したかにみえた。しかし、キリスト教の炎は、その後の約二百年間ほそぼそと幕末まで燃えつづけた。
日本人は、室町末期から江戸時代にかけて、ギリシャ哲学、中世神学に由来するヨーロッパ的観念や思想（とくに西洋の道徳思想）を一時的で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
歓
迎
し
た
。
け
れ
ど
そ
う
い
っ
た
西
洋
哲
学
を
一
つ
の
独
立
し
た
科
学
と
し
て
捉
え
、
学
び
、
体
系
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
哲
学
は
明
治
に
な
る
ま
で
日
本
に
お
い
て
学
問
と
し
て
成
立
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「哲学」という邦語の由来
＊
124（３）
哲
学
は
人
間
が
じ
ぶ
ん
の
存
在
や
こ
れ
を
取
り
ま
く
世
界
の
存
在
に
つ
い
て
反
省
、
省
察
し
、
そ
れ
を
理
論
化
す
る
学
問
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
哲
学
の
定
義
に
従
っ
た
西
田
（４）
幾多郎によると、「世界観および人生観に関する一般的問題の学的考察」である。別ないい方をすれば、世界とか人生とか人間とはいかなるものか、
その究極の根本原理を客観的、理性的に追求する学問なのである。
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ピ
ロ
ス
ソ
ビ
ア
いまわれわれが「哲学」と訳し、かつ用いている原語は、ギリシャ語のＳへ」・８ｓへＱである。この語はＧへ」・の（愛している）とＳＳＢ（知恵）の
一一語から成り、「智」や「知識を愛する」ことを意味している。一一一一口伝えによると、この「ピロソピア」という言葉をはじめて使ったのは、ピュタ
ゴラス（紀元前五八○？～五○○、ギリシャの哲学者、数学者）であるとか、ソクラテス（紀元前四七○？～一一一九九、古代アテネの哲学者）であ
学
の
一
部
と
み
な
し
た
。
あ
ま
ね
日
本
で
は
西
周
（
’
チ
ョ
ウ
ト
ン
イ
あ
ざ
な
マ
オ
シ
ユ
ー
「
リ
エ
ン
シ
ー
タ
オ
チ
ョ
ウ
イ
ン
タ
オ
テ
ン
シ
ー
ユ
エ
ン
イ
エ
ン
周
敦
頤
の
字
（
本
名
以
外
の
別
名
）
は
、
茂
叔
と
い
い
、
澱
渓
は
そ
の
号
で
あ
う
（
〕
Ｐ
周
は
道
州
営
道
県
の
人
で
あ
る
。
天
禧
元
年
（
’
○
一
七
）
に
生
ま
れ
、
シニユーン
タ
イ
チ
ト
ウ
シ
ュ
ラ
ト
ン
シ
ユ
（０Ｊ）
煕寧六年（’○七一一一）五十七歳で没した。「太極図説」と「通書」が主なる著述と気」れている。
（、）
西周が「哲学」という語を作るに際して参考と－）たのは、「通書」にみられるつぎの文であった。
し
は
け
ん
を
の
ぞ
む
（８）
「士希賢」という語に由来している。
ヘロトドス（紀元前四八四？～四二五、
四
七
？
、
哲
学
者
）
は
知
識
の
獲
得
と
定
義
し
、
あ
ま
れ
て
つ
が
く
を
の
ぞ
む
日本では西周（’八一一九～九七、明治期の啓蒙的官僚学者）が、「ピロソピア」の英訳ロ三・の。ご耳を「賢者の希求」という意味で「希哲学」
と訳していた。文久元年（一八六一）ごろ、かれは津田真道（一八一一九～一九○三、明治期の啓蒙的官僚学者）の稿本「性理論」の賊文の中で、
（７）
し
ゆ
う
れ
ん
け
い
「希哲学」という語に「ヒロソヒ」とルビを付して使用した。この語は周嫌渓（チョウⅡノエン）の『通書』（トンシュ）の志学第十にみられる
（５）
つっといわれている。
志
学
第
十
、
、
、
聖希天。賢希聖。士希賢。
（ｕ）
伊尹顔淵大賢也。
（６）
ギリシャの歴史家）は、この語を知識や精神修養の意として用い、またプーフトン（紀元前四一一七？～一一｜
その弟子であったアリストテレス（紀元前三八四～一一一一一一一、哲学者）に至っては、物理学・政治学も哲
(4)１２３
西洋哲学伝来考
一般に西洋哲学が日本にはじめて伝わったのは、明治維新後の文明開化の時代であったかのように信じられているが、これは誤りである。「明
治文化全集」の企画と編集にかかわった石井研堂（’八六五～’九四三、明治・大正期のジャーナリスト）でさえ、自著『明治事物起原』の中で、
西
洋
哲
学
移
入
の
時
期
を
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
最
初
に
伝
わ
っ
た
の
は
英
米
の
哲
学
で
あ
り
、
明
治
十
年
代
に
そ
れ
が
ド
イ
ツ
派
の
哲
学
に
変
っ
て
行
っ
た
と
の
べ
て
思
想
に
ふ
れ
た
の
で
あ
る
。
日本には奈良、平安の時代から、わが国特有の思想が存在したのであるが、やがて外国から儒教（孔子の思想に基づく教え）や仏教（インドに
し
や
か
む
に
起り、東アジアに広がった釈迦牟尼が説いた宗教）を輸入した。そして天文十八年（’五四九）にイエズス会士フラン、ンスコ・ザビエル（一五○
六
～
五
二
）
と
同
行
の
宣
教
師
ら
が
鹿
児
島
を
訪
問
す
る
に
お
よ
ん
で
、
日
本
人
は
初
め
て
西
洋
思
想
と
接
触
し
た
の
で
あ
る
。
ここでいう西洋思想とは、広義の宗教哲学や神学のことであり、カトリックの教理や教義（教え）、宇宙の秩序や理法（法則）、神の存在、霊魂、
（、）
来世における苦楽、地獄、煉獄、道徳論、一兀徳（謹慎、公正、剛毅、節制）、、王徳（信仰、希望、仁愛）などを指すのだが、日本人はヨーロッパ
から来た宣教師の口から、あるいはのちにわが国で刊行されたキリシタンの著作物を通じて、ギリシャ哲学や中世神学に起源をもつ西洋的観念や
し、
る
◎
二
西
洋
哲
学
の
移
入
に
関
す
る
先
駆
的
研
究
哲学は、最初英米より入り来り、英米の濁逸流に感染せると共に、十三四年より、燭逸流に向ひ、続きて、’’十年よりは、全く燭逸に限る如き変遷を
経たりき・十四年一月、井上哲次郎・和田垣謙三・国府寺新作・有賀長雄共著の［哲学字彙］小一冊成れり。
は
じ
ま
り
哲
学
攻
究
の
始
せい
のぞ
け
ん
せい
聖（知徳のすぐれた人）は天を希み（宇宙の理法をこいねがい）、賢（賢人）は聖
の
ぞ
し
け
ん
の
ぞ
（天子）カニ希み、士（学徳のある人）は賢を希む。
注
・
原
文
に
は
句
読
点
は
な
い
。
傍
点
お
よ
び
（
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
122（５）
新村は「学問之事」の中にみられる、哲学・神学その他の学科のすべてが日本人の生徒に課されたものとは考えていない。けれど「この中の或
るものは日本の学林や修業所に於て内外の初学者が学んだものと思はれる」と示唆に富んだ発一一一一口を行なっている。
ここで注意を払わねばならぬのは、引用文中にみられる「内外の初学者」というくだりである。これは哲学や神学のことを聴講した日本人と外
国人の意であるが、このことに関してはあとで述べることにする。
野上豊一郎（’八八三～’九五○、明治・大正・昭和期の英文学者、終戦後法政大学総長を勤めた）に「日本に於ける西洋思想移植史」（岩波講
座哲学、小冊子、昭和８．７）といった論文があるが、これは「哲学」の移入に直接ふれていないので拙稿の参考にはならなかった。井上哲次
郎二八五五～’九四四、明治・大正・昭和期の哲学者）に、「明治哲学界の回顧」（岩波講座哲学、小冊子、昭和８．９）があり、この中で「西
洋思想の真先に輸入されたのは、宗教思想（即ち基督教）であった」と、わずかにキリスト教の伝来にふれた。
イエズス会の教育機関において行なわれたヨーロッパ中世の哲学や神学といった精神科学にもっとも早くから注目し、それについて書き著した
い
ず
る
のは新村出（’八七六～’九六七、明治・大正・昭和期の一一一一口語学者）である。かれは自著『日本吉利支丹文化史』（地人書館、昭和肥・５）にお
（ｕ）
いて、太田全斎（一七五九～一八二九、江一Ｐ後期の儒学者）の書録にかかる「契利斯督記」の「学文之事」のくだりを引用した。「学問之事」は、
ヨーロッパの学術の要旨を記したものだが、この中には「哲学」「論理学」「神学」の意の言葉が出てくる。
『明治事物起原』のような、百科辞典的もしくはふつ
が
ち
で
あ
る
。
と
き
に
わ
け
も
わ
か
ら
ず
信
じ
込
ん
で
し
ま
う
。
￣ － －
、、、
（週）
美学は、［維氏美学］ハルトマンの審美綱領等出版されたり。
ヒロソヒヤは、世界に在程の物性徳を、四年の間に知学
が
く
も
ん
ロジカはヒロソヒヤ初年の一年学文仕候をロジカと申候
テ
ョ
ロ
ヂ
ヤ
は
、
デ
ウ
ス
の
万
事
に
叶
ひ
給
ふ
所
を
学
文
仕
る
事
の
よ
う
な
、
百
科
辞
典
的
も
し
く
は
ふ
つ
う
の
辞
引
の
よ
う
な
書
物
は
、
ふ
だ
ん
手
元
に
置
い
て
引
く
だ
け
に
、
そ
の
記
述
を
読
者
は
う
の
み
に
し
四
年
の
間
に
知
学
に
て
候
(6)１２１
西洋哲学伝来考
さらに「言葉と哲学Ｉ現代文化の一批判」（前掲書所収）において、西洋哲学移入の時期に関して述べたくだりにわれわれ読者は、つぎの
ような興味を引く記事を見いだす。
と述べている。さらに「日本に於ける独逸哲学」（前掲書所収）において、日本における哲学研究とその教育の起源について、あいまいな表現な
がらつぎのように語っている。
新村につづいたのは、桑木厳翼二八七四～一九四六、明治・大正・昭和期の哲学者）である。桑木は西洋哲学史やカント研究の移植と普及に
貢献したことで、その名はよく知られている。かれは「百一新論の著者」（「西周の百一新論』所収、日本放送出版協会、昭和咀・５）において、
西洋哲学（フィロソフィア）全般について最も早く伝えたものとして、西周の名をあげたついでに、
先
づ
日
本
に
於
い
て
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
の
名
称
が
定
ま
っ
て
、
こ
れ
に
関
す
る
種
々
の
研
究
が
紹
介
せ
ら
れ
た
時
代
を
第
一
期
と
見
て
よ
い
。
元
来
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
は
切
支
丹
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
伝来の際、九州その他に設立せられた学寮などで神学と共に講ぜられた筈であって、恐らくはスコラ哲学及びその淵源としての希臘哲学が最も早く輸入
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
せられたものであらうが、今その文献に就いては知る由もない、ただある切支丹文書中にプーフトン、アリストテレスの名が録せられてあるのを見て、そ
元
来
こ
の
「
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
止せられてしまった（一一頁）。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
通
）
の
で
よ
く
分
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
し
で
は
余
り
導
き
入
れ
ら
れ
て
居
な
い
や
う
で
あ
り
ま
す
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
っ
と
古
く
な
っ
て
、
切
支
丹
の
人
々
に
よ
っ
て
西
洋
の
哲
学
が
神
学
と
共
に
講
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。
併
し
そ
れ
は
ど
う
も
よ
く
伝
は
っ
て
居
り
ま
せ
ん
ご
ろ
も
つ
むづ
いつ頃を以て哲学研究の起りとするかといふことは難か－しいことであります。明治以前のことはここで一一一一口ふ範囲でもありませんが、表面に現はれた所
「フィロソフィア」は、早く切支丹の学寮コレヂョなどで講ぜられて居たであらうが、それは広く世に知られなかったし、また教門と共に禁
注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
120（７
新村出の著述であったと考えられる。
このあと著者は、日本人を啓蒙したり教化するために刊行されたキリシタン関係の著述の中に、「哲学」と関係が深い文献も含まれていた、と
な
ら
いい、フランドルの神秘哲学者トマス・ア・ケンピスの原著「キリストに倣ひて」の邦訳「こんてむつすむん地」（慶長元年［’五九一ハ］、｜冊、
ま
訳者不詳、天草耶蘇会学林刊）にふれ、「この書物は元来宗教的性質のものであることは一一一口を俟たないけれど、又一面に於いては中世末期の哲学
ている。
あそうよしてる（巧）
桑木についで西洋思想や西洋の神秘哲学の日本伝来に一一一一口及したのは、在野の日本哲学史家であり、かつアナキストであった麻生義輝（’九○｜
～三八）である。かれは自著『近世日本哲学史』（近藤書店、昭和Ⅳ・７）の「西洋哲学渡来前史」（第一章）の冒頭において、つぎのように語っ
コ
レ
ジ
オ
桑木はキリシタン時代に、イエズス会の学院において西洋哲学（スコープ、ギリシャ哲学）が神学とともに教えられたことを知識として、薄々知
っ
て
は
い
た
よ
う
だ
が
、
文
献
学
的
に
熟
知
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
た
め
断
定
的
な
表
現
形
式
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
か
れ
の
知
識
や
情
報
の
出
所
は
、
一切の経過は宗教史の詳細に説明すべき範囲に属するが、哲学的に見ても吉利支丹宗が次第に教化を高めていったならば、遂には西洋のスコラ哲学及
い
た
も
の
び神秘哲学の移植にまで及び、日本人にしてこの方面に業述を残すに到る程の者も現れたことであらうが、そこまで及ばないうちに豊臣秀士ロの禁令とな
り
（
一
五
八
九
年
）
、
最
後
に
島
原
の
乱
（
’
六
三
七
年
）
と
な
っ
て
吉
利
支
丹
宗
は
、
日
本
の
文
化
史
上
か
ら
全
く
影
を
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な闘争が展開せられた。
し
か
し
、
そ
の
闘
争
の
地を見出したのである。
き
り
し
た
ん
し
ゆ
う
我が国に西洋の思想が伝来したのは士ロ利支丹宗の渡来（一五四九年）と同時であったと一一一一口はねばならぬ。吉利支丹宗的な人世観や世界観は、日本に
在
来
あ
っ
た
そ
れ
と
は
甚
だ
し
く
異
質
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
異
っ
た
二
つ
の
も
の
が
幾
分
な
り
融
合
す
る
迄
に
は
、
儒
教
や
仏
教
の
伝
来
し
た
当
時
と
同
じ
や
う
の大体を察知するのである二八八頁）。
よ
る
こ
こ
ろ
その闘争の後に吉利支丹宗は我が国の各社会層から欣ぴ迎へられて、織田信長の頃信者の数は約十一ハ万に達し、その文化発展の為に豊穣な土
注
・
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
。
(8)１１９
西洋哲学伝来考
あるキリシタン文献（稀親書）」
社
、
大
正
咀
・
５
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
やがて村岡の研究は徐々に円熟味をくわえ、ついに「日本倫理思想史上西洋思想との交渉」羅鰍倫理学第八冊、昭和咄・９）として結実す
るのだが、このタイトルだけでは中味について明確な心象がえられない。要するにこの論文は、日本思想と外国思想（キリスト教）との交渉やそ
の影響などについて、具体的事例に即して考察したものである。
麻
生
は
つ
ぎ
に
将
軍
吉
宗
の
時
代
（
’
七
一
一
○
年
）
に
盛
ん
に
な
っ
た
蘭
学
（
洋
学
）
に
ふ
れ
、
蘭
学
者
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
系
の
自
然
科
学
方
面
の
研
究
に
言
及
す
る
。
麻
生
に
よ
る
と
、
こ
と
に
医
学
者
た
ち
は
早
く
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
の
医
聖
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
を
は
じ
め
、
タ
ー
レ
ス
、
ケ
プ
ラ
Ｉ
ら
の
業
績
に
通
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天い
ま
文学者や数学者としての一面だけを伝え、それ以外のものは何も知らず、また知ろうともしなかったといい、当時の「日本の西洋文化研究は、未
だ哲学を考究し得る段階にまで進んでいなかったと解釈せらるべきであらう」と記している。
つ
れ
つ
ぐ
（旧）
麻生の研究につづいたのは村岡典嗣（’八八四～一九四六、日本思想史研究家）である。村岡は日本思想史学の生みの親として、つとにその名
が知られており、「本居宣長」（警醒社書店、明治必・２）は思想史研究の出発点となった。
村
岡
は
専
門
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
ふ
だ
ん
か
ら
「
我
国
文
化
の
歴
史
の
思
想
的
方
面
か
ら
の
研
究
に
た
づ
さ
は
っ
て
を
り
ま
す
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
お
し
え
こ
と
の教を通じての東西の思想的交渉といふ事について、かねて多少注意してをりました」（村岡典嗣編「吉利支丹文学抄』の「はしがき」、改造社版、
大正咀・５）と、いい、早くからキリスト教と日本思想との交渉に注目し、独学で勉強をつづけていた。
かれは公私の文庫に秘籍を探るようなことをせず、ふつうに出回っている書物をたよりに研究をつづけていたのだが、大正十一年（一九二二）
四月、東北帝国大学法文学部教授として、文化史学研究のため満二ヵ年ヨーロッパ（ドイツ、イギリス、フランス）に留学したのを機に、英仏に
あるキリシタン文献（稀親書）に接し、それを筆録し、帰国後序論を付けて目ぼしいもの四種の本文を翻刻し刊行した。『吉利支丹文学抄』（改造
「こんてむつすむん地」は、日本の
お
し
え
る教」の意である。本書に「厭世経」 あらわ
としても、よくその時代の性格を顕－」たものとして注目すべき文書である」と述べている。
（Ⅳ）
ついで「この書の訳者には、西洋神秘哲学の紹介者としての功績●を認めない訳にはゆかない」と語っている。
よ
い
と
おん
た
て
ま
つ
み
ち
お
し
「こんてむつすむん地」は、日本のキリシタン信徒がラテン語から訳したものであり、「世を厭ひぜずきりしとの御かうせき●を学び奉る道を教ゆ
村
岡
は
こ
の
長編論文を、「序説」「第一吉利支丹時代」「第二蘭学時代」「結語」の四部構成とした。かれによると、わが国の思想は、儒教と
という別名がある。
118（９
語り、西洋思想を摂取することによって、身分や性別、国家別」
０
道徳や智徳を尊重する思想が生まれた、といい、論をむすんだ。
仏教および西洋思想とが一つにあつまり成立したものであり、日本人はかなり深刻に西洋思想と接触したという。その接触は宣教師が説き聞かせ
ることばや、のちにわが国で刊行されたキリシタンの著作物によってなされた。
村岡は国内で刷られたイエズス会の活字本名を具体的にあげ、そこに感得されるギリシャ哲学、中世神学に由来するヨーロッパ的な観念や哲学
の
存
在
を
指
摘
し
、
ま
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ヶ
ロ
、
ア
オ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
以
下
数
多
の
哲
学
者
や
神
学
者
の
言
葉
の
引
用
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
西
洋
の
思
想
家
が
当
時
の
ひ
と
ぴ
と
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
と
し
て
親
し
ん
だ
か
に
つ
い
て
語
っ
た
。
つ
い
で
村
岡
は
江
戸
時
代
の
蘭
学
（
洋
学
）
者
、
国
学
者
、
儒
学
者
ら
と
、
オ
ラ
ン
ダ
経
由
で
わ
が
国
に
入
っ
て
き
た
自
然
科
学
や
道
徳
思
想
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
語
り
、
西
洋
思
想
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
分
や
性
別
、
国
家
別
に
よ
る
偏
狭
な
道
徳
観
を
改
め
、
広
く
人
格
を
尊
重
す
る
国
民
思
想
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
公
共
的
よ『７に語っている。
げ
ん
よ
く
村岡のあとにふたたび桑木厳翼が登場する。かれは自著「明治の哲学界』（中央公論社、昭和旧・３）において、「哲学」の伝来についてつぎの
す。
つ
い
併し信徒の内の者が、幾分かそれに就て教育を受けたと云ふことは多少の証拠があるのでありまして、ずっと末のことで、江戸時代の末期ですが、或
ざ
ん
げ
ぷ
ん
子』
信徒が自分の告白、徴悔文を政府に提出する場合、其の文章の中にプラトンとかアリストテレスと云ふ名称が少し変な発音ですが、書いてあります。
●も⑩し
それを以て見ると、さう云ふやうな哲学者の名、若くは説が多少伝はって居ったと云ふことも想像される。併しそれは今申す通り一般的ではありませ
ん。其の他色々西洋の学問技術が日本に入って来ましたが、哲学は全く知られて居りません。
と
こ
ろ
い
つ
ぢ
」
ろ
い
ま
お
い
し
か
処で此のフィロソフィアが日本に何時頃伝はったかと申しますと、今明治に於て発生したと申しましたが、併－し実は明治以前からフィロソフィアなる
お
う
た
が
い
い
そ
ば
て
れ
ん
い
ろ
い
ろ
ｊＵのが日本に入って居ったことは疑を容れない。室町時代の末に吉利支丹が入った時、其の伴天連が色々学校を設けて信徒を教育し、又信者の内からし
そ
て教職となるべき者を養成しましたが、其の為には神学を教へたでありませうし、又神学の補助学科として哲学をも教へたと云ふことは考へられるので
たと云ふ訳にいかない。
お
し
か
く
わ
今日まで残って居る文献によって宍ぐう云ふものもあったと云ふことが段々分って居ります。併しながら大部分の文献は滅びて居りますし、又詳しいこ
と
は
分
り
ま
せ
ぬ
し
、
又
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
が
仮
り
に
教
授
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
一
般
の
民
衆
に
は
関
係
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
日
本
に
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ア
が
起
っ
(10）１１７
西洋哲学伝釆考
このあと、昭和四十年代に入るまで、目ぼしい文献なり研究は現れなかったが、国弓の耳口のの｝房の．〕・が「日本における最初の神学校［’六○
｜年’一六一四年］」（『キリシタン研究第十輯』所収、昭和仙・３）を、またシ［ＢＳｏｍｇ弓呂のい］・が「府内のコレジョについて」（前掲書
コ
レ
ジ
オ
所収）発表するに及んで、長崎や府内における学院での哲学および神学教育がどのようなものであったかが、おぼろげながら見えだすのである。
ぷ
ん
け
ん
このあとかれは、天保六、七年（’八一二六、七年）ごろに高野長英（’八○四～五○、江戸後期の蘭学者）が著した「聞見漫録」にふれ、そこ
にみられる西洋哲学史抄に言及し、ついで西周が「フィロソフィア」に注目したことについて語っている。
戦前、西洋哲学の移入史に関して発表された主な研究は以上の通りであるが、戦後逸早く現われた文献として、小口忠男（生没年不詳）著『日
本哲学史概説』（創洋社、昭和Ⅳ・４）がある。この中に哲学の移入に関する短い記事がみられる。
ある。 このように桑木は、西洋哲学伝来の前史について興味深い発言をおこなっているが、一一一一口説の根拠となる書物や文書名を掲げていないのは遺憾で
デ
ウ
ス
ス
ピ
リ
ッ
われ等はそれ等の中から、神や精霊という一一一一口葉をみることができ、べぐらに前者の中には西洋哲学思想の一片が混入されているのをみるのである（一○
五～一○六頁）。
直接呼びかけて効果をおさめたことにもとづている。
かつた。
できた。
み
な
神は宇宙万有の創造者、受護者で人類の父であり、人間は皆神の子でその霞並魂は不滅であると説いた。このような思想が、迅速に大きな勢力を得たの
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
め
ず
ら
し
い
西
洋
の
文
化
を
伴
っ
て
い
た
こ
と
や
、
宣
教
師
が
そ
の
使
命
に
真
剣
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
し
、
ま
た
仏
教
渡
来
の
場
合
と
異
り
、
一
般
民
衆
に
た
ず
新井白石が宣教師のシロテ（シドチ）といふ人に色々なことを訊ねて「西洋紀聞』と云ふものを書いて居りますが、其の中に切支丹の宗門のことがあ
そ
こ
ま
で
り、又神学のことも書いてありますから、もう一歩進めばフィロソフィアのことに入り宍ぐうに思はれますが、其処迄は書いてない。
しかし、それは豊臣秀吉以来禁止され、特に徳川初期に厳禁されたために、哲学思想の発達史上顕著な意義をもつ程の思想的創造性を表わすに至らな
マ
マ
マ
マ
った。だがそれは翻訳文献の外に「ケルトス御作業」（’五九一）や「どちりいな・きりすたん」（一五九八）等の注目すべき理論的労作を残すことが
116（11）
系の紹介者としてのペドロ・ゴメス神父にふれている。
シュワーデ論文につづいたのは、科学史家・村上陽一郎（一九三六Ｉ）の『日本近代科学の歩みｌ西欧と日本の接点」（三省堂昭和竿９）
である。同書の「二西欧科学体系の最初の伝来」において、著者は日本人が司祭になるための教育準備機関として、安土と有馬に神学校が、府
コ
レ
ジ
オ
ノ
ピ
シ
ア
ド
内には学院、臼杵に修練院が設立されたことについて一一一一口及し、さらにプトレマイオス（紀元２世紀のアレキサンドリアの天文、地理、数学者）体
学
び
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
ヌ
エ
ル
・
サ
の
著
書
「
聴
罪
師
の
手
引
き
」
京
魯
弓
ご
厨
§
Ｚ
三
目
房
ご
量
⑤
言
）
な
ど
を
教
科
書
と
し
て
用
い
た
。
う
す
き
シュワーデ論文によると、豊後の臼杵には一五八○年（天正人年）修練所が創設ニごれ、そこで一一ヵ年間修道生活を送ったイエズス会への志願者
コ
レ
ジ
オ
（四）
は、つぎに府内（現・大分市）の学院に移って、一フーアン語・哲学・神学を学んだ。当時、府内の人家は八千ほどで、信者が四百人ほどいた。
学院の建物は二つほどあり、｜つは新築のもので間数が五つあり、もう一つの方はポロ家であった。シュワーデ師は、学院における教育につい
てまとまった史料はない、といい、少ない史料（多くは日本報告や書簡）によって断片的に知られているものから明らかにし、学院の授業が開始
されたのは創立の年（’五八○年）であり、若い外国人の神学生人名が日本語や文学を学んだという。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
別
）
そして日本において初めて「哲学」が教えられたのは一五八一二年（天正十一年）のことであり、五名の神学生（外国人）がトレド神父の著作を
簡略にしたものを教材として教わった。哲学の最初の課程を修了した者は、ついで神学やラテン語などを学んだ。
コ
レ
ジ
オ
（皿）
ま
た
日
本
に
お
け
る
最
初
の
神
学
校
に
つ
い
て
執
筆
し
た
チ
エ
ス
リ
ク
師
に
よ
る
と
、
長
崎
の
学
院
の
創
立
は
一
六
○
一
年
（
慶
長
六
年
）
と
い
い
、
当
時
長
崎
の
岬
（現・県庁がある場所）に建っていた。また教会と司祭館が同じ敷地内にあった。長崎の学院に学ぶ神学生はみな有馬の神学校の課程を終えた者た
ちであり、一般教養科目のほか、神学と宗教学（とくに日本の諸宗派の問題）の基礎を学んだ。
この年の神学生の数は、ポルトガル人一一名、日本人六名の計人名であり、かれらは良心の問題すなわち「倫理神学」（ｎ口の口のＯｇｍＱのョ国の）を
学び、イエズス会士マヌエル・サの著書「聴罪師の手引き」（屋停暮ｓ冴薑、）員閉のｓごミミ）やエマヌエル・バレトの詞華集、「聖教精華』（ヨ目ｎ塁
ゴメスについては、「’五八二年日本に渡来、日本の管区長として日本のセミナリオ・コレジオの教科書として使うための指導要綱を編纂した」
と述べている。かれの要綱の一部は、日本人を指導するために、ヨアンネス・デ・サクロポスコ（十三世紀のイギリスの数学者、天文学者）の『天
ど
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日本における哲学事始めについて、初めて紙上で明らかにしたのはアルカディオ・シュワーデ師であり、同人の名はその功績とともに記憶にと
12）１１５
西洋哲学伝来考
日本人の自然観、宇宙観は、イエズス会士からみると非合理的なものであり、イエズス会士らは、日本人に神の存在、教理などを説明するとき、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ー
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
的
な
自
然
神
学
的
方
法
を
用
い
た
と
い
う
．
こ
の
章
の
執
筆
者
は
、
吉
田
光
（
一
九
二
五
‐
）
で
あ
る
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
らによる西洋の哲学や科学の移入の様相について記すとき参照したのは、先に引いた伊東俊太郎の『文明における科学』（勁草書房、昭和Ⅲ．、）
や村上陽一郎の『日本近代科学の歩み西欧と日本の接点』（三省堂へ昭和妬・９）であった。
このあとしばらく空白がつづくが、数年後に四号の再Ｑ①の一芹の．］・は、「府内のコレジオ」と題する長編論文（六五～’五四頁）を「キリシタン
研究第二十七輯、昭田・９）に発表した。かつて同じテーマでシュワーデ師も論文を発表したことがあったが、チエスリク師の今回の論考はシ
ュワーデ師の研究をさらに深めたものであり、他の追従をゆるさぬ決定版といっても過一一一一口ではない。彼我の史料を可能なかぎり博捜して書きあげ
た労作である。現存する史料が少ないため、じゅうぶんに攻究できなかったといい、したがってこの論文の「良し悪しを是非することを許されず、
このあと伊東俊太郎（一九三○「）の『文明における科学』（勁草書房、昭和皿、）が現れるが、同書の「アリストテレスと日本ｌわが国
け
ん
こ
ん
における西欧的世界像の最初の受容」は、日本にはじめてアリストテレスの宇宙論・自然学やヨーロッパ的世界像を伝えた『乾坤弁説』（棄教した
ポルトガル人フェレィラⅡ沢野忠庵の書）の成立の事情Ｉ乾坤弁説のタネ本（ペドロ・ゴメスの『天球論』）などに言及している．
『
近
代
日
本
の
哲
学
ｌ
現
代
哲
学
選
書
咄
』
（
北
樹
出
版
昭
和
冊
・
４
）
は
、
人
間
の
生
活
や
思
想
の
あ
り
か
た
を
根
本
的
に
反
省
し
、
そ
れ
ら
を
現
代
的
視
点
か
ら再検討することを目的に編まれたユニークな書である．同書の第一章ｌ「｜一西洋哲学受容の歴史的前提」に日本人がはじめて西洋哲学と
接触した記事があり、それには「しかし、西洋哲学がはじめて日本に伝えられたのは、一六世紀後半、キリスト教布教のために来日した、イエズ
ス会の宣教師たちによって紹介されている。このキリシタンの布教活動を通しての接触は、’七世紀に入ると幕府のキリシタン禁教令（一六一二
年）、さらに鎖国令（一六三九年）によって断たれてしまう」とある。
西洋的な〃哲学〃という観念がはじめて日本に紹介されたのは、『サントスの御作業』二五九一年［天正一九年］刊、ローマ字本）中にみられ
る「ヒロゾホの語にも、人は新しき事を見て驚き……ヒロゾハルといふ事は出て来る也。此を以てその根元を知るもの也」といった叙述であると
い『７。
ら
ざ
ん
球論」（天動説）やアリストテレスの自然観を模倣したものだという。ついで村上は儒学者・林羅山と修道僧ファビァンとの宇宙観●をめぐる論争
（一六○六年）について論じた。
114（13）
（犯）
フーフンシスコ・ザビエルが日本行を決心する直接のきっかけになった出来事は、イントｒのゴアにおいて日本人入信者アンジロー（鹿児島の出身）
と
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
同
人
の
口
か
ら
日
本
国
と
そ
の
国
民
、
教
育
や
文
化
状
況
な
ど
を
聞
き
、
日
本
人
が
南
イ
ン
ド
や
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
住
民
ら
と
（配）
異質の民族であることを知った。何よりも日本人は知識欲がひ卜）ように旺盛な民族であるように思われた。
一五四九年八月十五日（天文一八・七・一一二）、コスメⅡデⅡトルレス、ファン・フェルナンデス、従者アマドール（マラバール人）、中国人マ
（別）
た
か
ヌエル、アンジローほか一一名の日本人）は鹿児島に上陸後、アンジローの家に客となり、その親類や友人らから歓待をうけた。程なく藩、王島津貴
ひ
さ
久は、アンジローがインドから異人を連れて来たことを知ると、まずかれを国分城に召し出して、外国事情を語らせ、ついでザビエルを引見して、
成果などについて論ずるような試みは止めたほうがよかろう」と、論評を加えることをきつい調子で戒めている。
チェスリク師の論考「府内のコレジオ」の内容についていえば、それは学院の計画、その決定、建物と設備、財政、教授内容、教師と学生たち、
閉鎮などについて詳しく語っている。とくに「哲学」の移入の点から重要であるのは、第五章の「教授内容」である。
コ
レ
ジ
オ
学院の教育の第一目的は、イエズス会の司祭を養成することにあった。イエズス〈室に入った日本人ばかりか、ヨーロッパやインドからやって来
コ
レ
ジ
オ
た
外
国
人
も
同
じ
よ
う
に
教
育
す
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
た
。
豊
後
国
に
お
け
る
府
内
の
学
院
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
ド
ン
・
セ
パ
ス
テ
ィ
ア
ン
に
よ
っ
て
一
五
八
○
年
（天正人年）に創立されたものであり、そこでは人文科目に加えて、神学や哲学が教えられたのである。
チェスリク師の論文につづいたのは、人年後の平成七年（一九九五）に刊行された井出勝美（’九二五～、キリシタン史家）著『キリシタン
思
想
史
研
究
序
説
』
（
ペ
リ
カ
ン
社
）
で
あ
る
．
同
書
の
①
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
ｌ
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
を
中
心
と
し
て
」
の
中
の
「第三章刊行書籍」は、日本人のために編纂された各種のキリシタン版、哲学教育の開始と学生のこと、用いた教科書などについて述べており、
ま
た
「
第
四
章
日
本
司
教
セ
ル
ケ
イ
ラ
の
教
育
方
針
と
刊
行
書
籍
」
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
移
入
（
四
○
～
四
五
頁
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
参考とする点が多い、好論文である。既述のチェスリク師の論文と井出勝美の同研究とを合わせて読めば、当時の神学や哲学の教育内容を具体的
参考とする点が多広、
に知ることができる。
そ
の
来
意
を
聞
き
た
だ
し
た
。
コ
レ
ジ
オ
一
二
府
内
（
大
分
市
）
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
ｌ
本
邦
に
お
け
る
哲
学
教
育
の
発
祥
地
14）１１３
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やがてキリスト教布教の許可をあたえると、他宗派の者が妨害すべからずとの旨を領内に布告した。ところでザビエルはどのような方法によっ
て布教に従事したのであろうか。日本人に福音を伝道するには日本語を用いるしかないのだが、ザビエルはマラッカから日本に渡る航海中、アン
ジ
ロ
ー
を
師
と
し
て
日
本
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
が
、
そ
の
進
歩
は
の
ろ
か
っ
た
。
一方、いっしょに日本にやって来た修道士フェルナンデスは語学の才にめぐまれていて、わずか五、六ヵ月の間にかなり日本語を覚えたが、説
（お）
教
が
で
き
る
ほ
ど
の
力
は
な
か
っ
た
。
か
れ
は
日
本
へ
の
航
海
中
、
三
人
の
日
本
人
か
ら
慣
用
句
な
ど
少
し
身
に
つ
け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ザビエルは時機をみて上洛し、帝や将軍に拝謁したいと思っていたが、当時京は戦乱の巷と化し、荒廃していたし、危険もあったので、しばら
く鹿児島に留まることにした。都への船旅に好都合な風向きをまつ間、ザビエルらは日本語の学習にいそしむことに専念した。
ザビエルはアンジローの援助をえて、みずから著した使徒信条（世界の創造から最後の審判、托身より昇天までのキリストの生涯などを記した
（妬）
もの）や、十誠などを日本語に訳させ、これをローマ字で書いたものを聴衆に読み聴かせた。しかし、アンジローの翻訳はつたないばかりか、仏
（町）
教用語も多数含んでいた。ザビエルの発立曰も不完全であったので噸笑する者も多かったらしい。
ザ
ビ
エ
ル
ら
宣
教
師
は
、
み
な
イ
ン
ド
を
経
て
来
日
し
た
か
ら
、
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を
仏
教
の
別
派
と
誤
解
し
、
こ
れ
を
「
キ
リ
シ
タ
ン
仏
法
」
と
呼
ん
だ
り
、
そ
（沁）
の神デウスを「天、王如来」と称した。ザビエルが、辻説法を経てえた感触や見聞して知り、えた日本人観について述べると、日本人は貧を恥とせず、
武
士
は
町
人
と
結
婚
せ
ず
、
ま
た
読
み
書
き
が
で
き
る
者
が
多
い
た
め
に
、
す
ぐ
祈
と
う
や
神
（
デ
ウ
ス
）
の
こ
と
を
聴
く
と
す
ぐ
こ
と
を
理
解
し
、
俗
人
は
僧
侶
よ
り
も
鑿嚢篝鑿薑篝鑿豐篁鑿
､<ｊ爾翻１A目冠畷ＸＡｖｌ錘R，
ZZl頃dfiz……ノヶr”ヤルッ,<`Ｍツル…￥
フランシスコ・ザビエルの肖像。
（デウス）のことを聴くとすぐことを理解し、俗人は僧侶よりも
（羽）
よく道理に従うことであった。
翌一五五○年九月、ザビエルはフェルナンデス、ベルナルド、
ミ
ヤ
コ
日本人マテオを伴ない、都におもむくために鹿児島を出発し、途
中
、
平
戸
や
山
口
に
寄
っ
た
の
ち
京
に
む
か
っ
た
。
そ
し
て
一
五
五
一
年
一
月中旬、都に着いたが、そこで目にしたのは数度の兵乱のため、
そ
こ
こ
こ
に
く
す
ぶ
っ
た
荒
廃
の
跡
で
あ
っ
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
比
叡
山
の
僧
ミ
カ
ド
院
に
足
を
ふ
み
入
れ
、
ま
た
で
き
れ
ば
日
本
国
王
（
帝
）
に
も
拝
謁
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
う
ま
く
運
ば
な
か
っ
た
。
112（15）
到
着
し
た
、
と
い
っ
た
う
わ
さ
が
山
口
に
届
い
た
。
（釦）
滞在十一日目に郊外の鳥羽より小舟にのり、淀川を下って堺へ行き、そこで乗船して四月初旬、ふたたび平一Ｐに戻った。一一一月ふたたび山口にお
もむくとく領主山口義隆に拝謁して同地における布教の許可をえた。同年九月、改宗の事業が着々と進んでいたとき、九州北岸にポルトガル船が
他市街地には、万寿寺（大一
いった多くの神社があった。
じる大路には大木戸があった。
大友館は町の南端に位置し、周囲に塀をめぐらし、
他
市
街
地
に
は
、
万
寿
寺
（
大
友
家
の
菩
提
寺
）
、
大
智
寺
し
（羽）
や
が
て
府
内
に
着
く
と
、
義
鎮
は
き
わ
め
て
親
し
く
ザ
ビ
エ
ル
を
迎
え
、
尊
敬
と
歓
待
と
を
示
し
た
。
義
鎮
は
布
教
を
許
し
、
な
お
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
友
好
を
む
す
び
、
イ
ンド総督に使者を遣したい旨をのべた。その年の十一月中旬、ザビエルは義鎮の一家臣を使節として同行せしめ、ドゥアルテ・ダ・ガマのジャン
ク
に
乗
る
と
、
沖
の
島
を
抜
錨
し
、
イ
ン
ド
へ
む
か
っ
た
。
一
行
は
翌
一
五
五
二
年
一
月
コ
ー
チ
ン
（
イ
ン
ド
南
西
部
の
港
町
）
に
着
き
、
イ
ン
ド
総
督
ド
ン
・
ア
フ
ォ
ン
よ
し
し
げ
ひ
じ
ほどなく豊後大分（現・大分市）の藩、王・大友義鎮（当時一一十一一歳）から使者が来、自領の港（日出）にポルトガル船が入港したこと、ザビエ
ルに相談したいことがあるので来訪ありたい、との主人の旨を伝えた。ザビエルは大友の招聰を承諾すると、さっそく豊後の府内へ旅立った。
ぷ
ん
ご
（皿）
府内は豊後の国の首府であり、町は大分川デルタの平野の中にある。当時の絵図から推定宍ぐれる町の範囲は、南北一・五キロ、東西○・六キロ
ほどであるという。街路はまっすぐ南北に走り、さらに東西に横道が交わり、町は正方形をしていた。町の要所には木戸が設けられ、大友館に通
クに乗ると、沖の島を抜錨し、インドへむ，
ソ
・
デ
・
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
か
ら
厚
い
歓
迎
を
う
け
た
。
ザ
ビ
エ
ル
は
同
年
二
月
ゴ
ア
に
着
く
と
、
日
本
へ
派
遣
す
る
新
た
な
要
員
と
し
て
、
つ
ぎ
の
四
名
を
選
ん
だ
。
アントニオ（日本人通訳）
一行四名は、六月六日マラッカ（マレー半島の西岸にある港町）を出帆すると、途中、中国の上川島に寄って船を乗換えたのち、八月十四日鹿
ド
ワ
ル
テ
・
ダ
・
シ
ル
バ
パ
ル
テ
ザ
ル
・
ガ
ゴ
ペ
ド
ロ
・
ド
・
ア
ル
カ
ソ
バ
（犯）
四ぐら‐し、正門は東側にあった。館の南側には離れ屋敷、貯蔵所、｛玉物庫などが立ち並んでいた。その
大
智
寺
と
い
っ
た
古
刹
を
含
む
、
大
小
の
仏
教
寺
院
が
あ
っ
た
ほ
か
、
稲
荷
社
、
若
宮
八
幡
社
、
天
神
社
、
春
日
社
と
16）１１１
西洋哲学伝来考
児島に着いた。そして九月九日（天文二十一年八月十一
佐
）
も
こ
の
一
行
と
と
も
に
帰
っ
て
来
た
が
、
受
洗
し
ロ
レ
ン
ソ
デウス
料亭「さとう」の前Iこある教会堂▲
跡をしめす碑。し
［筆者撮影］
大分市顕徳町 丁目
コレジオ
(学院
且無事府内に到着した。大友義鎮の使節としてインドにおもむいた家臣（植田入道玄
》ペレイラという名を得ていた。
（弘）
翌日、ガゴらは義鎮を訪問すると、インド総督からの返書と贈物（皮その他）を呈上
した。義鎮は大いに喜んでこれを納め、お返しにかれらのために住居をあたえ、毎日、
食料品を贈った。この四人は、ザビエルによって、神の福音を説くために日本に派遣さ
れた者であり、ようやく豊後の地に旧教の種がまかれはじめた。
新来の宣教師らは、義鎮から伝道の許可をえると、府内とその近郊で六、七百名の信
（
妬
）
カ
ー
ザ
者を獲得することができた。また住院（６口の四℃【・｛の⑩の囚）を建設するためのよき土地を
得ると、領主から与えられた古い家の材料を用い、キリシタン信徒の協力を得て工事が
はじまった。一五五三年七月一一十一日（天文一一十一一年六月十一日）、宣教師とキリシタ
（
粥
）
、
ン
一
同
は
、
新
築
の
住
院
に
あ
つ
ま
る
と
高
き
十
字
架
を
建
て
た
。
デ
ウ
ス
一五五五年（弘治元年）九月、教〈云堂が落成し、また旧住院の地所内に病院が建てら
れ、府内で修業中であったルイス・デ・アルメイダが外科を、イルマン・パウロ（もと
（〃）
山口の僧、パウロ養方）が内科を担当した。
府内の住院や教会堂、病院などがあった位置に関していえば、大友時代の府内図（高
山氏所蔵）によって、およそのことは判っている。大分駅から東へ一キロほど行った所
け
ん
と
く
ｌ
顕
徳
町
一
丁
目
の
旧
桑
野
製
材
所
の
材
木
置
場
（
い
ま
は
料
亭
「
ざ
と
う
」
が
建
っ
て
い
る
）
の
あ
た
り
が
そ
の
場
所
の
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
位
置
推
定
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
府
内
の
古
（犯）
地図に「ダイウス堂」といった書き入れがあるからである。
ザビエルは日本に来るとき、聖職者を養成するために学校を創ることは念頭になく、
カ
テ
キ
ス
夕
日本渡来後はじめて教理問答士や通訳を養成する必要を実感した。キリシタンの最初の
110（17）
布教の中心は山口であり、ザビエルから後事を託されたトルレスの不屈の教化活動により二千余名の信者を獲得したが、弘治一一年（一五五六）一一一
（羽）
月、山口では内藤隆世、杉七郎らの争乱により町や教会が消滅したために、コスモ・デ・トルレス以下の宣教師たちは難を避けて府内に移動した。
かくして府内は、その後イエズス会の日本布教と教育の中心地として大いに興隆するのである。同年七月にはインド管区長のヌニェスが神父ヴ
ィレラ、イルマンのルイ・ペレイラ、同ギリェルメ・ペレイラなどを伴ない、日本の布教情況を視察するために来日した折、府内を訪れた。
ヌニェスはわずか四ヵ月ほど府内ですごしたのち、インドのゴアヘむかって去ったが、後に一一一人の神父（トレス、ガゴ、ヴィレラ）と、四人の
イ
ル
マ
ン
（
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
シ
ル
ベ
ル
イ
ス
、
ギ
リ
ェ
ル
メ
）
お
よ
び
山
口
で
布
教
に
従
事
し
て
き
た
日
本
人
四
名
の
ほ
か
、
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
な
ど
も
府内古図
府市日名子太郎氏蔵。
｢耶蘇会士日本通信・豊後篇下巻」より）
Ｂ
(村上直次郎訳註
、 コレジオ現在の大分市の地図。十'よデウス堂（学院）跡をしめす。
(18）１０９
西洋哲学伝来考
コ
レ
ジ
オ
府内の学院は、ポルトガル国王ドン・セバスティアンによって設立宍くれ、’五八○年（天正人年）の暮れに発足したとき、学舎や設備ばかりか、
教師の数も貧弱であった。神父はわずか一一名、修道士も四名しかいなかった。フィゲイレド神父が院長であり、プレネスティノ神父がラテン語を、
修道士パウロ養方が日本語を教えていた。それが二年後の一五八一年（天正九年）になると、神父が七名、修道士四名になった。
府
内
の
学
院
の
会
員
は
、
そ
の
後
増
減
を
く
り
返
す
の
で
あ
る
が
、
一
五
八
一
年
（
天
正
九
年
）
十
二
月
の
イ
エ
ズ
ス
会
名
簿
に
よ
っ
て
、
そ
の
氏
名
が
明
ら
か
に
な
る
。
コ
レ
ジ
オ
学院はイエズス会の司祭を養成するための学校であり、修練院で一一年間修道生活を送った生徒が日本語やラテン語文法などを学んだのち、人文
学の課程に進み、そのあとヨーロッパ中世の神学や哲学をまなぶ所であった。
府内の住院の場合、一五七九年七月一一十五日二天正七・六・一一二）にインドから肥前のロノ津に来着した、巡察師アレキサンドロ・ヴァリニァ
コ
レ
ジ
オ
ーノは、天正人年（’五八○・’○）、臼杵において協議会を開き、同院をヨー‐‐ロッパ人および日本人神学生のための学院に昇格二（」せることが決議
（虹）
され、それを「聖パウロ学院」（０．－］①、『・口のⅡの．ｂ四口一・）と呼んだ。この学院は府内にキリスト教が伝わって約一一一十年後の、’五八○年十一一月
（妃）
（天正八・十一）に開校した。学院の運営資金についていえば、当初ロー‐マ法王グレゴリウス十一二世の援助にたよるしかなかった。
院長はペドロ・ゴメス、学生は十一一一名であった。学院は一一つの建物から成り、｜つは新しく建てられたものであり、小さな部屋が五つあり、も
う
一
つ
の
古
い
家
屋
に
も
小
さ
な
部
屋
が
あ
っ
て
、
二
十
名
ほ
ど
が
寝
泊
り
で
き
た
。
宗
麟
は
学
院
の
そ
ば
に
別
な
土
地
を
寄
進
し
て
く
れ
た
の
で
、
学
院
の
敷
地
は
大
通
（妃）
りまで達し、さらに通りに面して立派な門がつくられた。
豊後にキリスト教が伝わって一一年後の天文一一十一一年（’五五三）に、府内においてまず教理学校がつくられ、ついで永禄四年（’五六一）に初
等学校が設立され、四、五十名からなるキリシタンの子弟らに教理問答、日本字、ラテン文字、算数、唱歌、作法などが教えられたが、「哲学」
（側）
加わって援勢を加、える結果となった。
コ
レ
ジ
オ
の移入史かＦＤ重要なのは、当時の最高学府であった学院である。
コ
レ
ジ
オ
四学院の教師Ｌ」神学生について
院
長
神
父
メ
ル
キ
オ
ル
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
（
一
五
二
九
～
九
七
）
…
…
…
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
生
ま
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
郷
里
で
死
去
。
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人
文
課
程
（
ラ
テ
ン
・
ギ
リ
シ
ャ
文
学
を
中
心
に
、
日
本
語
、
日
本
古
典
文
学
も
教
え
る
）
：
。
…
期
間
は
二
ヵ
年
。
哲学課程（論理学などをラテン語で教える）・…：：…：……：……：：…………・…・…期間は一一ヵ年。
神学課程（教理神学・秘蹟などを教える）：………：……：…：…：…：…………：：：期間は一一ヵ年。
一五八○年（天正八年）に府内の学院において、人文課程の教育がはじまったのであるが、巡察使ヴァリニャーノの教育規定に基づき、ラテン
文学はそのまま残し、ギリシャ文学、ギリシャ語の代わりに、日本古典文学（平家物語など）を教えた。日本人の神学生は、そのときまで臼杵の
ために教育課程を、三つに分けた。
府内の学院における教育は、まずヨーロッパの諸大学（パリ大学やサラマンカ大学）やコレジオ・ロマノ、エヴォラやコインブラのイエズス会
の
学
校
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
や
り
方
を
踏
襲
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
た
が
、
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
現
実
に
則
し
て
も
の
を
考
え
、
中
庸
の
道
を
え
ら
ん
だ
。
そ
の
副
監
事
兼
会
計
係
修修修神神
道道道
士士士父父
修
道
士
ミ
ゲ
ル
修
道
士
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
修
道
士
パ
ウ
ロ
養
方
修
道
士
ア
マ
ド
ー
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
修
道
士
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
ア
ル
ヴ
ァ
ロ
・
デ
ィ
ア
ス
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ラ
リ
ョ
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
ペドーロ・コエリョ
（
’
五
四
二
～
八
九
）
：
…
…
：
：
南
イ
タ
リ
ア
の
ポ
リ
ス
チ
ナ
生
ま
れ
の
イ
タ
リ
ア
人
。
マ
カ
オ
で
死
去
。
（
一
五
五
○
～
一
六
二
○
）
…
…
イ
ン
ド
の
コ
チ
ン
生
ま
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。
マ
カ
オ
で
死
去
。
（一五五一～一六二一一一）……ポルトガル人、マカオで死去。
（一五五一～一六○○）……リスボン近郊生まれのポルトガル人。神学生。
（一五五五～？）………。：…プラガ教区のヴィラ・ド・コンデ生まれのポルトガル人。神学生。のち除
得治。
（一五六○～？）．．…・………インドのコチン生まれのポルトガル人。神学生。のち除名。
（一五六一～一六一一一一一一）・…：ラメゴ教区内のセンナンセルシュ生まれのポルトガル人。神学生。のちマ
カオで死去。
（’五五八～？）…・…・……・インドのコチン生まれのポルトガル人。神学生。のち除名。
（’五○七～九五）…………若狭国生まれの漢方医、国漢に通じ、説教・翻訳・習字などを手伝った。
長崎で死去。
（“）
（？）……・……………・・……同人については不詳。
(20）１０７
西洋哲学伝来考
CMklg/ＭレルＣＷｿzﾉ剛幼Ｍｂ,Ｃ“川/ＵｚＣ/"全
〃Ｆ"〃/,川/ｃ/`ＷｊＩ〃`．
人文課程におけるもう一つの柱は、日本語と日本文学であり、そのため日本語の文法書、辞引、著述書など数種作られた。
国
文
学
や
漢
学
の
造
け
い
が
深
い
パ
ウ
ロ
養
方
と
い
う
元
漢
方
医
の
老
人
で
あ
っ
た
。
ラ
テ
ン
語
と
日
本
語
の
授
業
は
毎
日
あ
っ
た
。
修練院で修業中であったので、すでに修練を終えていたポルトガル人神学生だけが受講した。
生
徒
の
中
に
は
、
初
等
ラ
テ
ン
語
さ
え
も
知
ら
ぬ
者
が
い
た
の
で
、
ラ
テ
ン
語
文
法
か
ら
始
め
、
そ
れ
を
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ン
ト
ー
ー
オ・プレネスティノ神父が担●当した。
書
篝
遷
暑
毫
書繍驚脳一一一一一服
書
曇
書
）
曇Ｉｌｉ
Ｓｃ－
コレジオ
府内のイエズス会の学院の想像図
じっさいの学院の建築様式は和洋折衷、仏式寺院のようなものであったと考えられる。
この図は、Ｍare'AntonioCiappiのＣＯ”e"伽Ｍｂﾉﾙﾉbemjche,ｃ/ｇ/0”osccZﾉｸﾞimj,ct
Stz"/ZzzﾉﾉﾉＺＭｊＨＺＰａＱＥｇＤ.Ｘ、､Ｒｏｍa,CICICXCVI.のｐ､３９に載っている。
本語の文法書、辞引、著述書など数種作られた。日本語を教えたのは、
テ
ン
語
と
日
本
語
の
授
業
は
毎
日
あ
っ
た
。
一
五
八
三
年
（
天
正
十
一
年
）
、
一
一
ヵ
年
を
予
定
さ
れ
て
い
た
人
文
み
や
こ
コ
レ
ジ
オ
（言白目】。【四）の課程はおわり、神学生はこれより都の学院に移り、
そこの哲学課程に入って勉強することになっていた。が、京坂におけ
る戦乱（本能寺の変、山崎の合戦）などの影響もあって、肝心の建物
は
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
府
内
の
学
院
で
始
め
る
よ
う
指
示
を
あ
た
え
た
と
さ
れ
る
。
哲学課程は、ヨーロッパの大学なら、三、四年かかって、論理学・
自然哲学・倫理学・心理学などをまなび、同課程をおえると修士号を
与えられるのだが、日本では履習期間を短縮して二ヵ年とした。
一五八三年十月一一十一日（天正十一年九月六日）、院長のペドロ・ゴ
（妬）
メ
ス
が
府
内
に
着
い
て
、
ち
ょ
う
ど
一
ヵ
月
後
の
こ
の
日
、
本
邦
に
お
い
て
初
め
て哲学課程が正式にはじまった。
ルイス・フロイス師は、イエズス会総長に書簡を送り、学院の教育
に重要な役割を果すことになるペドロ・ゴメス神父が司祭三名、修道
士三名とともに日本に到着したことを伝え、あわせて「府内の学院で
は
本
年
、
哲
学
の
講
義
を
は
じ
め
た
が
、
日
本
に
お
い
て
は
新
規
の
こ
と
」
二
1０６（21）
このとき教えた神学は、簡潔な教理神学であった。ことにゴメス神父は、数年後神学生のために教科書を作るのであるが、それは（第一部）
「天球論」（□、惣冒§）、第二部「アリストテレスの霊魂論三巻および諸小篇綱要」（団§のＣ・ミミ＆薑８ミミロミ③＆坐冒ご討貯冒量守冨
（蛆）
寒
暑
烏
ミ
ミ
眉
⑯
『
冒
盲
ご
冴
馬
言
＆
冒
農
ミ
）
、
第
三
部
「
日
本
人
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
た
め
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
教
理
」
（
Ｓ
ミ
ミ
＆
薑
Ｃ
尋
三
富
己
、
塁
肖
冨
冒
叱昌言言」弓冒冒ミミ、ミミミ与冒ご罫」周量）の一一一部から成っていた。
第一部の「天球論」は、いわば天文学の入門書であり、天体の諸問題、外界や地球についての天文学的、地質学的解説をほどこしたものである。
第二部の「アリストテレスの霊魂論三巻および諸小篇綱要」は、人間の内面的世界、霊魂の不滅、まことの神の認識、人間の自由意志などについ
イ
ル
マ
ウ
ン
て論じたものである。第三部の「日本人イエズス〈云士のためのカトリック教教理」は、日本人説教者にとって最も重要な綱要であり、まだ哲学や
神学についての教育を受けていない説教者に布教への必要な準備をあたえる教科書であった。
ゴメス神父が、第一部を編むにあたって参考にした、また影響を受けた文献は、ヨハネ・デ・サクロ・ボスコの『天球論注解」（ｇミミミ冒葛閉
（伯）
胃忽冒の冒言）であった。第二部はトマス・アキナスのアリストーァレス注解「アリストーァレスの天地論、生成消滅論、気象学の解説」であった。
哲学課程は、まず論理学（Ｆ・四日）から始まった。生徒は五名、全員がポルトガル人であった。教える人は、人文課程でラテン語を教授した
アントニオ・プレネスティノ神父である。この神父はあまり日本語が得意でなかったので、講義をラテン語で行なった。
論理学の教科書は、フランシスコ・デ・トレド（’五三一一～九六、スペイン人、一五九一一一年に枢機卿）が著した『論理学解説』（’五七一一年ロー
マ刊）やペドロ・ダ・フォンセカニ五一一八～九九）の哲学書であった。
哲学課程は一一ヵ年でおわり、一五八五年四月（天正十一一一年一一一月）から、神学課程の講義がはじまった。神学（日ロ①。］○四四）の講義は、ペドロ・
ゴメス（一五三五～一六○○、南スペインのセビリア司教区アンティヶーラの裕福な家庭に生まれ、大学で哲学を学び、のちイエズス会に入った。
長崎で死去）が担当した。またプレネスティノ神父は秘蹟の講義を、さらに同年七月に長崎に到着したフランシスコ・カルデロン神父（’五四八
コ
レ
ジ
オ
・
～’六一八、スペインの旧家の出身、アンカラ大学に学ぶ。天草の学院の院長。のちマニラで死去）は、府内の学院の院長となり、神学を教えた。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
師
は
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
宛
の
書
簡
（
’
五
八
五
年
八
月
二
十
日
付
長
崎
発
）
の
中
で
、
「
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
師
は
神
学
の
講
義
を
一
つ
は
じ
め
、
ア
ン
（妬）
五八四年一月二日付）と語っている。
（〃）
‐ｒニオ師が秘蹟のもう一つの講義をはじめた」と語っている。
(22）１０５
西洋哲学伝来考
百
冊
ほ
ど
の
書
物
を
た
ず
さ
え
、
’
五
五
六
年
（
弘
治
二
年
）
に
七
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
と
と
も
に
府
内
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
ネス・バレト（三の一ｓ一・門ｚ目①Ｎ団閏【のｓ’五一九～七○）であった。それらを分類すると、聖書（原典、沖
（聖アオグスティヌスの瞑想録、教会史など）、道徳学およびミサ典文、哲学（プラトンの著作、アリストテレー
（犯）
は疎開し、のちに長崎の学院に収められた。
（別）
ゴメス神父がこれらの教科書を作成したのは一五九一一年から翌年（文禄一元年～同一一年）にかけてであったと推定三」れている。
は
じ
め
外
国
人
神
学
生
だ
け
に
教
授
さ
れ
た
哲
学
や
神
学
の
講
義
は
、
’
五
九
四
年
（
文
禄
三
年
）
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
天
草
の
学
院
に
お
い
て
日
本
人
も
ゴ
メ
ス
神（皿）
父が編んだ倫理神学の教科書「神学綱要』（ｎ．量已畠旦冒言＆尋・涛冒呑軋冒雰）によって、キリスト教神学や倫理神学（良心問題）などを学んだ。
学
院
は
、
神
学
生
の
た
め
の
学
舎
と
し
て
機
能
す
る
に
は
、
一
定
の
図
書
を
完
備
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
府
内
の
学
院
の
場
合
、
学
院
が
で
き
る
前
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
刊
行
さ
れ
た
神
学
・
哲
学
・
文
学
な
ど
の
分
野
の
代
表
的
な
書
籍
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
学
院
が
閉
鎖
さ
れ
た
と
き
、
図
書
室
に
あ
っ
た
そ
れ
ら
の
書
物
コレジオ
天草・河浦町の中学校そばlこある「天草の学院」跡。
［筆者撮影］
またあまり聞きなれぬフランシスコ・ティテルマンス（両日ロー
臼の８月】（の］白目の》’五○一一～’一一七）の哲学書のうち、ヌネス神
父
が
わ
が
国
に
招
来
し
た
も
の
は
「
自
然
哲
学
綱
要
ｌ
自
然
的
事
物
の
が、アジアで布教活動に従事しているイエズス会の宣教師らは、
（別）
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
が
好
き
で
あ
っ
た
。
も
に
府
内
に
や
っ
て
来
た
の
は
、
イ
ン
ド
管
区
長
の
メ
ル
シ
オ
ー
ル
・
ヌ
“類すると、聖書（原典、注釈書、用語索引）、カトリック神学
ト
ン
の
著
作
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
倫
理
学
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
テ
ィ
テ
ルマンス（〔ベルギーのルーベン大学で哲学・神学を学ぶ〕）の
哲学、典礼学、信心書（コンテンプトウス・ムンヂ、トマス・
（認）
ド・ケンピスの著作など）、雑書などから成る。
ヌネス神父が携えてきたこれらの書物のうち、プラトンの著
作
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
が
全
集
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
抜
粋
で
あ
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
プ
ラ
ト
ン
熱
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
熱
が
さ
め
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
下
火
に
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
104（23）
考察とそれらの創造主への還元に関する書物十一一巻』（（ご昌己豊島富ミヱロミミ雰帛寒言８言量辱鼠浪国号８旨のミ、量ご旨の忌當ミヱロミミョミ
（弱）
⑮ロミミ震のａのミミｏ高＆ご忌昌高Ｓ員冒ミミ・円印〕○）である。同書は一五一一一○年に刊行され、十数年後にはパリとケルンにおいて再刊された。
こ
の
本
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
〃
テ
ィ
テ
ル
マ
ン
ス
の
哲
学
〃
と
し
て
知
ら
れ
、
自
然
科
学
と
心
理
学
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
心
理
学
の
問
題
と
し
て
、
霊
魂
の
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
コ
レ
ア
（調）
ら五名であり、かれらはカルデロン神父の倫理神学を受講した。府内の学院における神学は、教理神学の理論よりも、聖書や道徳に中心をおいた
実践神学、具体的な応用神学であったようだ。
ヌネス神父は、西洋哲学の移入者として、その名がわれわれの記憶に残るとしても、ギリシャ哲学ことにアリストテレスを直接日本人に紹介し
た
の
は
、
ヌ
ネ
ス
が
来
日
し
て
十
九
年
後
の
一
五
七
五
年
（
天
正
三
年
）
に
長
崎
に
や
っ
て
来
た
ペ
ド
ロ
・
ラ
モ
ン
神
父
（
一
五
四
九
～
’
六
一
一
）
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
卓
越
し
た
日
本
語
力
を
も
っ
て
、
一
五
八
一
一
年
に
サ
ラ
マ
ン
カ
で
刊
行
さ
れ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ル
イ
ス
・
デ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
『
神
仰
教
義
要
略
」
（
盲
（
ご
ｓ
言
ご
菖
巳
この本はヨーロッパにおいて、〃ティテルマンスの哲学〃〈邪）
概念とその特質、意士心とその概念について説明されている。
忽冒ｇご烏冒帛句）を日本語に訳した。
（印）
本書は一五九一一年（文禄一元年）天草の学院で刷られた『ヒィデスの導師』（田迂腐菖・ミヨ）の序文として用いられた。
’五八五年七月三十一日（天正十一一一年七月五日）、マカオから乗船したフランシスコ・カルデロン神父（一五四八～’六一八）が長崎に到着し
（品）
た
。
か
れ
は
府
内
の
学
院
の
院
長
に
任
じ
ら
れ
、
や
が
て
倫
理
神
学
の
講
義
を
は
じ
め
た
。
当
時
の
神
学
生
（
修
道
士
）
は
、
コ
レ
ジ
オ
五
学
院
の
終
焉
一
五
八
○
年
十
二
月
（
天
正
八
・
二
）
に
開
校
し
た
、
府
内
の
学
院
の
う
え
に
暗
雲
が
立
ち
こ
め
て
い
た
。
こ
の
年
、
府
内
に
は
学
院
、
有
馬
に
神
学
校
が
で
き
た
け
ペトｒロ・コ
ア
マ
ド
ー
ル
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
ミ
ゲ
ル
・
ソ
ア
レ
ス
コエⅡノヨ
・ゴイース
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西洋哲学伝来考
よ
し
ひ
さ
天正十四年（一五八六）正月、島津義久（一五一一一一一一～’六一一）は豊後への進出を決定すると、豊後の諸将と連絡をとりあい、厳冬の十一一月七
う
す
き
日、進撃を開始し、その一部は早くも臼杵に迫ま、ソ、城下を掠奪し、あまつさえ修練所や教会までも焼き払ってしまった。
島津軍は三日間、臼杵にいただけで退去した。地区長ゴメス神父は臼杵におもむき、大友宗麟と相談した結果、修練者・神学生らを一時山口に
避難させたほうがよいと判断した。府内にはフランシスコ・カリョン神父と三人の修道士だけが残ることになったが、島津軍は年が明けた一月末、
府内に近づきつつあったので、一同山口におもむくことに決した。
いちばん困難な点は、学院にある装飾品・書物・聖器具（銀器）などを搬出することであったが、幸いキリシタン貴族がその仕事を引きうけて
くれた。神父と修道士らは寝具だけを携えて山口へむかい、同地にあるレジデンシア（三階建）の中に入った。
（印）
一月十三日、島津軍は府内に攻め入った。戸数八千ほどの市街地は、一一、一一一の寺だけを残して、ことごとく兵火にかかって焼失した。このとき
学院も灰になったものであろう。やがて秀吉の救援軍が下関方面より南下をはじめると、島津軍は三月中旬に退却を開始した。
よ
し
し
げ
よ
し
む
れ
やがて秀吉は九州を平定するのだが、大友義鎖の子吉統の代になって、宍ごしもの名家大友氏は滅亡し、豊後は七藩に分割された。
れど、日本社会は混沌とした状態にあった。翌一五八一年二月、ヴァリニャーノは信長に謁したが、翌年〈一五八一一）には本能寺の変が起こり、
信
長
は
自
刃
し
、
旧
主
の
仇
を
う
っ
た
秀
吉
の
地
位
は
確
立
し
た
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
、
秀
吉
は
、
長
曽
我
部
元
親
を
討
ち
四
国
を
平
定
し
た
の
ち
、
関
白
と
な
った。
大友時代から位置を変えていない若宮八
幡社の境内（｢若宮参事殿｣）前にある
１１花クルス彫込みの台石〃（高さ45cm、タ
テ・ヨコ各48cm、上面に直径29cm、深さ
16cmの円い穴がある)。これは字顕徳寺
コレジオ
(教会、学院跡）の地内から出土したこ
とから、府内教会の建築に関係ある石と
みられている。
［筆者撮影］
府
内
に
学
院
が
存
在
し
た
の
は
、
わ
ず
か
六
年
間
で
あ
り
、
そ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
は
わ
ず
か
十
六
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
学
院
は
、
東
西
文
化
の
出
会
い
の
場
、
日
本
に
お
け
る
哲
学
、
神
学
教
育
の
発
祥
の
地
と
し
て
記
憶
に
と
ど
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
イ
エ
ズ
ス
会
が
リ
ス
ボ
ン
、
ゴ
ア
、
マ
カ
オ
、
日
六キリシタン版に現れた殆さ弓の８呑員拾ききの。‐
ｇＰロゴ⑮＆偲冒等の文字
102（2５
本において刊行した、いわゆるキリシ密
た総数はローマ字本、国字本を含めて－
たが、無刊記のものも少なからずある。
(5) 側『こんてむつすむん地』は国字本である。’六一○年（慶長十五年四月）、京都原田アントニョ印刷所で刊行。本活字印刷。四巻一冊。美濃紙
（他）
版、漢字ひらがな文。ローマ字本と若干の相違がある。珍本のコレクター林若圭口の所蔵を経て、現在天理大学附属天理図書館蔵。
③「ｎｏｚ目同三田曰くの曰目＆』［コンテンッス・ムンヂ］（信心書）。ローマ字本。’五九六年（慶長元年）天草の学院で刊行されたと考えられて
な
ら
いる。四巻一冊。用語は日本語の文語。同書は聖書についでよく読まれたトマスⅡアⅡケンピス（’一二八○～一四七一）の「キリストに倣いて」
の抄訳である。ミラノのアンブロジアナ図書館とオクスフォード大学ボドレアン図書館が所蔵している。
②『甸已向のｚＣＣｏ〆岸・凶（の勺・句．Ｆ曰の□①の日日９口日日の己日〆・ロ・国四目』［ヒイデスの導師］（信心録）。ローマ字本。’五九一一年（文禄
元
年
）
天
草
の
学
院
で
刊
行
。
四
巻
一
冊
。
用
語
は
日
本
語
の
文
語
。
同
書
は
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
者
ル
イ
ス
Ⅱ
デ
Ⅱ
グ
ラ
ナ
ー
ダ
（
’
五
○
四
～
八
八
）
が
著した信仰の書、教義書である。オランダのレイデン大学図書館蔵。
コ
レ
ジ
オ
⑪『の目ｎ斤・のｐ．ｍ．の四ｍ『ぐ①。□・』〔サントスの御作業〕。ローマ字本。一五九一年（天正十九年）肥前国高来郡加津佐の学院で刊行。これは現存す
るキリシタン版の最古のもの。一一巻一冊。用語は日本語の文語。同書の中味は、三十余名の聖徒や命を投げ出すことの意義、信者の迫害などにつ
いて述べている。オクスフォード大学ボドレアン図書館蔵。
ヒ
イ
ロ
ゾ
プ
オ
哲学といったことばの移入との関わりで重要な文献は、⑪１１③までである。いま刊行年の古い順にそれらを掲げるとつぎのようになる。
『のご閂シ□○句向Ｏレロ○閃閂Ｚｏｏ旧Ｆ因の閂○円し弔○ｚ閂○○の。□両目鈩弓閂の［向のご・○口目【四Ｏ巳（胃①。ａ旨四＆》陣の巨己のロ。日日シｚｚｏ］言・□』門口居』
●
（皿）
いわゆるキリシタン版の数は、記録によると百種ちかくになるというが、現存するものはわずかである。今までに発見三」れ
国字本を含めて三十八、九種ほどである。刊行所は加津佐、天草、長崎など九州に集中しており、その他京都でも刊行され
(26）１０１
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■□CO風oDofto鴎sDnmBLkllll12:L＿=｣lin2h墨nadom夢息lim。､ｎ.nnamMJvo剛c口屡oii凸．
■jごU2･ﾕjdanlaﾉｴ:h圏gl1Zgj三F○yd９３仁uLu.､伽abaruru
nCobitQJn風ridConO工h＝』1蜂』､｡■､gaClUluiUFidC3mi霊Ui剛O鴎CumrMIJO瓜ii蝿nomotBOIMe5
noCOmu･舵HiIrIgnmjKCba.,H1:h肇坐鯉。:V，巳y6fihmOliiPpuUo<[adaxi,i2船MhxCglJiUnlichiu●／
~■Ⅱ解6CumGi卿０.naKi,COEWOlm噸脳歸脇鮒－．－－ヒト－．－．－月一一一一・‐－．～～〔〃［０口
■GOqu■■2価gu唾caMjbaimiC･麺i噸噸ｍｄｍＤ
ｍＯｎａｎ・
『サントスの御作業』にみられる，ＰﾙﾉﾉDsOP伽，Ｚ肋0ﾉﾛ9ｍ
ｉＣＯＮＴＥｌＭ./ＰＴＶＳ７ＩＪ■LⅡ<麹mdjl麺bujJ■Ｊ１/JJlhi窪蝋蝿il灘塞琴
の語。
!il鱗liiiiijiiiI蕊ijIiこのローマ字体の文章を読みくだすと、つぎのようになる。
ｏｏｐｏＣｏＲｏＨのの）ロ］ロ臼、颪ｓｇＧｓｓ）ロ山口。□○ｍ四、巨日○口ロＯＢ四口囚亘ぐ○口囚洋の国○巳ａｐｏ巴□四宮四
二ｓ倉料冒・葛、囚２口・日四目盲目目津○三・口己．●・ロ・目青・岑噴冒口・ぬ四目目国ｑのの二わ三のご・
ぬ囚Ｏロロ四国・彦白○門』］囚【。■○日。ご○司苞のｍｐｏｏｏ（○口。】ごｎ回のロロ】のロ庁。×のワロ》ロー》の。岩侭包ロロ○ぐ】のごｏｐｍｏｐｏ
］ご己巨巨○庁四」四門】》）囚【。□。【巨〆の、ロロ］】ｎヶ』口○わ①。Ｃロロ〆」（四国〕○口四国》ＯｏＨのぐ○日○洋の句』□①の口四斤四耳○斤。□Ｐ
の口、巨同の耳囚門口〆αワ。ご四国（○四□片口ロ】の片口ロ〕＠口〕○口。□四口．
注・文中の勺三○の。ｇ鼠目ケの。］○ぬ冒等の文字は、引用者によってイタリック体に改めた。以下おなじ。
こ
の
ド
ッ
ト
レ
ス
（
学
者
の
意
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
こ
こ
で
は
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
指
す
）
、
ま
た
ヒ
ィ
ロ
ソ
『コンテンツス・ムンヂ！（信心書。ローマ字本、
1596年＝慶長元年刊）の表紙。
これらのキリシタン版において、帛壹言＆岑冒「哲学」やこの＆嘱骨「神学」
と
い
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
文
字
が
は
じ
め
て
紙
上
に
現
れ
た
の
は
、
「
の
目
Ｒ
Ｃ
ｍ
ｐ
・
（田）
ぬ。の四ｍ。①。□・』〔サントスの御作業〕の「第二十四サンジョアンエワンゼリスタ
［ざやⅡどⅡぺかどる］（勧善紗）。国字本。一五九九年（慶長四年正月）長崎
の
学
院
で
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
巻
二
冊
。
美
濃
紙
版
、
漢
字
ひ
ら
が
な
交
り
文
。
同
書
は
ス
ペ
イ
ン
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
者
ル
イ
ス
Ⅱ
デ
Ⅱ
グ
ラ
ナ
ー
ダ
の
書
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
英
国
図
書
館
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
、
ロ
ー
マ
の
バ
ル
ベ
リ
ニ
図
書
館
などが所蔵する。
の
御
弟
子
な
る
サ
ン
ボリカルボのマルチリョのこと」である。
100（27）
（“）
『ヒイデスの導師』（信心録）には、資、量言ロ葛・薯（哲学者の意のポルトガル語）の語が多出する。いまそれらを一つずつ拾うと、つぎのように
なる。まず第一巻第一章に、
議織ｉｉｉ
鶴灘鰍lfi
ilililii
ては、
（Ｃロ山口ｑ臼門亘ロ得「）
〆】Ｏ閂①冨帛憲言ｇ言日冨己、巳ご・８８○・口】・ロ・嵐目×】（の》×の８］昌胴・の囚、巨恩胸・』茸日日関言四の口８（・ロ・帛呂すの斤潟〕己日日・ロ・ロ日】・
●
●
●
しかれば、ヒィロゾフォの語にも、
ｌ
ｒ
。Ⅸ。⑥
晒
勾
Ⅶ
Ⅱ
ｒ
曲
そ
の
い
わ
れ
を
知
ら
ん
と
歎
く
よ
り
、
四とⅡ蝋毎ｊ郷獅圃 Ｊ
ＯＢ．、。胖已屯
monollam6
I6rPIIⅡ．I_Ⅱ
.,－W…．;』.】罪.…トい：
Ｐﾉﾉ肋so，〃αγの語。『サントスの御作業」にみられる、 ＰＭＯｓ⑰"０
Ｃ巴旦巨胸・曰】ぬ日日ロ】【・目嵐冨日言胃（旨①のｐ．ｍ．の四四】の。ｚ弓Ｏご弓向ｚｏＣ『Ｐｚｚ向三口・８庁。．「第一一十
五右に記録したるマルチレスの御作業についての観念のこと」においては、ヒィロゾフォ（哲学）の語義を
説
明
し
た
の
ち
、
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ォ
が
事
物
の
根
源
の
あ
り
方
、
原
理
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
方
法
だ
と
定
義
し
て
い
る
。
ゆ
い
し
よ
に
ち
ぐ
あ
つ
と
人は新しきことを見ておどうっき、その由緒を知らんと歎くこと常の法なりといえり。たとえば日月の蝕するを見
、
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ァ
ル
と
い
う
こ
と
は
出
で
き
た
る
な
り
。
こ
れ
を
も
っ
て
そ
の
根
元
を
知
る
も
の
な
り
。
〆』ｎ日のす囚垣》島勗ｐ已寄○口。、○日目Ｐ【】ご巨囚呉胃囚嵐ＢＯ。ご巨○ロロ（のぐ。□。【○日〕の。□。】巨貝○口○凶田口庁。□四ｍロ①ｃｐ
ｏｏＳ肩巨目のロ。敏□四国（。】】の国・目呉○どのず囚已肩口呉ロ。Ｘ○コ『のロＨｐｐ○口］岸①ロ四〉の。□○日四円のロ○国副四口庁○ｐｐｍ口のＣ口］○国
、萱｛・の。、雪ロベ（。『写、。｛○口四』ロの日（四Ｈロロ四国・○○円のぐ。Ｈ巨○茸のｍｏｐＣＯｏｐ胴巨①ロロ。ｘ月ロロ］。ご○ロ四国．
し
よ
う
ほ
う
をメロってフィデスはたつとと（意味不明）くすぐれたる正法なりとあきらめたまふなり。
注
・
傍
線
な
ら
び
に
（
）
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
お
な
じ
。
ジアの学はフィデス（〃信仰〃の意のラテン語）についての学なり。もし邪法の者、フィデスのことをいいかすめ
じ
つ
ふ
た
だ
んとせば、テオロジアの上より、その実不（まことかうそか）を糺し、邪法を防ぐ道を教訓したまふなり。これ
そ
ん
じ
よ
う
フ
ィ
ア
な
ど
の
学
問
を
学
び
お
わ
っ
て
、
存
生
の
間
（
存
命
中
）
は
テ
オ
ロ
ジ
ア
と
い
う
学
を
学
ば
る
る
人
々
な
り
。
こ
の
テ
オ
ロ
(28）９９
西洋哲学伝来考
＊
ご
し
よ
さ
同書、Ｃ巨自ｇごＯ亘・□巴の：ｚ四三日ごｏｍｏｘｏの口ご・ロ〕・茸の己長巨のご己己のこのご・且四画】の画ご己ｍ・ぐ・口ご・８ｓ・「第一一一ナトウラの御所作をもっ
て人間にデウスより輿え給う御恩のこと」に（
と
あ
る
。
と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
、
第
一
巻
第
二
章
に
、
ロ囚【】．
三ｍ己ｐｏ８〔○口目ｇｏの己・ロ。、言言８言一日目『口＆円亘・ロ】・洋の芹のｐＯ亘巨・后巨Ｏの自一菌日日］》ご・の田口の冨日叫順・言三○ｍ○画目箇巨・×三ｍ目、胃・〔・旨
、○ｓロ○四【四巨四の巨ＳどのＱｏＢＰＤの口のご◎弓『○巳。①ごＱ四ｓの○口。、○の四Ｏ巨口○日。ご○ぐ。ｐ】。＃の己ｐｍｐの自己四画『の｛四日。、○ぐ○口×。ごｏｎ四Ｎ巨巨○日○口『四口囚のロ〕。ご○
く
【。ご口、巨一巨四》【ロの一命囚０口Ｒロロ【拝Ｐ【ロロヶの斤〆岸囚ＨｐＲｐｏｐｏｐ四口．
●
（〆】且ご『。Ｏ巨》己・色）
ＣＯ［の『四口。、。〔８口。〆Ｃｏｏ０口目○の一斤○す再○口四日己×｛『巨已ご○耳の】の⑩巴〆の、巴巨。×ヨロ臼〆｛斤囚【口。、○の囚Ｏ巨〆四円ロ四×目口田口庁。、ロロヮの芹×一斤①》ぐ『四円ロ巴〔四斤①Ｒロ四（のロ『巨
曰・ロ・目１．帛壹言ｇヨミロＯ目・ｓＨ旨・８号①ご×一（の》ぬ。の囚、巨〆四口・日Ｏ后巨①ロぐ・白・写の口四三画（の日囚肩口３８□・ＢＰＣ三どの口○日目囚８ぐ・日・茸①日囚〆】白囚のロ
し
ん
だ
い
し
た
も
う
ご
さ
く
し
や
これらのことを諸国の人々は、見知るによって、一切世界を進退し（支配する）子給御作者ますますと分別して、うやまい奉る３Ｄのなり。ヒィロゾフ
に
く
げ
ん
ま
な
こ
ォ
ら
、
か
の
道
理
を
勘
弁
し
て
（
わ
き
ま
え
る
）
、
御
作
者
を
肉
眼
を
も
っ
て
は
見
奉
ら
ざ
れ
ど
も
、
知
恵
の
眼
を
３
Ｄ
っ
て
、
ま
し
ま
す
と
い
う
義
は
明
白
な
り
と
分
別
（
わ
き
ま
え
る
）
し
た
る
も
の
な
り
。
し
か
れ
ば
、
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ォ
等
は
右
の
こ
と
ど
も
を
思
案
し
て
、
世
界
に
御
作
者
御
一
体
ま
し
ま
す
こ
と
を
分
別
し
た
る
も
の
な
り
。
9８（2９
〆閂Ｚ目ｚ閃。○ごｐごシヱ己鈩自亘閂‐□の口の口。×】且】斤已四ｍ四日のぐ『四口〕巴》日獣巴×】斤呉の日昌の巨日、○ぐ○日（の巨囚Ｏ冑】の己口ごｏｍｏぐ○日庁のご日］｛○日四口四のｐ
く
わ
ん
う
や
ま
ご
お
き
て
８斤○・司】□の⑩目【巨冨の四口〕四己四国庁・旨８斤。．「信心録巻第一一』「デウスを真実にあがめ敬い、礼拝し奉る御捷は、キリシタンの御捷なりと顕すこと、
ふ
た
さ
ま
ヒイデスは一一様にありということ」に、吊壹言Ｃ葛・の語が一一度すがたをみせ、さらに自青○二］叩ロの（神学者）が登場する。
とある。
＊（ラ）目三日は自然の意。
ロ
陣
Ｈ
Ｐ
こ
と
わ
あ
ら
わ
右の理りはゼンチョのヒィロゾフォのいかなる道理をもって、天地をつくり計らいお宍こめ給う御一体の御作者を知りたるかということを顕すといえど
ご
さ
く
あ
ら
わ
も、デウスのポロビデンシャ（神慮の意のポルトガル語）と、その御作のものをもって人間に興え給う御恩賞の数を顕す乳Ｕのなり。
ま
た
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ォ
の
い
え
る
ご
と
く
、
デ
ウ
ス
の
ポ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ヤ
は
、
万
事
に
充
ち
満
ち
て
ま
す
ま
す
と
い
え
ど
も
、
わ
き
て
ヒ
イ
デ
ス
に
つ
い
て
い
よ
い
よ
輝
き
給
う
な
ｌ
り。（〆】巳曰ＨｏＯＰ□・缶）
（ｐ巨四ご□＆局亘）己．』『）
（〆】且ごＢＯＰ己・缶）
の○口・旨貰の目白・８日・８口。、言百ｓ言＆国ロ・【」８回目Ｃの口の『・ロぐ日の日、四シご言囚昌四国】のご日○ぐ。ご開】８【三目（・閉口弓の芹×］庁の》
●
三日四帛壹言８言ロ。どの曰、。（・ＤＰ□の》ロ・勺Ｈ・昌口のロわ国目冨昌已己Ｏ亘目Ｃ三（①ロ〕閏百四の三・】】＆・曰Ｐぐ四日（のヨロ①の已庁幻已【のご・ごｏ８Ｏ昌口、旨Ｂａ
●
(30）９７
P西洋哲学伝来考
Ｃ巴の四ＰＯ冑】の■ごロ・司丘ののロ・ぐ・ぐ・〆】どの口・冨己の口のご・国肩口、口の白白。、○三８【①の。□・国口ののｐｏｓ一】Ｏ亘口。（ｏｎ目四国・「第一一一キリシタンのフ
Ｉ
Ｄ
□巴員目、巳口・旦言】８，ｓ口○四日目の口すの呂〆】＆三・８斤。「第一一右の一一十一一カ条を顕はすべき次第のこと」に、震、ミ言８ｓ・どの語をみる。
〆］四口のロヮの〆】・
●
（〆】且曰ＨＣＣロ）
の囚【曰四ｍ四円四目’》、○房閃ごいく。×】『の［四【巨【口、○庁。□ＰＯＣご○、ロ（四ｍ四ＲｐＣｐｏの①ロロ四ｎヶ四国・囚ロ①ぐ。｛ロロ囚【の（のＲｐｏｐｏＯｏＨ口（。】】の□○口］Ｐ（のロヨ】片口【巨円ロ○斤。】（。ご口爲巨
○円四わ囚巨。【四口囚【口ＲＥ、四昌巨】の己》菌×］Ｏ四国四［囚国巨》×員】菌『巨）のロ（○畳回ご四国・
（〆一旦曰８，口》□・と←）
さりながらテオロゴス（神学者の意）の教えらるるごとく、
が故にたしかならず、死したる善というなり。
帛さ（ＳのｇｓＣｐ囚の笄○口。、己。、曰己四日【ロ］のロロ○の囚白巨○のロ『ロロ］ｍＯｏｐｏ］のロロ○画■四口四０回ご四国Ｎｐ三四言日已日】ｓｏ囚ロロロ日】・
（Ｃ巨囚ごＱ巴曰・ロ・謡）
の閏の冨曰・円・Ｂｏ８ｐ・垣冨言ｇｓＣｐｏどの円后。（・ＣＰｐ目付。（。ご呂斤・曰・》×且岸ロ囚『一怠冒四百口・昏弓の問のロ『ロ斤目】のご】目》の。【の己Ｏ亘目三画目８（・口・
●
４
４
も
ろ
も
ろ
、
ち
な
されば、諸のヒィロゾフォのいえる如く、何事なりと２℃真実なりや否やを分別するためには、それに因みたること思案すべし。
ヒィロゾフォは、人の行儀にあたる善の沙汰（えり分ける）をするに、この善の下地（基礎）は必ずナトゥラ（自然）にありと書くなり。
も
ろ
も
ろ
お
ん
そのいわれは、諾のヒィロゾフォ、道理の光りは、デウスよりわれらがアニマに興、え給う御光りなりと分別して、
つ・やつ）
ふ
た
ざ
ま
も
と
い
この一一様の善は、カリダデを離れても残るといえども、天に至る基となるグラサを雛るる
31）9６
る
○
お
ん
お
し
え
イデスの御教をばデウスより告げ給うこと、これそのフィデスの第一の徳なり」には、属、言言＆言どの語に混じって《《い』重席富書香・》》の語をみ
く
ｊ
ｍｏｐＣｏの三・目、ミ言＆言ご日長口舌どの貝の一ｓロ・ぐ呂冒旨囚×の】］白》ロロの昌口【・ロ〕。、亘日【①×］Ｃ＆・ロ】Ｐ（・【】Ｑ・【旨・国・弓目巨四国四三・已口ｐｏ８Ｈ・口・
〔わロＯロ【四二【。×の×】ロ〕ｏｐｏＱｏｐ〕○口。、。（○す四口。×】ロ四］】ご囚］。【旨】］○口囚巨○ぐ○口Ｃ】ロロロ．
ロ］ご胸巨の三わ巨目日［の三の日日の貝巨呉のＱｏ８Ｈ・口・〆冒８ｓ目日員．Ｃ目・帛壹言８言『口巨ロヴの×畳の８口。、巳已日四ｓロ日】・のｏｐｏＸｏ８ｐご囚》の。シ口、この【］ｇｏ
ｏ四日冨曰ｑｍｏＳＣＰｎｏｐｏｍＢ己〔わ日（のｐｏｏのヨ】○口○日四旨。】巨囚『。Ｏ巳巨の四日ロロロ『］・
（Ｃ巨四ご□＆己・己．ｃ、）
の。。○型ござ９ｓ吾。。○ョ四冒○ヨ○ぐ、ヨヨョ。》□四一一，三コ○ョ四『。』８『邑巨円己の巨のロ○勺『○已口のロの国（。》シ己日四目○日の××のＮ四『ロｎｏ（○斤Ｐロヨ胸巨のロロ。Ｏ】口四日のご］
后昌のロ・ロ豆・一目己・の○二・言の巨囚弔壹言８言ロ二・耳の□のこの、ロの８三・８ｓ巨・｛四日『巴ぐ・の四日の白白二・冒口・囚１亜胃昌巨囚の四口四目〆一（・冨日○四回卵白四宮
帛卓｝（ごＢＧ香○口ご○耳の巨四ｎケ。【己）、豆、巨円昌口四□○口。ご『の已勺【○昌旦の口幻団四『一（○どの□○口〕。》の］（○口○ぐ国のロ】巨四ご囚×一〔○皀口目○四国“
共
の
言
葉
の
品
々
よ
り
も
な
お
多
き
な
り
。
ざ
ま
とく、一」の儀についてのゼンチョの迷いは六十様なり。
の
故
は
、
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ォ
に
よ
っ
て
、
鳥
類
畜
類
ま
で
の
上
に
プ
ロ
ビ
デ
ン
シ
ャ
あ
り
と
い
え
ど
も
、
人
の
上
に
は
な
し
と
い
う
も
あ
り
…
…
（〆』巳ご『ＯＣＰ己・翼）
念す】。）
人
間
作
ら
れ
奉
る
あ
て
ど
こ
と
を
知
る
こ
と
な
る
に
、
か
の
こ
イ
ロ
ゾ
フ
ォ
ら
は
別
し
て
こ
の
儀
に
迷
う
な
り
。
そ
の
証
拠
に
は
、
サ
ン
ト
・
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
書
き
給
う
ご
う
ち
そのゼンチョはヒィロゾフォなるが故に、人の中にｊＵ聖人賢人と用いられしかども、とりどりの存分（思い）は、バビロニアの高楼を作らんとせし者
う
ち
このヒィロゾフォの迷いの中にｊＵ、第一の迷いというのは、デウスのプロビデンシャとアニマの減せざることと、人間の極めについての迷いなり。そ
(32）９５
西洋哲学伝来考
と
あ
る
。
□＆凶・国已ののロ・＆三口・庁ｏｎ長Ｅご・８頁８円のの目四目Ｏ宜己の口のロ・ぐ・ロ二の巨・８］・曰く・曰・】（異のロ］胃の巨日８（。．「第四フィデスの第一一の徳
く
。
く
０
お
ん
う
え
儀のこと、これすなわちデウスの御上を高上に思い奉ること」に、
□巴］貸ｏ亘．○ず国の（四日ご○ぐ○
いつとても変らざること」に、
ｍｏｐｏ８三目。、言言８香・Ｂｏ８『のロ・ぐ三目ミの『の画【］Ｓ曰弓の庁呂・○目・帛壹言＆言ロ・ぐ呂冨○四｝①ｐｏｓ葛］・日ロ・貢四目陣・ロ・〆巨〆ごロ。（の后巴
〔わ巨順田口。、四日ｎ日岸Ｐの○口○ぐ］の己己の口の曰ＣＯ冨冨日＠℃【。＆９のロの旨巨。［○日】（の巨囚□Ｒ
（〆』且曰Ｈ○０口》ロ・毛～己．ごｅ
か
み
わ
き
ま
その上のヒィロゾフォもこれを弁え得たりと見えたり。かのこイロゾフォの内に、ガレイノという上手の医者は、人の色身のつがいノノー、‐のからくりと、
う
え
その上にデウス持ち給うプロヴィデンシャを論じて曰く．．…。
ぐ○の囚Ｈｐの（囚【ごｄｏ。（○口四円】叩 ●
（〆曰巳旨Ｒｏｎ■》己・恵）
凶Ｏ四局巨昌司一。①、巨回ご］ｐｍｍｏニロ】四局四国回爲のご回》の。ご○甸亘ののロ。【再○昌昌囚巨の冨白ｄｏ○片○口四己のロのロ○勺８曰。①□の国已四日国白日・ぐ。ご】四０口ロ四国・の。ご○冒巨どの
ロロ》日。『○日。【○口○垣冨ご旨、香○口○どの円巨ｍｏＳＤＰＣの色のロ○勺Ｈ○昌已のロわ国昌呉四円口ＯＣＳ巨囚、○の四ｎｐｐｏ目ｏｐｏｐｏ白日の己０口ご】。□四【口、。（。■○日『ｄ己【四Ｏ四円目
，
に
ん
さ
く
お
ん
も
ろ
も
ろ
‐しかるに、フィデスは人作にあらざればへそのフィデスを人に輿え給ふことは、デウスのプロヴィデンシャに当り給う御役なり。その故は、諸のヒィ
ご
さ
く
ロゾフォのいえるが如く、デウスのプロビデンシャに当ることは御作のもののために肝要なることを良きょうに計らひ治め給うことなり、．：…
お
ん
お
し
え
○胃一の白日ロ・ぐ。ごく。×】どの口・］ご目ロ〕のロ・白①］『・目肩口汁・庁の日○日目日困閂巨８（。．「第十一キリシタンの御教の十番目の名誉は、
9４（33）
とある。
うは、経文の清浄なること」に、
とある。
お
ん
□＆一言」・句】Ｑ①のロ・ぐ・日芹①ロ。］臼Ｏごす目日のロ・曰のご・（・葛目》ロ】・曰・ロロ・〆。］ｏｇＢ８（・・「第十一一フィデスの御捷の十一番目の名誉とい
０
く
く
。
く
冒回の。（○口。×局口Ｎｐ“
●
ロ○ぐ○口【四０口門口】ロロロ・
●
■
ぞということを知らず、（中略）
あ
て
ど
こ
ろ
つ
と
スの御計いなり。ヒィロゾフォら、人間の極めの宛所となるベナベンッーフンサ（円満福徳）を歎くべしと勉むれど３Ｄ、
（Ｃ巨囚ごロ臼已・己・停切や）
●
ｏ・ロ・狩屋山已三ｏ８ｘｘ①ご目〆①Ｃのごロ・忠Ｏ目〕・ロロ］の巨四」Ｈ①貢『巨』、一意言８言のロ＆・ロ日】・
（ＣｐｍｐＱ巴已》□・］、、）
帛壹言ｇ言いロ・×・目ｅ『一の冨日ロ○ｍ目。、Ｅ三三弓・『言Ｂ８Ｓ口・目・の巨の巨日①目》○・三の四日ロ・目己９口・の四日日。ご量ＰＸ且一三・ｍ目『言ロ・の四＆【『９。
●
』ロ一一百（言＆き『四口］ご胴のごロ・巳巨目］のロ・異＆・◎・『。（・目『巨団の目巨①ロｎ口田口のロロ・目』皿已の口巨すの×】庁・行員・】、【目の□・ＢＰ８ご・因の目巨のご自国局四目已胸・〔・田・庁・
●
し
ち
か
ん
サンクト・アウグスチノ、コンヒサン（告白書）の経七巻に、われキリ、ンタンにならざる前に、ヒィロゾフォスなどの書を読みあわすることは、ゼウ
の目◎（・少后巨の言○○・三｛の四日ロ・ＢａＸ］Ｏ三Ｃ巨自ご】函ぐ日のＳ【】の画自己三日四Ｎ四日曰昌の貝弔壹百ｓきめ已呂・ロ・〆・口・］・ロ〕】四のロｎ日の×］８ｓ目□の口の
●
●
このつぎの合戦は、世間の学問にすぐれたるヒィロゾフォスなどなり。
こ
の
べ
ナ
ベ
ン
ッ
ラ
ン
サ
は
何
ご
と
(34）９３
西洋哲学伝来考
□巴甘×】。ｎケロの白日ご○ぐ。ごく○日庁のロ。］口のロロロ○日の】ご○巨囚Ｏｏｐｏぐ。ｘこのぐＣＢＣ茸の国のロ四口のご言【四口の四ｓ」胃の》×】且】片口○・の日ｎ口口○日。ご日日ロＣＯＳ・
・
く
おん
お
し
え
け
ら
く
「第十四キリシタンの御捷の十一二の名誉は、この教をもってベナベンッーフンサといひて真実の快楽を求むること」に、
Ｃ巴一房目．Ｏ三ｍ■白ロ・ぐ・曰く・目の曰・］言三・日の言目８口・ぐ・骨のロ・白日・肩巨澤・口・ぬ日。、巳Ｃ冒日庁・己８己「第十一一一キリシタンの
き
よ
御捷の十一一の名誉はこの御徒を保つ人の行儀浄きといふ一」と」に、哲学者のセネカが登場する。
〆］ｎ日ロロ］曰］〆］『のロ。、萱どの＆香ＣＯ○吋の巨○｛巨□ずの芹の巨目さどのｑｏＢＰ日囚の四×一日【己Ｏ三口○菖日Ｎ日ロ胴四】巨邑のご］》ｎｏロ。□の日Ｏ巨巨○す囚ｎｏ且○己（の曰○庁○日ロゥの×】
く
芹○ぐ○日。】冨円巨日囚一○一四国”円巨Ｈｑｐｏ帛口Ｏ四日菌已ご○の。、○ｓご囚ＨｐＯｏｐｏｐ】ぬ。【の【巨昌○口。】ｎ回ｑの０口Ｃの【四、ロロ。（ｏＯｏＨｏ【。］回すの日田日凋昌ロ。、ミごｇご香。【四口四Ｑｏｘｏ
ｐ○○○斤○口○門】田園四日、四『口昌の己〕団①ロロロのロ己田口の四口Ｃｏｏ且。□。（四口。×旨〕』Ｏ異○画目ロロ日ロロ四『］．
か
み
ち
い
ん
よ
これをまた分別せんと思わば、その上のヒィロゾフォの上を見よ。（中略）セネカというすぐれたるし」イロゾフォ、ルシロという知音（親友）を善き
人
に
な
し
た
る
こ
と
の
、
不
思
議
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
た
り
。
ＯｏＲの巨・日呉四｛目すの豆の三・ぐ・曰・目冨》の８．８日ご・聖一言８審・白。このロ・旦言（……）の菖円三・且の后日畠日垣書のｇ吾○百口』。（・葛。三目・
】ｏＣ－の芹。ご】ロロメヰ四『口ＤＣ庁○口。【ロ×】ぬロ」ご囚尉巨０。（○斤○ぐｏＲｐ○口四円の庁四風・
（〆］且ごＢＤＰ己」雪）
庁○二四【巨口〕四ＤＣ（○口。｛の国０口ロ四国》ＣｏＣ巨四】ロ○の四（四口ｏＲｐＣｘの国巨》］の四』ご】ロ、のロロｏｍｏｘｄｐｏ庁囚の巨ｎ回目ロ○口〕』Ｏず』ロｏＨｏｐＮロ『巨、○片○吋目。ごロ×］・
（Ｃロ四口。＆己．ご・』＄）
ヒィロゾフォの書は、キリシタンの行儀に似よりたることをも勧めず、コンヒサンの涙の沙汰もなく、
ご
し
よ
う
た
す
り、後悔の沙汰をもせず、一切人間の後生の快かりの道を論ずることもなし。
へ
り
く
だ
り
真
実
の
ス
ピ
リ
ッ
の
サ
キ
リ
ヒ
、
ン
ョ
と
な
る
誠
の
謙
9２（35）
とある。
とある。
□巴］曰。２．両こののロ・］后・宮口日のロ・曰①皀・目〆の８】ロ・日昌目〕①冨日ｑ８（・ロ日】・「第十六フィデスの十五番目の名誉は、世界を改め給うこ
となり」に、
Ｃ巴一貫】、亘・Ｏ弓国のご日ロ・ぐ・ロぐ・日芹のロ・）曰・Ｃｓ山ｐ．ｍ．日の】『・ロ囚冨〔〔・日ロ・日。円のの国已ののロ・ｘｏ８Ｓｇ風日日ｄ８（。．「第十七キリシタン
お
ん
の御捷の十六番の御名誉は貴きドットレス、ヒイデスの証拠となり給ふ事」に、再び目‐言・宍侭嘗の語をみる。
い
に
し
え
ま
さ
け
ら
く
こ
ん
じ
よ
う
る
ろ
う
‐
し
か
る
に
、
古
の
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ォ
、
こ
れ
を
分
別
す
る
と
い
え
ど
も
、
正
し
き
道
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
、
こ
の
快
楽
を
ば
今
生
に
て
求
む
く
し
と
思
い
た
る
迷
い
あ
り
、
流
浪
にご
け
ら
く
｝」しよう
の深き谷の底となるこの濁れる世を、いかでか快楽の所というべき。右の川にⅡ値Ⅳ」Ⅳけトらは、後生のことを知らざるが故に、ベナベンッーフンサを今生の
楽
し
み
か
と
尋
ぬ
る
な
り
。
閂の。。三の叩斤・己垣言こぎ回の×旨・己『三・口旨四》旨呂山彊日日・ロロ・×の凶目×］白・ロ・目田富》【】三わロロ・８日目ぐ・曰・弓ｍ・口・］曰巨・己の（・日すの再
【ロ。×］Ｈロ囚（四庁四口ｏＲｐｏｐ（囚×】ロ囚［四ケ四）』Ｏロ〕ウ四】ロ。、ロロ四国ロ○斤。『四口（○口。『四０口の。、ロロロロ・
（門】己冒ＲｏｎＰＰこ』）
（
ソ
ク
ラ
ム
ア
ス
）
イソカラテスというヒィロゾフォ、弟子●をとるときは、いまだ学問をせざりし者ならば、
いちぱい
ならば、一倍の代、ソを取らんとの約束なり。
（〆｝且曰円。ｎ口・ロ・桿宅～己』『ｅ
○ｏｐｏＣｏＯＳＲのの》日四画狛言ざの８香冒ロロｑｏｐｏｍ囚ｎ口目。ご巨○白山ロ四宣く○口囚茸の国。且ｑｐｏ＆□囚ロ四国‐岑８号侭斡ｐＳ昌口胴四ｎ口口○日四国四ワ胃巨目【再○亘（。ご四国・ｏｏｐｏ
Ｕ
ん
も
ん
て
い
し
つの代りを以てその人を受取るベーレ、もしまた他の門弟子
(36）９１
西洋哲学伝来考
＊白の曰己の四日は、観念、瞑想の意。
＊
□臼一局・・の○句四ｍの】○口目８口〕・局】菌ロ〕ｄ三の曰冨の臼Ｐｐｏｑ日日ぐ・ロ日８ｓ「第十五御パションにこもり給うメヂタサンの題は多きこと」に、
●
巨○ぐ囚Ｃ】ロ］囚ごｐＨロロ〕○口○ロ四国．
Ｏｏｐｏｍ四ＢＢＣ口已］ご日己白のご旨口弔さ（Ｓの８香ミロロロ○口。、四、ロロ］。ごロロロニＳ日ＰＣ員巨凶ｎ回ＢＮＰの○口。〕ロ】の巨四閏ロ呉四口。※ロＤＣの巨囚】Ｏ亘曰。□帛昌わ■ロ○ｍ耳。
●
，
ロ四円のｑｏｐ］。》に○勺四ｍの」○口ごＯＣＣ庁○巨○ごｏＱｐｎけｑＨｐｏｐｘ】）四【ロ胃巨四］のご】Ｏ四日庁囚Ｈｐｎｏ斤○ＱｏＨｐｏｐｏＣｐ四口ロのロロ。。＆ロ】ｏｎ巨斤。※一斤の）ご囚ロ岸四円ロ胴四、ロロ〕○口ご］ｎｏ宮○
斤ね巨昌臼日用〕三富８香・】○回目・）Ｃの口のｐ．ｍ．）の＆・宮口・目〆冒庁昌の曰呉の目】》ぬ。（臼×の（已曰・『の己ｎ戸】の昌口・肩口２〆目８斤・芹・》口２口＆百〆巨８（。
０日巨彊昌三の曰○旨いロ・凶画曰く・言｛画の口、ロ目白○口目の。ご・Ｏ四目ロ・帛寒言８討・のロ・忠○口目・ロ日庁呉＆貝の宮》ｏ日の目Ｃの】Ｅ四口。、８国ｐ．ｍ．片・ＱＲ
目○日Ｎｐ・白。（・短目日・ロ巨囚ご］巳巨・口・ｎｐＯ昌囚２ｍ。（・凶・帛壹言ｇ宮口○ｍ目①ロロ・臼９８口・肩口己の、四目※の〆】８斤・目冨□す昌口・営冒局己の》四・
・
く
」耳四〕ロ○円目』ロ岸①Ｈｐｐｘ員ロ囚の巨芹。】唾、。（○ロ四国・
（Ｃロ四国ロ臼の四口．》旨．ご・』＠骨）
かるが故に、
かかやく如し、
（〆】且旨８０口》□・ロー）
そ
ん
じ
よ
う
こ
の
ド
ッ
ト
レ
ス
、
ま
た
ヒ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
ア
な
ど
の
学
問
を
学
び
お
わ
っ
て
、
存
生
の
間
は
テ
オ
ロ
ジ
ア
と
い
う
学
を
学
ば
る
る
人
々
な
り
。
こ
の
テ
オ
ロ
ジ
ア
の
学
は
、
フ
ィデスについての学なり。
曰岑⑮。岑侭圏宮口。、四ｏ巨巨囚甸己のの已斤幻巨芹のご○ぬ四０口ご四目・
●
（牌一旦旨ＲｏＯＰｂ・】巴）
し
た
か
み
け
い
く
う
み
も
と
クルスの下において致す学問は、その上のヒィロゾフォの学問にたとゆれば、かれは蛍光の光のごとく、御クルスの下の学問は、ｎ口光の
が
く
》」
し」イロゾフォの数年の間功を積んで学せしことは、万物の主人はデウス御一体のみにてましますということなり。
9０（37）
とある。 ……｛】庁。］のヨロのロの］の日ロ○日】斤呉の曰呉幻巨『巨己ぐ○一〔のロロ）○日国已８０日】日日。円ののＥＣ言一のＳｐｏぐｏｐｍＥｍ異口ぐ○日。（のの。Ｏ巳冒】曰青○岑侭膏ご○ぬ四目目ｏｐｐｏ
ｍｏＯ巨皀口ｏｐｍＲ□ワの凶・○『ロＮｐ○ぐｏｐＢｄ画ロロヨ日田ロ四【一斤ｏＯｏＯｏＨｏぐずの凶・庁亘日巴ロ旨四□のＥｍｐｏの巴胸巨のごロ四日因○ロロロロの）○ケ四国ロ四口の》シ【］の①己Ｏ○円Ｑ】四》ご囚ｑｏ
ｐｏｍ。〕のごｇｏＯｐの。ロロロロ『ロロ四国・岸ロロ】Ｏ唇胃ロロ」ロ」巨囚Ｘｏの四口』四円四口の口曰岑の○房侭軋百二＆。、ロ』口】ロ庁ロ門口〕のごロ】のロの巨閂ご』）ロｎ口口。Ｃ○円囚の口のｐｍｐＨｐのＯｏＨｐｏＨロロ四国．
□のロの口○ぐｏｐｎｏＳ口○日】嵐回斤四斤の曰呉わロ『巨曰○口。ご四目・
●
シ『巨弔壹言＆言の目Ｒ・少皀・巳・曰】日目曰く・ロ］・口・『○三画目ｑＮｏＳ画目目の曰ｑの巨昌、。（のごｓ昌口・菌曰目三頁、・の囚Ｏロロ・曰・ロ・ロ・Ｐ】・口・］・日ロ
，
●
く
・
く
口昌Ｓ８斤昌の白日ｑ曰・ロ・ロ四国自己〆どのロ・垣高言ｇ香・『四目国Ｑののロ・ぐ・ロ威日『旨・ロ〕・白Ｎ四『巨已『・茸の》ぬ。の四目ロ・宮口目・ＳｐｏＢｄロ・『○三斤の※◎〆。
お
き
よ
う
の
た
ま
ご
さ
く
き
よ
う
あるヒィロゾフォ、サンクト・アントニョに、いかなる御経を読み給うぞと尋ねｊＵうすに、御返答に宣はく、御作の物の経を読むなりと答え給うもの
い吋汕引引ｌ１ｌＩＩｌＩｌ１
お
ん
ぼ
ん
も
つ
お
ん
なり。古のヒィロゾフォらは、フィデスの御光をもたざるによって、御作の万物の経を読みて、少々デウスの御事を見知り奉るツロのなり。
た
て
ま
つ
お
ん
ご
く
い
お
ん
き
よ
う
ひとえにデウスに頼み奉るにおいては、クルスにかかり給うゼスキⅢソシトの御姿を以て即時にテオロジアの学問の極意を習うべし。クルスの御経、
ただ二枚なりと心得くし。｜枚にはデウスの際限なきボンダアデ、カリダアデ、ミゼリコルジア（善意、慈悲、正義の意）などの御善徳そなわるなり。
し
よ
さ
す
す
いま一枚には、所作に顕わすテオロジアモーフル（道徳哲学）に当る善に進み、悪をこらす勧めこもるなり。
い
た
いち●もん
｝」
この学問に到るためには、」」イロゾフィアなどの学問なくとも苦しからず。その故は、数多の出家は一文不通の人なれども、御パッションのことをよ
ち
よ
う
も
ん
え
こいつ
｝」
｝」
く聴聞し、あるいは画にかきたることどもを観念の題目と－」て、何たる学問に功を積みたるヒィロゾフォよりも、デウスの御善徳を見知り奉し、御大
い
や
わ
き
」
屡
切に燃えたち、善事のいつく－」きこととＰ悪の卑しきことを弁ゆるものなり。
（〆』巳冒【ｏＯＰ□・日切～己・国③）．
(38）８９
西洋哲学伝来考
（開）
『コンテンッス・ムンヂ』〔信心書、ローマ字本］（Ｏ・曰の曰ロゴの日巨＆］）のｇＰ８Ｈの閂・ぐ・庁】庁。旨ののぐ呂国の（・ロ・ぬ。＆〆の□旨・日四目亘冨｛のロ】囚局員巨
白】＆旨○ぐ○Ｋごロ日日。．（ぐ侭口の洋①）ｚごロ。□円ののくめ□○○○日ロ四国宮囚ごＣＯＣ］］の、】○己（①のロロの国○円のｍｐｏｍＣｍｐの、旨○日○耳の８局の巨○【四口已國国口巨曰○口○ロ山口・
い
と
ま
な
き
よ
う
目・巳已、。×員〆のロ・ロのロ、】・］宅⑦（コンテンッスⅡムンヂ全部。これ世を厭い、ゼズⅡキリシトの御行跡を倣ぴ奉る道を教ゆる経。日本イエズスの
「
ひ
ら
ご
し
ゆ
つ
せ
ね
ん
き
コンパニヤのコレジョにてスペリョレス（上長たち）の御下知をもって、これを版に開くものなり。時に御出世の年紀、’五九六）の己巴の四口・
ロ
ー
ジ
カ
間｛且］三・ぐ・凶］のご・８〔・「第一一一真実のおしえのこと」に、肩科目（論理学）の語が出てくる。
と
あ
る
。
とが
また同書の【］再冒働斡曼、一凄厨・ざ（言《四○ミミミご層盲ミロごミロミ冒言冒・８（。「第一一十四ジュイゾといって御糺明と科に当る苦しみのこと」
同章の第二節に、
か
み
その上のヒィロゾフォｊｂ数多これをわきまえたり。
すことなり。
旧Ｃ恥骨国ご○ぬ四Ｏ巨〆。ご○庁。且…胃のロＯ○○のロのＨ○ｍ》の己のＱの閂○日巨斤、０口》画日、囚Ｏ巨曰○口巨四日四ｍロのロ］の曰。）口四日０口×の見
（○○口庁のＨロ己（ぐの爲巨ぐご＆・勺・』ｅ
ロ】・ぬ四一口］芹わ巨洋のｎケ】どの巨○爲巨の胆巨門口の口○○斤。ご四国・
ロ
（〆一日ごＲｏｎ巨亟・目・己・望『）
の。ｐｏｓ三口。、ミ言８ｓ・の日○日目画８円の巨・ぐ呂言この白国・混一ｎ口『目】〆の０２口。△目【・巨四目已、。（・已囚自国。（・菖貝Ｑ昌Ｏ三の后昌の〔日巨百弓の（ロ・
●
●
な
げ
ロヂカの学匠の取扱ふゼネロス、スペシエスロ、むつかしき学問は歎きてｊＵ何かせん？
か
ほ
う
き
よ
う
か
い
し
か
う
Ｃ
に
世
界
の
果
報
は
何
事
に
あ
る
ぞ
と
い
う
に
、
第
一
す
ぐ
れ
た
る
分
別
の
境
界
に
つ
い
て
知
恵
を
め
ぐ
ら
8８（39）
に、帛壹ご質５ｓ胃（哲学）の語がみられる。
『こんてむつすむん地』（国字本、一六一○年Ⅱ慶長十五年刊、都の原田版の「第廿二じゆいぞとて御きうめいととがに当たるくるしみ
の事」）にも、「ひろぞほ」（哲学者）の文字がみられる．すなわち、Ｉ
○そのときせかいにあらふるいせいよりも、しのぎとどけたるかんにん（よく耐えた堪忍）はなをまさるべし。其ときはせかいにあるほどの
ぶりやくてうりやく（武略調略）よりも、しやうぢきなるしたがひはなをししやうぐはん（賞翫）せらるくし。其ときはたけたる（すぐれた）ひろぞ
ほのがくもんよりも、きよくよきこんしえんしやはなをよろこびとなるべし。
のＯ○斤。□旨四画Ｃの冨日垣冨ＳＢＣ香冒ロ。、四声巨曰。ｐ『。『】ロ］Ｐ届四ｍ巨昌ｏｅＯｏＯｏＨｏ巨四ロロロ。ご○Ｒｏｎ○三ｓロ四日すの〆】・
●
０
０
●
（○○口（のＲロロ（ぐのＨｐＥｐ＆・勺・『函）
いざ好』よ
そのときは、たけたるヒロゾヒヤの学問よりも潔き心はなほ悦びとなるベーレ。
；
！ lIil lllll国字本『こんてむつすむん地』二六一○年Ⅱ慶長十五年刊、都の原田版）に
みられる、〃ひろぞほ〃（哲学者）の文字。傍線部分（引用者による）がその箇
所。原本は天理図書館蔵。 lIllilll
(40）８７
西洋哲学伝来考
ローマ字本、巻第一一一のロ日ロ旨の目・田口昌已８】①庁の□のこの日ごｏＨｏ８亘庁胃のロ】囚肩口日すの凶芹○百８ｓ「第一一十一一一万事に越えてデウスに喜び奉
るべしといふこと」にある、の○口。】ロ］のロ四目。Ｈ○日ｏＨｏｐｏ「。□呉四】の）曰○円○日。【○口。ご曰四日○口。（Ｐ、○の四ｎ口ロ○日○口○口。、。どの庁①ご○日己已ｎ口肩口円。、Ｅ
ゆ
え
も
ろ
も
ろ
お
ん
あ
た
ご庁の日異色日Ｎ胃の宮》ぐ四ｍ囚８８局・日囚洋四目巨目葛凶（の日四０．（・已四己・の巨日８斤・目×】．（ｐぐ目Ｑ巴の目・句』］囚）「その故は諾の御与へ、諾の賜物
ご
さ
く
く
つ
ろ
か
ん
ゆ
う
あ
ん
ど
と、御作の物を越えて御身に寛ぎ奉らざれば、わが心まったく寛宥してまことに安堵することなし」も、聖アウグスティ→メスのことばである。
ローマ字本、巻第一一一の□＆ぬ。］冒巨・国斤・ロ・ロ日日の狩屋旨・【・日ｓ○四の四旨・口ごｏ８ｘ】ごＢｄ８８Ｈ・口・〆呂の片口・８（・「第五十九人の生まれつ
ぼ
つ
ぎ
しゃくつ
きの発起と、ガラサより起し給ふ心の差別のこと」にある、菌円の曰・ロ］曰四］①曰・ロ○Ｎ○日』８（・盲目旨〕・×・の自冒〕］》目自己芹の白○胃①．］①口・ｎｏ目・日］
・
く
０
４
マ
マ
冨目巨冒日日・口・目【】“（Ｃぐ四三巴の目・己．』］⑭）「誰もみな善を望み、一一一一口葉にも所作にも、何にてもあれ善を好み尋ぬるものなり」は、アリストテレ
派
の
哲
学
者
）
、
キ
ケ
ロ
な
ど
の
名
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。
ローマ字本、巻第一一の□巴註、亘・冨巨后目〕閏一Ｅ円ののロＯ丘国のＳ已〆】冨凶自画【の日日の貝巨８斤。「第八陸ましくゼズキリシトに親しみ奉ること」
にある、国四日日ロロ○す四円のｍｐＯ冑】のざ己（巴凶（日の目具の貝昇①冨寓の庁曰く○日。】》曰囚己閂のの口６面回のごロ○ず四画□四の亘昌ぐ○日。】己（の曰呉の巨日すの凶，（ｐぐ四国
ロ四三・℃」］四）「万民をぱゼズ、キリシトに対して奉りて大切に思ひ、ヌゼズ、キリシトをば直ちに思ひ奉るべし」も聖アウグスティヌスのこと
ぱである。
（肥）
ス
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
こ
ん
て
む
つ
す
む
ん
地
」
（
国
字
本
）
の
「
第
十
八
か
ん
き
よ
も
く
ざ
を
こ
の
む
べ
き
事
」
に
、
「
あ
る
人
の
い
は
く
、
人
に
ま
じ
は
り
た
る
た
び
ご
と
に
（師）
を
と
り
た
る
者
と
な
り
て
か
へ
る
也
と
」
と
あ
る
。
が
、
文
中
の
「
あ
る
人
」
と
は
、
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
セ
ネ
カ
（
紀
元
二
年
～
六
六
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
また同書のローマ字本にある「善人の喜びはデウスより出でて、デウスの御事に楽しみ給ひ、またその喜びは実の歓喜なり」となる文章は、聖
（師）
アウグスーアィｊメスのことばであるという。
また殆さ書の８貢帛ききの８魯冒の語とは別に、キリシタンの一
力、エピクラトスなどの神学者や哲学者などの名が散見する。
国字本「ぎやⅡどⅡペかるど』（勧善紗）には、聖アウグスティヌス、聖トマス・アクィナス、セネカ、アリストテレス、エピクテトス（ストア
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
書
に
、
聖
書
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ゥ
イ
ナ
ス
、
セ
ネ
8６（41）
要がある。
事ぞ」。
キリシタン信徒の理解では、教義書に現れた袷ききの８吾冒「フィロソフィア」（哲学）の語義は、物事の道理や法則をその根源にまでさかのぼっ
イ
メ
ー
ジ
て知ることであったろう。殆さきめ８号・「ヒィロゾフォ」（哲学者）からは、道理をわきまえた人、学問にすぐれた人、賢人を想像したことと思わ
フ
イ
デ
ス
れる。また尋の。｝信昏「テオロジァ」（神学）とは、信仰について学ぶことであり、望⑮Ｃｓ巴②「テオロゴス」（神学者）とは、信仰について教え
てくれる人を心に浮べたはずである。
よ－曰一ふ也」。
上巻第一篇、「ここに善の勤めと御捷を保つべしとすすむる教あり事」に、聖アウグスティヌスと聖トマス・アクイナスの名がみられる。「さん
も
ろ
も
ろ
す
ぐ
さ
し
し
とあぐすちの、でうすの御体は見ゆる物と見えぬ物の諸の体に勝れ給ふ所を指て、：…：：」「さんとあぐすちの宣ふごとく、かほど不思議なる世
衞
！
ｉ
界の森羅万象、……」「是に付てさんとます臂を引て云く、：：：」。
上
巻
第
二
篇
、
「
第
一
一
善
に
勧
み
、
で
う
す
へ
つ
か
へ
奉
ら
ず
し
て
か
な
は
ざ
る
一
一
番
の
道
理
な
る
御
作
の
御
恩
の
事
」
に
、
セ
ネ
カ
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
名
た
れ
ひ
と
つ
ぷ
が
出
て
く
る
．
「
学
者
（
セ
ネ
カ
の
こ
と
ｌ
引
用
者
）
の
云
く
、
恩
を
受
け
た
る
者
は
よ
き
地
の
種
を
受
た
る
ご
と
く
、
一
粒
を
万
倍
に
し
て
返
す
べ
き
事
也
と
」
や
お
ん
ま
っ
た
「ありすとうちりすの云く、親の恩全く報じ難しと」がその箇所である。
上巻第二篇、「よき行跡ある人にでうす御約束なさると十一一の徳儀」には、エピクテトス、セネカ、聖アウグスティヌス、キケロなどの名が出
わ
き
ま
てくる．「是をよく弁へたるゑぴてとといふ学者の云く……」「ある学者（セネカのことｌ引用者）のいはく、万民に憎まるるに勝りて、余り苦
こ
れ
い
か
し
の
い
と
しき事なしと」「さんとあぐすちいによ是を注し給ひて、如何に御、王、誠にこれ御身の御定め也」「せねかの云く、人目を凌ぎ、悪名を厭ふ事は何
同
右
、
「
§
一
善
人
の
楽
み
と
な
る
よ
き
こ
ん
し
ゑ
ん
し
や
の
悦
び
の
事
」
に
は
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
名
が
出
て
く
る
。
の
た
ま
わ
い
り
た
ま
ねじすといふ経の注に宣く…：。」「又、さんとあぐすちいによ、きりしたんの道に入給はんとし給ふ時節の事を：：：」
日本のキリシタン信徒や神学生のための教義書や教科書を刷るために、ヴァリニャーノの配慮によって、ヨーロッパから天正遣欧少年使節らと
つぎに望（言８言聖（言＆呑員ご冨一侭冒などの語や、数多の哲学者や神学者の名を印行したキリシタン版の活版印刷機について語っておく必
＊
「
さ
ん
と
あ
ぐ
す
ち
い
に
よ
、
ぜ
こ
れ
み
な
「是皆、ざんとあぐすちいに
(42）８５
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ち
じ
わ
天正遣欧少年使節（伊藤マンショ、千々石ミゲル、中浦ジュリアン、原マルチノ）は、天正十年（’五八一一）にヨーロッパに遣わニごれ、同十八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
に
帰
国
す
る
の
だ
が
、
こ
の
と
き
わ
が
国
に
持
た
ら
さ
れ
た
印
刷
機
は
、
ま
ず
加
津
佐
に
運
ば
れ
、
つ
い
で
天
草
、
長
崎
の
学
院
へ
と
移
動
を
つ
（、）
づ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
し
た
活
字
を
用
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
版
を
刊
行
１
」
た
。
す
な
わ
ち
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
ロ
ー
マ
字
本
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
（的）
するための職人９℃何人か伴った。
メ
ス
キ
ー
タ
は
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
、
そ
の
印
刷
機
を
一
台
手
に
入
れ
る
や
、
そ
れ
を
解
体
し
梱
包
す
る
と
、
東
洋
へ
む
か
う
船
に
積
み
入
れ
た
。
か
れ
は
印
刷
の
計
画
がはじめられた時にあたえられた援助の想い出を、クラウディオ・アクァヴィーヴァ神父（イエズス会総長）に語っている。
ともに日本に印刷機を持たらすことが計画され、ディオゴ・メスキータ神父（’五五四～一六一四、ポルトガル人。少年使節らの教師、のち長崎るこ
く
の
学
院
長
、
同
地
で
死
亡
）
が
、
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
日
本
に
持
っ
て
行
こ
う
と
し
た
の
は
金
属
活
字
印
刷
機
で
あ
り
、
日
本
文
字
を
凸
形
に
鍍
刻
私がリスボンに滞在しているときに、日本において印刷が始められるように、リスボンで準備する許可と援助をローマから私にあたえられた台下に神
が報い給わんことを。この印刷は今この日本のキリシタンの教育上に私たちの大きな援けとなっています。
（、）
（一六一三年十月六日（慶長旧・８．皿）付書簡）
（加津佐の学院刊）が、文禄元年（’五九二）にはローマ字本『ヒィデスの導師』（天草
の学院刊）が、ついで慶長元年（一五九六）にローマ字本『コンテンッス・ムンヂ」（天
匁草の学院刊）、同四年二五九九）には国字本「ぎやⅡどⅡぺかどる」（長崎の学院刊）
神タなどが相ついで刊行された。
キス
日本においてイエズス〈云士が刊行したキリシタン版の数は、現存するものがきわめて
メゴ少ないため、正確な数は把握できないが、｜説によると八十種以上と考えられ、このう
オ
（犯）
列ち四十余りが日本で印行されたと考、えられている。
こ
れ
は
洋
式
活
版
術
（
圧
印
の
方
法
に
よ
る
）
が
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
て
以
来
の
最
初
の
成
果
で
あ
8４（43）
した。すなわち、原語主義をとったということである。
発言をおこなっている。
国字本『こんてむつすむん地』（一六
で
販
売
す
る
た
め
に
多
数
印
刷
さ
れ
て
い
る
、
るが、ほどなく為政者らのキリシタン弾圧により、西洋の活版印刷術は根づくことなく消えうせた。ヨーロッパ活版術の発明者はヨハネス・グー
テンベルク（一四○○～六八）とするのが定説となっているが、秘密とされていた活版の技術は、同人の死とともにヨーロッパ中にひろまり人々
（ね）
に歓迎された。スペインやポルトガルに活版印刷術が伝幡したのは、一四七○年代であった。
コ
レ
ジ
オ
原マルチノは、帰国後司祭となり、一一ハ｜一年以後、長崎の学院内に住んでいた。そのころ活版印刷機は長崎の「サンティアゴ病院」内にすえ
られ、巡察師ヴァリニャーノの命により、「ひですの経」（甸丘ののｐｏｐ巳・）を印刷していた。日本文字と語学に長じていた原マルチノは、印刷の
仕事を手伝ったり、「コンテンッス・ムンヂ」の翻訳に新たに手を入れたりしていた。
各種のキリシタン版の発行部数については不明であるが、メスキータがクラウディオ・アクァヴィーヴァ神父に宛てて出した書簡（一六一三年
十月六日付）に「この書籍（「コンテンッス・ムンヂ」のことｌ引用者）は、模範とするには極めて微妙で難しいにもかかわらず、日本人の最
、
、
、
、
、
、
、
、
も喜ぶものでありますから、現在千一一一百部出版していて、毎日私たちの印刷機から千一一一百ページが印刷されています」とあり、きわめて重要なる
当時、これらの言葉を信者や神学生が説教師の口から聞いたり、活字として目にふれ、読んだとしても、はたしてどのていどその意味が理解さ
れ
た
か
疑
問
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
言
葉
の
表
す
内
容
は
、
暖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
ろ
の
人
々
は
よ
く
わ
か
ら
され、，（河）
という。
先に引用したキリシタン文献には聖書の８雪Ｐ帛書言＆言い帛壹言ｇ岑員ご冒臼習い邑寄＆碕員ト侭冒などの語がひんぱんに出てくるが、当時
の翻訳者はこれらの一一一一口葉を訳すのにもっともふさわしい日本語を見いだすことができず、原語をただそのまま用いたり、ひらがなで音訳して使用
日本に招来されたこの印刷機のその後の運命であるが、慶長十九年（一六一四）禁教令が全国に公布されたとき、この印刷機はマカオに送り返
れ、しばらく活動を停止していた。一六一一○年（元和六年）ごろまでマカオにあったが、のちにマニラの聖アウグスティノ修道会に売り渡した
＊
ひ
ぽ
り
ミ
ヤ
コ
（一一ハ一○年Ⅱ慶長十五年、京都原田アントニョ印刷所刊）は、被彫と称する方法による木版印刷であるが、都
と報じている。
(44）８３
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抽
象
能
力
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
教
養
に
欠
け
る
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
、
広
義
の
西
洋
哲
学
を
受
け
入
れ
る
用
意
や
意
欲
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
た
し
は
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ
ろ
の
神
学
生
は
、
か
り
に
西
洋
哲
学
を
真
剣
に
ま
な
ぶ
気
持
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
時
勢
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
で
あろう。何よりも西洋哲学そのものを十分に理解できないということは、後世に及ぼした影響もいたって少なかったともいえるのである。
秀吉や家康が発した相つぐ禁教令により、またグリゴリョ十一一一世が一五八五年（天正十三年）が教書を出し、日本におけるイエズス会の布教活
象的思弁になじまず、）
する実感主義だという。
を
受
け
、
イ
エ
ズ
ス
会
貝
は
、
ス
コ
ラ
哲
学
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教
義
を
絶
対
真
理
と
し
、
そ
れ
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
に
よ
っ
て
体
系
づ
け
よ
う
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
としたもの）、トマス・アクィナスの神学綱要、秘蹟（洗礼、聖信、聖体、婚姻、生口解、悔俊、叙階、ロ叩級、終抽などの七秘跡）についての論、
哲学綱要などを学んだのであるが、かれらはこういった高度の学術をよく理解し得なかったであろう。
日本人とヨーロッパ人とでは思考や発想方法の点で根本的に異なるが、日本人は経験によらず、物事の道理だけに従って判断する、哲学的、抽
象
的
思
弁
に
な
じ
ま
ず
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
あ
ま
り
得
意
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
人
の
思
考
の
特
徴
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
自
分
の
感
性
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
ドイツ・マインツ市のグーテンベルク印刷博物館で復元
製作したもの。この印刷機でキリシタン版を刷った。
甘蔵河浦の「天草コレジョ館」に展示されている同印刷
機の復元模形。
［筆者撮影］
な
い
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
の
語
を
ふ
だ
ん
か
ら
身
近
な
も
の
と
し
て
耳
に
し
、
ま
た
目
で
見
た
り
し
て
い
た
だ
け
に
、
違
和
感
は覚えなかったであろう。
日
本
人
信
徒
の
お
お
か
た
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
で
学
ぶ
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
ず
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
は
同
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
一
部
の
神
学
生
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
劣
悪
な
教
育
条
件
ｌ
教
師
や
教
材
、
学
習
時
間
の
不
足
や
社
会
的
不
安
ｌ
の
も
と
で
学
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
高
度
の
自
然
科
学
、
哲
学
、
神
学
の
講
義
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
系
統
立
て
て
ま
な
ぶ
機
会
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
日
本
人
信
徒
は
、
た
し
か
に
キ
リ
ス
ト
教
の
初
歩
的
な
教
え
8２（45）
洋学者の思想には、キリシタンの思想的影響を絶無となしえない場合があるが、これよりわが日本の国民思想が、広義の西洋思想と接触した結
果
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
洋
学
者
を
古
い
順
に
挙
げ
て
論
じ
る
こ
と
に
す
ゑ
に
し
か
わ
じ
よ
け
ん
最初に取りあげるのは、西川如見（一一ハ四八～一七一一四、江戸中期の天文学者）である。西川は長崎の地役人西川忠益の子として生まれ、長じ
そうじゆ（だ）
て寛文十一一年（’六七二）長崎に来遊し、家塾を開いていた京都の儒者南部艸壽の門に入り、また洋学者・林吉左衛門に師事し、天文・暦学・算
術をまなんだ。元禄十年（’六九七）隠居すると、中国やヨーロッパの天文や地理学の研究に従事し、それらに関する著述をなした。
Ｕ
ゆ
ん
じ
ろ
う
「西川如見」の小伝を著した細川潤次郎（一八一一一四～一九一一一二、明治・大正期の法律家、教育家）は、如見のことを、「世二西洋学術ノ我邦二伝
い
え
ど
そ
う
へ
き
お
お
ハ
リ
シ
ハ
新
井
君
美
（
白
石
ｌ
引
用
者
）
ニ
始
マ
レ
リ
ト
謂
フ
ト
錐
モ
如
見
力
西
洋
学
術
ヲ
伝
へ
タ
ル
ハ
其
前
二
在
リ
テ
創
關
ノ
功
（
開
学
の
功
績
）
自
ラ
掩
フヘカラサル者ナリトス」（『天文義論の全試巻」東京求林堂蔵版、明治釦・２）と紹介している。
つ
れ
つ
ぐ
ぷ
く
ろ
村岡典嗣は、論文「日本倫理思相心史上西洋思想とその交渉」において、西川の著作中に西洋思想の影響をみとめざるを得ないとし、「百姓嚢」
的
思
想
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
と
微
妙
な
接
点
を
も
つ
西
洋
哲
学
は
、
そ
の
断
片
的
な
紹
介
は
行
な
わ
れ
は
し
た
が
、
幕
末
に
な
る
ま
で
移
入
さ
れ
な
か
っ
た
。
当
時
の
洋
学
者
と
は
蘭
学
者
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
か
れ
ら
の
関
心
の
中
心
は
自
然
科
学
方
面
に
あ
り
、
そ
の
摂
取
移
植
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
日
本
人
の
哲
学
命をむかえざるを得なくなるのである。
動を禁じたにもかかわらず、キリシタンの勢いはいっこうにおとろえず、寛永十四年（一六三七）には島原の乱が起るのである。同十六年（一六
三
九
）
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
が
禁
じ
ら
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
徳
川
幕
府
の
鎖
国
体
制
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
さ
し
も
急
速
な
隆
輿
を
み
た
キ
リ
シ
タ
ン
も
漸
次
消
滅
の
運
な
ど
の
研
究
が
公
然
と
奨
励
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
キリスト教に対する弾圧が漸次はげしさを加えるにつれて、ョ１ロッパ文化の日本流入ばかりか哲学思想の移入もほとんど行なわれず、展開も
し
な
か
っ
た
。
が
、
徳
川
吉
宗
が
宗
家
を
つ
ぎ
八
代
将
軍
に
な
っ
て
か
ら
、
洋
学
の
禁
が
ゆ
る
み
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
科
学
（
医
学
、
動
植
物
学
、
天
文
学
、
地
理
学
）
幕府の禁教政策は峻烈をきわめ、徹底したキリシタン弾圧に乗りだし、それが幕末をむかえるまで約二百年もつづいたのである。
七
江
戸
時
代
の
洋
学
者
と
西
洋
思
想
(46）８１
西洋哲学伝来考
い
つ
ぷ
い
つ
ぷ
これは一夫一婦（｜人の夫と一人の妻によって成立する婚姻形態）の思想が、おそらくはいしめて唱えられた例であり、西洋思想の影響の発現で
（ね）
はないかという。このように西川の思想の中‐には、キリスト教道徳が揺曳しているように思える。
新井白石（一六五七～一七二五、江戸中期の儒学者、政治家）は日本潜入を図ったイタリアの宣教師ジュアン・バピスタ・シドッティを訊問し、
のちその聴き書きを基に『西洋紀聞」を著し、西洋文化（ヨーロッパ各国の地理、文物、一一一一口語、キリスト教の教義についての概要）について紹介
し
た
。
白
石
の
キ
リ
シ
タ
ン
観
（
国
土
謀
略
の
懸
念
、
政
治
的
危
倶
が
な
い
こ
と
）
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
西
洋
文
化
観
の
結
論
と
な
り
、
蘭
学
時
代
の
端
緒
を
ひ
ら
（市）
（享保六年［一七二一］初冬の成稿）にみられる、農民が食事をとるまえの習慣や一夫一婦について述べた箇所は、もっとも注意を要するという。
すべ
い
や
西
川
に
よ
る
と
、
百
姓
と
は
「
士
農
工
商
の
四
民
、
総
て
の
名
」
で
あ
る
と
い
い
、
百
姓
（
農
民
）
と
い
う
と
、
人
は
富
貴
貧
賎
の
差
別
な
く
か
れ
ら
を
下
品
と
し
て
賎
し
し
ゆ
じ
よ
う
める。が、トレっさい百姓はわれわれの生活を支えており、いうなれば衆生の恩人なのである。
わ
ん
は
い
た
い
百姓は食事のとき、椀を拝戴－して食べる。が、武士や町人にはこれをする者が少ない。ところが紅毛人（西洋人）は、食事のとき、礼拝する末
座の者が何かを唱えたのち、上座より順次たべはじめる。これは農祖神の恩や万民の辛苦に感謝する意である。のらくら何もしないで暮らしてい
（汀）
る富裕の民は、土地をたがやすことなく喰い、織らずして着ている連中であり、その子孫に神罰があることを恐れよ、という。
西川は当時の士農工商の社会階級や階級観念になじむことなく、百姓をうやまうよう説いている。かれが西洋人の食事の習慣を引用したのは、
その非封建的思想が西洋思想から何らかの影響をうけたからであると考えられている。
ち
く
し
よ
う
つぎに引く事例ＪＤおなじく「百姓嚢」にみられるものであり、蓄妾に関するものである。
別の女人に子を需むる事をせぬ法律なり。
…
…
人
道
は
唐
土
本
朝
の
み
、
厳
密
な
る
に
あ
ら
ず
。
も
ろ
こ
し
ざ
ほ
う
し
し
よ
じ
ん
せ
う
唐土（中国の異名）本朝の作法には、士庶人（武士や庶民）とｊＵに本妻の外に妾（そばめ）
こ
と
と
も
た
ぐ
ひ
ま
れ
お
ら
ん
だ
す
ぺ
も
つ
こ
と
法の事共多し。百姓には両妻の類稀なり。．：紅毛国の作法には、総て男子両妻を持事あれば、
も
と
ほ
う
り
つ
（泥）
……神国の万民知べき」事也。
を
愛
す
人
多
し
。
う
ぐ
罪科を受る也。
注
．
（
）
内
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
お
な
じ
。
貧
賎
の
土
民
に
は
こ
れ
な
し
と
い
へ
ど
も
、
不
作
こ
れ
た
と
へ
子
な
し
と
い
へ
共
、
是
天
命
な
り
と
て
、
8０（47）
三浦梅園（一七一一一一一～八九、江戸中期・後期の哲学者）は、少年のころから天地、宇宙、天文学について関心があり、ことに天文学に関しては
げ
ん
ご
早くから中国書を入手して学び、思索に没頭した。哲学の代表作の一つに「玄語」（漢文で著した、自然の条理の思索の記述書、一二浦脱稿）があ
（田）
るが、これなどは儒学と洋学の思想を調和させて、宇宙のしくみを説いたものと考、えられている。
わ
が
国
に
は
蘭
書
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
科
学
や
技
術
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
西
洋
哲
学
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
然
に
つ
い
ての哲学はついぞ誕生することはなかった。三浦は西洋哲学に通じてはいなかったが、まれにみる思索家であり、学問に対する生涯をつらぬく姿
も
と
勢は、ものごとの道理を明かにすることであった（「条理の原を探窮する」）。一一一浦はオランダ語を読むことはできなかったが、漢籍を読むことに
は不自由を覚えなかったから、中国の翻訳書には注意を払うことを怠らなかった。
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
ザ
ビ
エ
ル
（
〃
フ
ラ
ン
ス
ク
ス
サ
ベ
イ
〃
と
呼
ん
で
い
る
）
が
豊
後
に
来
た
こ
と
、
長
崎
の
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
傑
刑
、
島
原
の
乱
な
ど
か
げ
ん
について知っていたし、中国書によってマテオ・リッチらの布教、出版活動などについても知識を得ていた（「債原」）。
も
と
お
り
の
り
な
が
こ
が
く
（皿）
本居宣長（一七一二○～’八○｜、江戸後期の国学者）は、古事記の研究により古学（古書により上代のことをつまびらかにする学問）を発展さ
せ、古道論、科学的文献学を完成させたことで知られ、わが国学史上きわめて異色の学者である。その門人の平田篤胤の神道に至っては、天地始
原から現世や来世についての解釈に、キリスト教の影響があり、旧約聖書中の創世記の説や心霊、仙術までも利用したが、本居にはキリスト教に
由来するものは何もない。しかし、邪教については少なからぬ興味をもっていたものか、その随筆の中にキリスト教の日本伝来についての記事が
みられる。
（別）
いた。
ル
ス
ン
テ
イ
ウ
ス
数
数
ノ
類
力
い
う
も
の
〔八一一一一一一〕○吉利支丹耶蘇宗ト云モノハ、南蟹ヨリ始マリテ、西洋呂宋阿蘭陀ナトノ國二信仰ス、本尊ヲ天帝卜云、コンタットー万物ヲ手ニカケテ、セ
ンスバリノー、、ト唱ル也、此宗門ノ本國ハ、金砂オホクシテ、雨フル時二、谷水ノ流ヲザルニテ受ルー、砂ノ如クニ黄金タマルト也、他國ヲ奪ントテ伺う
一一、マヅ黄金ソノ外、珍物ヲ土民二見セテ、心ヲウハヒ、魔術ヲ以テ眼ヲクラマシ、奇怪ヲ示シテ、カノ宗門ヲス、ムル也、伊蒔遡伊紗榊ノー一種アリ、
〔鶴〕
し
ゆ
う
本邦二渡リシハ戦國ノ頃、豊後ノ國主大友宗鱗ナト、深クコノ宗。／信シ、ソノ外、九州ノ大名、多ク信セシ也、金銀珍物ヲ贈ルユヱ、人多ク思ヒッキ
か
み
が
た
マ
ハ
ヒ
か
の
く
に
シ也、ソレョリ次第二、上方スチヘモ伴天連入込テ、ス、〆廻リシ也、又豊臣太閤、朝鮮國を討タマヒシトキ、彼國八道コトノー、、ク、人民僧徒マテ、山
(48）７９
西洋哲学伝来考
本
多
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
学
力
の
ほ
う
は
定
か
で
な
い
が
、
友
人
に
司
馬
江
漢
や
山
村
才
助
な
ど
が
い
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
西
洋
の
文
物
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
い
た
と
い
う
い
お
し
え
想像される。かれは「経世秘策巻下」において、「亜細亜の西北の地端にジュデヤと云国にキス・シアンと云る人出で、天、王の教を建立せり（１
（師）
い
う
へだ
ダャという国にイエスⅡキリストという人が出て、旧教を樹立したｌ引用者）」とか、「イタリヤと云国あり．此国の南方地中海を隔てジュデャ
也、ジュデヤの良法（キリスト教）此イタリヤに伝移せしにや、……」と述べている。が、このことからかれなりにキリスト教について知ってい
（師）
慢であると嘆いた。
た
こ
と
が
わ
か
る
。
司馬江漢（一七三八～’八一八、江戸後期の洋風画家、蘭学者）は、画業のほかにヨーロッパの理学、天文、地理学などに興味をもち、この方
面の著作も多い。司馬は厭世主義の世界観、老荘的の虚無哲学をもったきわめてユニークな思想家であり、その「西洋人究理之悟道」（文化十三
（別）
年
Ⅱ
’
八
一
六
年
の
成
稿
「
天
地
理
讃
」
）
の
自
然
哲
学
に
は
、
明
ら
か
に
西
洋
的
の
影
響
に
成
っ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
と
し
あ
き
本多利明（’七四一二～’八一一○、江戸後期の経世家）は、一生の大半を浪人で通した学者であった。
（閲）
本多は「西域物壼叩」（寛政十年Ⅱ’七九八年の成稿）の巻上において、学問はまず窮理学（物理学）から入り、ついで数学、天文、地理、航海
などを学ぶがよいとし、これが分らないと西洋の学問は何ひとつわかるはずがない、という。本多は日本人が西洋の事情にくらく、無知のうえ高
モ
ト
シ
メ
〔
マ
マ
〕
大久保十兵衞ト云モノ、人官トー戸ル唐人ノ子孫ニテ、オ智アリケルガ、次第二立身シテ、一一一萬五千石ヲ領シ、石見守ト號シ、天下諸勘定ノ元〆、佐度
ね
い
か
ん
ろ
け
ん
石ノ柵ニ
レ
ノ金山奉行兼帯ナリシガ、倭軒邪欲ノ事、死後二露顯シテ、御吟味ノ節、カレガ居間ノ下一一穴アリ、○黒ヌリノ箱ヲ入アリ、開キテ見レハ、西洋國ノ王
し
せ
め
ほ
ろ
ぽ
〔ママ〕
ノ
ト内通シテ、邪蘇宗門ヲ引入、日本ヲ責亡サン卜云オソロシキ蜜書アリ、コレニ依テ、子供コラズ刑罰シタマヒ、カノ宗門ヲ深ク制禁シ玉へルト也、
（師）
天
草
軍
談
二
見
ユ
、
林一一一一＄
ニケル、ノ
ノ
本邦人、カノ國二在陣七年ノ間一一、死亡ノ人アレハ、寺院へオクリトフーフヒケルガ、寺僧カノ邪宗ナル事ヲハ知ラズ、正シキ宗ト思ヒテ、右ノ如ク也、
レ
ル
ゆ
え
ん
サテオノッカラ馴親ミテ、歸陣ノヲリカラ、カノ伴天連多ク船ニノセ歸リテ、イョノく、ヒロマレリ、然二東照榊君ノ、深ク此宗ヲ禁制シ玉フ事、由縁ァ
ル事也、
キ
ニゲカクレテ、寺々モ、王ナクナレリシヲ、伴天連ドモ來リテ、カノ明寺トモニ入テ、住寺セルホトニ、カノ國ノ内一一一道ノ寺々ハ、大方カノ宗ニナリ
7８（4９
し
づ
き
た
だ
お
志筑忠雄（一七六○‐‐’八○六、江戸後期の天文学者・蘭学者）は、旧姓を中野といい、通詞志築孫次郎の養子となり、志築姓を名った。安永
五年（一七七六）稽古通詞となったが、翌年職を辞し、以後蘭学の研究に没頭した。
、その主著『暦象新書』（寛政十年Ⅱ’七九八年六月成稿）の冒頭において、イギリスの学者某が著した天文学書（原書名不明、一七四○年刊オ
ランダ語訳）を紹介しているが、この中にピュタゴラス、アリストテレス、コペルニクス、ケプラー、ニュートンらの名がみられる。
暦
象
新
書西域
天
學
來
暦
こ
の
し
よ
ア
ン
ゲ
リ
ャ
き
じ
い
こ
と
な
り
み
な
な
り
是
書
は
、
一
暗
厄
里
亜
國
奇
兒
氏
な
る
者
の
著
せ
る
天
學
書
中
の
誼
に
し
て
、
其
説
古
來
天
學
家
の
謂
ふ
所
に
異
也
、
古
來
天
學
家
は
、
皆
天
を
動
と
し
、
地
を
靜
也
と
し
て
、
地
を
し
か
か
つ
ま
た
あ
ま
た
い
う
以
て
天
の
中
心
と
す
、
然
る
を
是
書
は
、
天
を
靜
也
と
し
、
地
を
動
と
し
、
且
又
地
球
の
外
に
、
許
多
の
世
界
あ
る
の
理
を
云
、
あ
ん
お
こ
な
わ
そ
の
も
と
い
ア
ブ
リ
カ
エ
ジ
ッ
タ
ゲ
ロ
シ
ア
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
按
ず
る
に
、
近
世
彼
方
に
行
る
、
天
學
、
其
本
は
亜
夫
利
加
洲
の
厄
日
多
國
に
起
り
て
、
厄
勒
祭
亜
の
總
王
た
り
し
時
、
學
士
比
太
古
刺
私
と
い
へ
る
者
、
彼
國
に
渡
り
、
在
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
ア
リ
ス
ト
テ
ル
ス
な
ど
い
い
き
ゆ
う
せ
っ
留
す
る
事
七
年
に
し
て
、
學
び
得
て
歸
國
せ
り
、
此
時
此
學
初
て
欧
羅
巴
洲
に
渡
れ
り
、
然
れ
と
も
當
時
亜
里
私
鐸
底
兒
斯
杯
云
し
大
家
の
學
者
、
多
く
は
菖
説
を
固
執
し
て
、
あ
わ
に
く
む
わ
ず
か
さ
か
ん
あ
た
わ
グ
ロ
シ
ア
新
渡
の
學
流
、
古
來
相
傳
の
師
説
に
合
ざ
る
を
疾
け
る
故
に
、
僅
に
敬
箇
所
の
學
校
に
し
て
、
是
を
講
ず
る
の
み
に
し
て
、
盛
に
行
る
、
こ
と
能
ざ
り
し
、
其
間
厄
勒
祭
亜
亡
る
の
エ
ジ
ッ
タ
ア
ラ
ピ
ヤ
ア
ラ
ビ
ヤ
みならず、厄日多國も亜臘比亜人の爲に併せられける程に、其國都にある所の學校及び學士を取りて、亜臘比亜のものとし、厄勒祭亜より渡來せる天學
こ
と
ご
と
ひ
と
ま
た
や
や
ひ
さ
の
ち
諸
書
を
ざ
へ
膜
悉
く
識
課
し
て
亜
臘
比
亜
の
語
と
な
さ
れ
し
か
ば
、
此
よ
り
欧
羅
巴
の
人
亦
此
傳
を
失
へ
り
、
梢
久
し
て
後
亜
臘
比
亜
人
、
西
洋
の
國
に
通
商
す
る
に
至
て
、
ロ
ウ
マ
ラ
テ
ン
や
く
っ
た
わ
羅鳩總壬其書を得て、學士に命じて羅甸語に識せしむ、是を以て再び欧羅巴に傳ることを得と云り、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
い
え
な
お
ま
だ
彼が千一一百一一一十年の此のこと也、（千一一百一一一十年は皇國の寛喜一一年也）、比太古刺私の天學再び欧羅巴に傅ヘリと雄ども、其説猶未陰晦にして、服從せ
．
ヘ
ル
ニ
キ
ス
マ」
つ
と
め
き
ゆ
う
せ
つ
ざ
る
者
多
く
あ
り
て
、
古
伯
爾
泥
喜
須
と
云
者
あ
り
て
、
極
め
て
是
の
學
に
上
達
し
、
勤
て
薑
説
の
非
を
辨
じ
、
明
證
を
引
、
確
論
を
立
て
、
千
歳
の
大
疑
を
決
す
る
に
至
て
、
つい
き
て
き
塞
世
比
太
古
刺
私
を
耐
と
し
、
古
伯
泥
爾
喜
須
を
宗
と
し
、
終
に
薑
説
を
棄
榔
（
ほ
う
り
だ
す
ｌ
引
用
者
）
せ
り
と
云
々
、
．
ペ
ル
ニ
ク
ス
ポ
ー
ラ
ン
ド
ケ
プ
レ
ル
ニ
ウ
ト
ン
古伯爾泥喜須は熱爾馬泥亜國の人にして、千四百七十二一年の産地、此年は文明五年にあたれり、近來にては、傑布列爾天動一齊の數理を發明し、尼通
いず
わ
け
ぎ
Ｕ
萬物一理に歸する事を説く、何れも名人なり、別てニウトンを古今燭歩の達人とす、奇兒氏の尊重する所にして、同國同時の人物なり、奇兒全書は千七
百
四
十
年
に
開
版
せ
り
、
元
文
五
年
に
あ
た
れ
り
、
凡例（中略）
(50）７７
西洋哲学伝来考
あ
っ
た
ね
平田篤胤（一七七六～’八四一一一、江戸後期の国学者）は、本邦思想界の異才である。かれは学問を業と－）て一生をおえた。生前、いっさいの俗
な
げ
う
（閉）
事、いっさいの俗談を伽ち、もっぱら著述に潜心１」た。が、道義弁論のことにおいては、終日、終夜の長談義をいとわなかった。
（閲）
復古神道論者でもあった平田は、はげしく仏教を排斥したが、中国の明代におけるイエズス会士Ａ〉が著わした漢文による著作を秘かに読み、そ
れ
ら
を
巧
み
に
自
家
薬
寵
中
の
も
の
と
し
、
「
本
教
外
篇
」
（
未
許
他
見
と
記
し
、
引
用
文
献
を
明
記
し
て
い
な
い
、
文
化
三
年
Ⅱ
’
八
○
六
年
の
成
稿
）
を
著
し
、
キ
リ
ス
ト教の唯一神教にもとづき、〃天御中主神〃を中心とする一神教を唱えた。
徳
川
幕
府
は
、
中
国
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
書
籍
ば
か
り
が
、
西
洋
の
学
術
（
天
文
、
地
理
、
数
学
、
音
楽
、
測
量
な
ど
）
や
西
洋
事
情
に
ふ
れ
た
（卯）
もの一一一十八書の輸入や所蔵を禁じていた。平田が国禁を破って、こっそり読んだ漢籍とは、明代のイエズス会宣教師マテオ・リッチ（】て［四写の・
リ
マ
ト
ウ
（Ⅲ）
閃】ＣＱ［利璃寳］、一五五一一～’六一○、北京で没）が、中国人の改宗者で助手の徐光啓や李之藻らの手を借りて著した『天、王實義』（ティエンチ
（卯）
費
』
じ
ん
ユーシー‐イーー）（一一巻、初版は萬暦一一一十一年［’六○一一｜］北京において百部印刷）、『崎人十編」（チーレンシー‐ピエン）（一一巻、問答体の教義、萬
チ
ョ
ン
デ
イ
ウ
オ
な
な
こ
く
暦一一一十六年［一六○八］刊）、スペイン人ディダコ・デ・パントヤ（□】９８口①勺自（。旨［鹿迪我］’五七一～？）が著述した「七克』（チー‐クウ）
じべんさく（卯）
平田は、こういった天、王教の教義書をもって、じぶんの神道の〃自鞭の策〃たらしめた。かれの古学神道の日本道徳の、王張に、西洋の道徳思想
（肌）
の
影
響
と
、
そ
れ
に
よ
る
深
化
と
の
痕
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
（七巻、萬暦一一一十一一年［一六○四］刊）などであった。
村岡典嗣によると、平田の（自鞭策）「本教外編」の下の巻頭にみられる、
ぜつじん
わ
ず
か
一、子は一箇の舌人（通訳をなす人）也しのみなれば、僅に蘭書の大意を解することを得れどｊＵ、淺見薄聞、和漢の典籍に－暗ければ、如何して天學の何
た
だ
せつ
つ
ま
び
ら
か
む
ず
か
し
や
い
ざ
ざ
物たることを知るに足らんや、唯鐸文の拙にして、讃む人詳に原文の意を理會するに難からんことを恐るが故に、已むことを得ず１」て、肌か聞る所を
ま
Ｕ
おい
ま
い
ま
い
雑へ語るのみ、本文の後に於て、其一一一戸毎々に、天經或問、暦算全書等に及ぶが如き是なり、
寛
政
十
年
午
六
月
志
筑
忠
雄
書
本教五訓志（誌の誤り）
（妬）
7６（51）
な
な
こ
く
は、イエズス会士・パントヤ［鹿迪我］の「七克』（チークウ）にある「伏傲以謙、平妬以恕、嶋分心以忍、解貧以恵、塞霧以節、妨揺以貞、策怠以
勤」（この原文の意は、以下の通りである。「傲慢をふせぐためには、謙虚さが必要である。嫉妬をふせぐには、寛容の心が必要である。不平不満
をなくすには、忍耐が必要である。じぶんだけが貧欲にならず、皆が恵まれた生活が送れるようにすることが緊要である。おごることをふせぐに
は、勤勉の心が必要である。淫乱になることをふせぐには、貞節が必要である。怠惰をなくすには、勤勉が必要である」）の明らかなる影響を示
○義貞を正しくして貧揺を止むべき事。
つ
と
め
か
い
た
い
○勇勤を務として慨怠（なまけおこたる）
も
と
い
○敬謙（ヘリくだり）を本（基礎）と－し傲慢を伏すべき事。
ぎ
て
い
Ｕ
ん
じ
よ
も
つ
ぱ
ぞ
う
と
○仁恕（おｊＵいやり）を専にして憎妬（ねた『
あ
さ
ら
か
○智慮を明にして愚痴（不平）土廷除くべき事。
（ねたみ）いまし
（妬）
たこ禁むくき事。
平田篤胤の肖像。
を平にすべき事。
雪嵐歴幽二解Ｔ八向岡川圃職幽興制孟氷鴎（畑畷關曜脚鐵鰯鬮噸閣鬮畷魑蝋
馴
囮
蹴
孟
Ⅱ
鼠
聯入好異好口総灘穂入筆鞠鋪識轤議簿鱸騨蕊
罫
即
震
天
主
出
…
…
鯉一露鴨鍼職参議瀧鐘鰯藤霧
注
・
ル
ビ
お
よ
び
（
）
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
チークウ
『七克」（萬暦32年［1604］刊）巻之１の扉の図。
(52）７５
西洋哲学伝来考
よ
し
お
し
ゅ
ん
ぞ
う
吉雄俊蔵（’七八七～’八四一一一、江戸後期の蘭学者）は、長崎の人である。江戸中期の有名なオランダ通詞吉雄耕牛の孫にあたる。長じて吉
雄権之助、志築忠雄らに師事し、語学・天文・医学をまなび、のち大坂や江戸でオランダ語をおしえ、晩年には名古屋藩の奥医師となった。
その吉雄が門人に口述したものに、「理学入式遠西観象図説」と題するものがある。これはヨーロッパの天文学の摘要である。冒頭に、理学
（自然科学）のはじまりについて語られているが、そこに哲学者、自然科学者の名前がいろいろ出てくる。
たとえば、プトレマイオス、ピュタゴラス、アリストテレス、コペルニクス、ケプラー、ガリレオ、デカルト、ニュートンなどがそれである。
「本教外編」（未定稿）は、天主教書の影響下に書かれたと、学問的に主張したのは村岡典嗣がはじめてである。が、本編は全体として天主教の
（兜）
影響をまともに示しているというのではなく、非天、王教的、王張も混っている、といった方が当を得ている。
か
ざ
ん
渡辺華山（’七九一二～一八四一、江戸後期の思想家、藩政家）の「外国事情書」に、ヨーロッパ諸国における教育の根幹について述べたくだり
があり、そこに〃神学〃や〃哲学〃を意味する原語がみられる。が、かれはそれらを的確な日本語に訳すことができなかった。またかれは「物理
ノ学」「自然窮理学」「物理学」らの語義を〃自然科学〃、〃哲学“の意として用いている。
（ｗ）
すＪｂのという。
こ
の
引
用
文
を
現
代
風
に
や
さ
し
く
読
み
く
だ
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
その政治（まつりごと）は、まず人才をつくることであり、その教育内容の順序は、第一に教道（神学、、○月の一の円弓の己）、第一一に政道（法学
『の、三ｍの］の①『弓の】Ｑ）、第一一一に医学（ぬのロの⑦の百己の）、第四に物理学三｝のすの、の①耳の（〃哲学〃の意）など四つであり、これらを四学と総称している。
よ
う
さ
い
ぞ
う
し
つ
か
ま
つ
り
其政事ハ養才造士。／先二仕、其次第ハ、第一政道〈ゴットゲレールヘード〉、第一一教道〈レクッゲレールドヘイド〉、第一一一医学〈ゲネースキュンデ〉、
かくち（的）
第四物理学〈ウエースベゲールデ〉、右ヲ四学ｋ‐称シ申候〈四学ハ明徳・治民・摂生・格智〉。
7４（53）
⑨サ
カ
ギ
リ
シ
ヤ
サ
モ
ス
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
か
の
ち
ア
ソ
プ
此説盛ン二行レシコ／、厄勒祭亜国ノ沙莫斯ノ地ナル鹿廸我刺私（紀元前五八○？～五○○）ト云う人、彼地二勝コト七年ニシテ、学ビ得テ帰りシか、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
ん
れ
い
ニ
ク
シ
キ
リ
エ
ウ
ロ
ッ
パ
当時、亜利斯多的列思（紀元前一一一八四～一一一一一一一）ト云う大家アリ。其説ノ、古伝二反戻（そむく）セルヲ悪ミ、切二排斥セシ故、欧羅巴諸州是。／信ズル
イ
タ
ヅ
ラ
ノ
コ
テ
ー
ネ
マ
ル
カ
ー
ア
イ
コ
プ
ラ
ヘ
プ
ロ
ト
メ
ウ
ス
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
さ
ん
ほ
者ナク、徒二其伝説ヲ遺スノミナリシヲ、第那馬爾加国二地谷白刺格ト云う人アリテ、布多禄某斯Ｌ‐、鹿廸我刺私ノ｜一説ヲ折中シテ、剛補出入シ（統合、
か
か
妥協させる）、別二新図ヲ製シテ云う。「地〈、天ノ中央二罹リ、日・月コレヲ旋回スルコト旧説ノ如シ・
た
だ
し
し
ん
メ
グ
ホ
ロ
二
ヤ
米
二
コ
ラ
ス
コ
ー
ペ
ル
ニ
キ
ュ
但、五塁ハ各々太陽。／心トシテコレヲ旋回シ、太陽二従ヒテ地球ヲ周ルコト、第一一図二出スガ如シ」ト。其後、波羅泥亜国ノ産、泥古羅斯刻白爾泥鳩
ス
え
い
び
ん
Ｕ
よ
う
り
よ
う
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
思（’四七一一一～一五四一一一）ナルモノ、奇才・穎敏、古今二独歩シ、深ク究理ノ学二志シ、普ク先賢ノ諸説。／渉猟シ、古人鹿廸我刺私ノ遣法ヲ拡充〈悪上〉
つ
と
と
き
よ
く
シテ、別二確論ヲ発シ、勉メテ旧習ノ非ヲ説破シ、上古以来ノ雲霧ヲ開キ、今一一至リテ格物家ノ斗極〈万ホ〉（中心的人物）トナレリ。今、第一一一図二出ス
Ｕ
》
」
ケ
プ
レ
ル
ガ
リ
レ
イ
デ
ス
カ
ル
テ
ス
ガ
ス
所ノモノコレナリ。爾後、傑布列爾（一五七一～’六一二○）、牙里礼（’五六四～一六四一一）、得私加而的私（ルネ・デカルト、’五九六～一六五○）、席
セ
ン
ヂ
ュ
ス
ネ
ウ
ト
ン
僧佇須（ピエール・ガサンディ、一五九一一～一六五五）、奈端（アイザック・ニュートン、’六四一一一～一七一一七）ナンド云へル名家、相続イテ其精微ヲ究
＊
西説二曰、「天文ハ、格物（事物の理をきわめること）・究理之首務」ト。支那〈論〉ノ勝子六（「天経或問」［一六七五年］の著者）、深ク此一一一一口。／感ゼ
お
よ
も
と
い
い
や
し
く
スーア
リ。凡ソ、天文ハ体ニシテ、本タリ。理学ハ用ニシテ、標タリ。荷モ、用ヲ得ズシテ、体ヲ求ムルモノハ、コレヲ施ス処ヲ知一フズ。体ヲ棄テ、用ヲ得ン
あ
た
の
ち
た
す
トスルモノハ、其変二応ズルコト能ハズ。体・用兼ネ備ハリ、標・本一貫シテ、後始メテ変化ノ道「フ知り、以一ア鬼神の功ヲ祐クベシ。
す
な
わ
わ
が
み
ず
の
と
う
プ
ト
ロ
メ
ウ
ス
エ
ジ
ッ
ト
西洋紀元前一百一一一十八年、即チ、吾開化天皇一一十年癸卯二当リテ、布多禄某斯（紀元前一一一六七？～一一八一一一）ト云う人、厄日多国二生ル。博覧多通
け
み
あ
ま
ね
ニシテ、才鋒群「フ出デ、仰観傭察、気「フ験シ、影ヲ測り、普ク乾坤〈帝ン〉ノ理に達シ、懸象ノ形勢ヲ説テ云う。（中略）
いずれ
米
エ
ジ
ッ
ト
ト
ナ
ブ
西洋諸州大小ノ学士、皆コレニ服従セシニ、何ノ時ニカアリケン、厄日多国二一奇論「フ唱ル者アリ。「太陽ハ天ノ中央二静居シ、地球ハ五星ト共二是
カ
ナ
い
わ
ゆ
る
ら
ん
し
よ
う
お
こ
な
わ
「フ旋回ス」と云う。是、実二天象ノ真理二適上、星学家ノ枢要ヲ得ル者ニシテ、所謂地動説ノ濫膓〈沖ジ〉也〈地動説トハ、西洋今時行ル所ノ天学二
西洋紀元前一百一一一十八年、即チ、吾
ニシテ、才鋒群ヲ出デ、仰観傭察、気
西
洋
諸
州
大
小
ノ
学
士
、
皆
コ
レ
ニ
服
祥
ヲ旋回ス」と云う。是、実二天象ノ頁
シテ、上巻第六号二其略説ヲ出セリ〉。
ハム。
ひ
っ
き
ょ
う
コ
ー
ペ
ル
此編ハ、西洋諸家ノ精説ヲ抜華ストイヘドモ、必寛、刻白爾氏ノ遺法ナレバ、学者全編ヲ熟読シテ、其説ノ大略。／知ルベキナリ。
理
学
入
式
遠
西
観
象
図
説
中
尾
張
南
皐
吉
雄
先
生
口
授
の
理学発端
門
人
日
向
草
野
實
養
準
筆
記
上
(54）７３
西洋哲学伝来考
ノ
ン
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
に
至
る
。
そ
の
あ
と
近
代
天
文
学
の
父
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ガ
リ
レ
イ
、
デ
カ
ル
ト
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
など、十七世紀あたりまでの哲学者、自然科学者などの名を列記し、ときにその学説にもふれている。
吉野裕（ペンネームは、権崎法蔵）は、漢字と片仮名とが入り交じった、読みづらい原文を、片仮名を平仮名に直し、さらに送り仮名や注・段
（Ⅲ）
落・句読をつけて、「資料高野長英『海外学術概要』」弓学芸」五月号所収・昭和咀・５）として発表した。
呼んでいる。
とある草稿である。「高野長英全集』（非売品）の第四巻に、草稿のまま写真版にして採録されている。本書の原典については不明であるが、おそ
らくオランダの科学書か百科辞典の記事をそのまま訳したものであろう。
訳しおえたのは、天保六年（一八三五）秋のことか。この草稿は、哲学の歴史的、批評的記述であり、換言すれば高野の哲学史ノートのような
ものである。この原稿には「フィロソフィア」とか「哲学」といった語は一度も出てこないが、哲学者のことをただ「学師」（〃学匠〃の意か）と
ち
よ
う
え
い
高野長英（’八○四～五○、江戸後期の蘭学者）は、蛮社の獄で永牢処分をうけ、ついで弘化元年（’八四四）放火脱獄し、各地を潜行した。
嘉永三年（’八五○）十月、江戸青山において幕吏に踏みこまれ自殺するのだが、この話はよく知られている。
ぷんけん
高野は当時、蘭学者と－」て卓越した人物であり、医学や兵学などの訳述の筆をよくとった。その中に「聞見漫録」というものがあるが、これは
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
史
の
概
略
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
ま
そ
こ
か
ら
、
｜
部
抜
い
て
紹
介
し
て
み
よ
う
。
こ
の
西
洋
哲
学
史
概
要
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
タ
レ
ス
か
ら
は
卜
Ｙ
ま
り
、
つ
い
で
ア
ナ
ク
シ
メ
ネ
ス
、
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
ゼ
海外学術
国内之部聞見
漫
録
第
一
き
の
と
ひ
つ
じ
判
読
不
能
天保乙未季秋［ⅡⅡⅡ］八
7２（55）
其の及門（弟子）の徒中に於て尤も秀出する者はアナキシメネスシロ囚〆言①のロ①の（し○・詔、「）アナキシマンテルシ目×言四＆『・の（シｏ・臼Ｃｌ理『）アナ
キサゴラス少目×四ｍ。『四の（缶６．ｍ三）アルセラウスレ」宍①の一］四○ｍの四人なり。
こ
と
アナキサゴラスは諸學中殊に星學を勤む。或人此に難じて曰、「汝ヂ故國の事を以て念とせざるは何ぞや、」と間ひければ、アナキサゴラス天を指して
は
い
き
あ
ん
答へけるは．「我れ故邦の事を以て癩棄すれども、之を以て過ちとせず」と云ひり．（按ずるに是れ西洋天學家の鼻岨なりｌ頭註）
活
い
ざ
り
し
や
ヒタゴラス（祠冒ｍ・国二Ｃ三「）は大厄勒矢亜と名くる虚に生れ、イタリア國の一隅（ナペリスの一部なりｌ傍註）にて今の王國開闘一二千四百
エ
ジ
ヅ
タ
年の頃、其の業を唱へ、厄日多人より數學を受け、以て比較符合の説を設け、萬物全備完成の理を解き、地を以て一の大人贈とし、精紳不滅彼此轄移
蝋献撫獣Ⅷ城、瀧出剛蹴を以てスルホノ論を立て、遂にイタリア饗を開く。
ぴ
や
く
其門にソコラーテスの・胃四斤のの（ミ』‐＄①缶．Ｏ）といふものあり。傳來諸説の非を刈り、善を以て一家の教を立て、以て大に道を開く。開千五百閥一一一
一一一十年の頃盛に其業を唱ふ。後人此の人を唱して學師の父となす。其行ふ所、飲食の節にし、能く中を主とし緋舗蝋簸川蚊忙、知足して求めず、物を忍
よ
＊
は
じ
ま
は
な
は
ひ
さ
ば
か
り
西洋に學師の創りしは又甚だ尚し。其の噴矢をタレス（日冨］①、》”し・Ｃｓ←‐豊中）及びヒタゴラスとす。年代を推すに孔子の前百五十年許に當れり。
ゲ
ロ
シ
ヤ
か
い
ぴ
や
く
も
つ
と
タレスは西洋厄勒矢亜國のミレテン三】｝の（○ｍのヨニインと云ふ虚に生れ七哲の第一なり。開闘一一一千一一一百一一一十年の頃、尤も盛に其の業を唱ふてヨニイン
男女共に、其の教を受くるもの甚だ多し。此の講堂は厄勒矢亜の貴人アカデミウスといふ人の別業なり。後世、學校を稲してアカデミーと稲する住
け
ん
よ
い
え
蓋し此に權與（開始）す。（中略）其門下、有名の徒甚だ多しと錐ども、アリストテレス鈩国の庁・庁の］の（単室‐シ・○）を以て第一とす。（中略）
セノ臼のご目（鈩巨の画芹の。ご）（韻⑤‐団○）はセイプリスといふ地のシッチヴムといふ虚に生れ、アテネ櫛のストアといふ虚に於て其の業を唱ふ。此れを以
て、後世此の學を泰ずるものをストイセイネンといふ。其の教は一々法則に從ひ、自然に協合するを主とす、エヒキュルス両目百日の（』室１国Ｏ）は元來
み
や
こ
アテネ都に生れ、其の齢三十一一年にして官〈叩を受けて學師となれり。
た
活
生徒を教育す。開闇一一一千六百五十年の頃なり。理學は畷して用ひず。唯自ら五紳舸姐即蝋を以て眞理を知らしめ（る舎勤鍬どし）、樂みを以て人の本と もとい
打
し
え
し、心を安んじ鎧を泰にし、以て其の樂しみを得るを其の教となす、此の人始めて極微を論ず噸刑位雌Ⅷ刑吋蝿Ⅲ
三十年の頃盛に其業を唱ふ。後人此の人を唱‐
き
か
ん
ぷを以て專一とせり。能く後世の躯鑑となる。
そ
の
き
ょ
う
ほ
う
す
こ
ぷ
其教法も古哲の立つる所に勝る。其及門の學徒頗る多くして、皆大名を場ぐ。其中に就てプラト句］日・ロ（』『画‐シＣといふもの秀出せり。古より此
人を讃美してゴットレイキの語を冠らす。蓋し亜師の義に當る。プラ業をソコーラテスに受く（Ⅷ訓肝切願癬鋤）開關一一一千五百六十年の頃アテナ糊に於
か
ぶ
け
だ
て其の業を唱ふ。
こ
う
の饗く。是れヨーーイン饗の岨なり。
き
ゆ
う
も
ん
其の及餌Ⅱ（弟子）の徒市〒に於て
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数両の大金を出し購入した。
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
容
易
に
手
に
入
ら
な
い
珍
籍
で
あ
っ
た
。
高野長英の関心は、ヨーロッパの医学・理化学・兵学などにとどまらず、西洋哲学の歴史にまで及んでおり、じつに博大であることがわかる。
かれは百科全書家もどきの見識、透徹した科学精神、そしてまれに見る広い視野をもった世界市民であったともいえる。
し
よ
う
ざ
ん
佐久間象山（’八一一～六四、幕末の思想家、丘〈学者）は、蘭書に親しんだことはよく知られている。吉田松陰の事件（安政元年Ⅱ一八五四
年、下田におもむき米艦に乗込もうとして失敗、捕えられ幽閉）に連座し、小伝馬町の牢を出たのち、松代に蟄居を命じられた。蟄居中はもつぱ
（Ⅲ）
ら義兄の勝海舟、義弟の村上誠之丞らの斡旋で蘭書を手に入れると、これを読破したという。
もっとも多く読んだのは兵書であり、ついで医学・物理・化学に関するものに及び、とくにリヨンのサン・ヴァンサン教区の僧であったノエル・
ショメル（Ｚ・の］Ｓ・日の］）が編んだ『百科全書』（画舅‐言忌得意三ｓａ、急・鳥】ご］、□①①］のご刊行年不詳）とプラハの大学教授ゾンメル（］・の・
の。日日の【）が著した「宇宙記」（己得§ご・菖言『、ミー員ａｓ①冒言＆》：冨冒烏碁・忌冒苫弓団目＆。§ご侭己§言ニミゼ§量自己§号菖§ミ》。｛
の①ワ『・＆①『の豆のａ①己呂の）少曰の（の己四員屋態・）を、ふだん座右から離すことなく愛読した。
当時、ショメルの書を持っていたのは、蕃書調所、佐賀藩、長崎奉行所だけであり、またゾンメルの書は、幕府の天文方と薩摩の島津家だけに
ソ
ン
メ
ル
さ
ん
ち
つ
（皿）
「題二宋墨爾一宋墨爾書一一一峡。予以二五十餘金一購し之」（嘉永壬子一二月付象山書簡）。
り
佐久間象山の学問にたいする基本的態度は、物について理（道理、わけ）・をきわめるにあり、空理空論を排して事実を尊んだ。外国の文化をわ
が
薬
篭
ち
ゅ
う
の
も
の
と
し
て
取
り
入
れ
、
真
理
の
探
求
に
努
め
た
象
山
は
、
残
念
な
が
ら
西
洋
哲
学
に
関
す
る
こ
と
ば
を
何
ひ
と
つ
残
し
て
は
い
な
い
。
から「学問」を「学師」に改めた。
（以下、省略）
師
＊原文では「西洋二学問ノ事創シハヌ甚夕尚シ其囑矢ヲタレス及上ヒタゴラストス」とある。はじめ高野は「西洋二学問ノ事：。」と書き、あと
佐久間は、弘化元年（’八四四）にショメルの百科全書（十六冊）を四十両で求め、また嘉永五年（一八五一一）三月、ゾンメルの宇宙記に五十
57）7０
つぎに徳川幕府が購求した洋書のうち現存するのは約六千冊であり、静岡の葵文庫に一一一一一一一五冊、国立国会図書館に三六○○冊保管されている。
こ
の
う
ち
か
ら
哲
学
関
係
図
書
を
ひ
ろ
う
と
、
蘭
書
が
二
冊
、
英
書
が
九
冊
、
仏
書
が
六
冊
あ
る
。
こ
れ
ら
の
専
門
書
の
多
く
は
、
幕
府
の
洋
学
校
（
蕃
書
調
所
Ⅱ
開
成
所）の書庫にあったものであるが、幕府崩壊後は、徳川家の移封にともない静岡学校へ、また一部大学南校の所蔵に帰した。
現在、国立国会図書館に収蔵されている幕府旧蔵の哲学書は蘭書二冊、英書一冊であり、掛川市郊外の「静岡県総合教育センター」が保管して
いる葵文庫中に英書九冊と仏書六冊をみいだすことができる。東京と静岡にある哲学書計十七冊の著者名・書名・刊行年および各特徴などについ
て
記
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
八
幕
末
に
招
来
さ
れ
た
哲
学
関
係
の
洋
書
』』』己・画』い×』四・『ｎ口】．
セ
ー
・
ウ
エ
ー
・
オ
プ
ゾ
マ
ー
箸
一
四
厚
さ
約
２
叩
（
開
成
所
旧
蔵
本
）
鋤
『
ど
１
℃
ゴ
・
可
守
§
、
員
・
ミ
宮
ミ
」
2） ［国立国会図書館蔵本］
仙少・］．ご】三后四Ｒ）二Ｃ瀞狩、、夏、ご・・撞冒苞冒香ミ、・薑ミ奪豊》頃同薯沁、のｓ符号曽冴旦亘、言・一言向①【の〔の□の①］・国］己．シ・目三の曰の庁のショヴの曰』、＆
アー・イェー・フィトリンガ箸「哲学発達史・哲学物語』一八五五年アーネムのデー・アー・ティーメ社より刊行。初版。一一一一一四頁。川、×川、。厚
さ
約
２
叩
同
書
は
哲
学
の
根
源
と
し
て
の
精
神
の
発
達
、
哲
学
に
つ
い
て
の
認
識
、
哲
学
の
重
要
性
な
ど
を
説
く
。
】・少一旦①貝同行ミ冒冴ミミミミミミＣ萱言ｇご・□・少弓一の庁・口伜ＯＰｚの勇「田・【丙》］函＄・巴四℃」①×］』・ｍｎＢ
ジェ・オールデン著『知的哲学の初歩」一八六九年ニューョ１クのデイ・アップルトン社より刊行。二九一一頁。
○．ご『・○官○○日の同□のミロミ言ミの言岑ミ、討曾》ご菖苫§・弓言の①□の》ケの日】の曰の□目宍・国一］・国・○のＳｐａ陣●○日ご庁のレヨの（のａ四日》』⑭ｓ・国ヨロ・旨・』×屋。、ｎ日．
－．ウエー・オプゾマー箸「真理とその根源」改訂第一一版。一八六二年アムステルダムのイェー・ハー・ヘラルト社より刊行。一一六七頁。川、×Ⅲ
ｎｍ×伽叩厚さＭ叩
(58）６９
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仙淳＆の胃【Ｃの己の。□三四三ＤＰミミミロミミ畳菖）錫言｛己ミ言ｇご・』己のｇ【のａの①９ＰＣ己・Ｐ』②望』ヨロ』Ｃ×田・日
フレデリック・デニソン・モーリス箸『論理学と形而上学』改訂第二版。一八五四年ロンドンで刊行。’五七頁。別、×、、。厚さ咽、。アンカット
本。著者はロンドン大学の教会史教授。同書はアウグスチヌスやグレゴリウス以後のラテン哲学、十世紀から十三世紀までの哲学。トマス・アキナス、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
哲
学
な
ど
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
（
開
成
所
、
静
岡
学
校
旧
蔵
本
）
同書は教科書として書かれたものであり、「序」によると、同書の目的は、学生に哲学体系を教え、かつかれらの思考をきたえるに在るという。（大学
南校旧蔵本）
鱸 ［静岡県総合教育センター蔵本］（葵文庫）
葵文庫（掛川市郊外「静岡県総合教育センター」
収蔵されている、旧幕府の哲学関係の洋書。
一」
[筆者撮影］
③。①ロの国０戸□の曰の。□三目口ＣＱ津冨ミミ冨書②＆ご牝ロミミｇミミミミミａ
１
ミ豊菖）煽言ご萱言＆ミミミ＆ミご尋のＯ薑葛ミミロ》一号のロ・の国蔑Ｐ国・宮》四己
②句【のＱの風、丙己の己の。□冨呂ｐｏＱ言、＆、ご己、言言８昏一・錦ロミロ罫⑮ミミ・首（
ロミミ凰邑香量ｓご言言８匂、ご言罫の功尋ご罫⑯履尋＆苫雪道、言言８管・』＆の９
四ｓ囚ａ○国或冒目ＱＣＰ円ｏｐＱｏＰ田＄』田□」①．、×局・函ＯＢ・
フレデリック・デニソン・モ１リス著『中世哲学、すなわち五世紀から十四世紀
までの倫理学および形而上学論』一八五九年ロンドンのリチャード・グリフィン社
から刊行。一一五三頁。Ⅲ、×川、。厚さ別、。アンカット本。
同書は学生用の教科書として執筆されたもの。（開成所、静岡学校旧蔵本）。
6８（5９
０。【巨己四口ご》ＰｏｐＱ○口》桿函③］・国③つロロ、×桿函Ｃｐ〕．
同書は倫理学者の考えや教義について批評した講演を含む。どこまで人は正しいか、どこまで人はイギリスの道徳的考察に寄与できるか、等について
論じている。（開成所、静岡学校旧蔵本）。
⑤ヨニ］国曰ご写のぎの］］叩ドミミ園・菖尋の香冴冒巳ミミ・員冨一号＆。ご・四目①言の○・己の碕亘・Ｐ団の一一国＆ＯＰＣ自己『丘、①》］②己・さｇ」ｃ×屋ロロ・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ヘ
ウ
ェ
ル
箸
「
倫
理
学
史
講
義
』
新
版
。
一
八
六
二
年
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
デ
ィ
ト
ン
、
ベ
ル
社
か
ら
刊
行
。
四
○
六
頁
。
四
ｍ
×
田
、
。
側甸『＆＆ｎ斤Ｃの己の。ｐ宮自国８ミミミ冨已萱冒ｇご・二口言貝爵ミミミミミ旦冒冒菖）窃冒（暮号ご已冒、ざ言暮のご言司§罫、の薑ミさ等⑯田〉雪＆
用恩○言斡冨屋）麓寄□ぬ毎彗邑扇、昔ご尋、曽冒の尽圏琴ロミミミ・のｄ魚】Ｐ因○ヶロ四目ｑ８昌目】》ＰｏｐｇｏＰ屋ｓ・雪ｇ」＠．ｍ×届．⑫ロロ．
フレデリック・デニソン・モーリス著「古代哲学ｌ西暦紀元前の倫理学および形而上学論』第四版．一八六一年ロンドンのグリフィン、ボーン社か
ら
刊
行
。
二
六
○
頁
。
妬
、
×
ｎ
ｍ
。
厚
さ
２
ｍ
。
⑥三一二国日出囚旦一汁・貝ｈＲ冒鼠・菖冒昌己昏凰目§＆ト侭局「ｓ旨蒼昌菖冒目・○・ロ］ロロヨロロ８］Ｐ因・ｍ８Ｐ］の鳶。②ｐ医・←×缶・』ｎ日・
ウィリアム・ハミルトン著「形而上学ならびに論理学講義』第一巻、刑而上学、一八六四年ボストンのグールド．アンド・リンカーン社から刊行。七
一八頁。川、×川卯厚さ４期
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ニ
ソ
ン
・
モ
ー
リ
ス
箸
『
近
代
哲
学
す
な
わ
ち
十
四
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
の
倫
理
学
お
よ
び
形
而
上
学
論
。
十
九
世
紀
も
瞥
見
』
一
八
六
二
年
ロ
ンドンのグリフィン、ポーン社から刊行。六七六頁。川、×川叩。厚さ州、。アンカット本。（開成所、静岡学校旧蔵本）。
著者はエディンバラ大学の倫理学・形而上学教授。大学で行なった講義を編んだもの。（開成所、静岡学校旧蔵本）。
同
書
は
ユ
ダ
ヤ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ペ
ル
シ
ャ
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
各
哲
学
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
。
（
開
成
所
、
静
岡
学
校
旧
蔵
本
）
Ｐ
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届（ｌＤ
ＣＪ１
目＝●●
⑪三・目巨一一旨のＱＳ【ｇｏの§冨場８量、忘冨弓、意ご旨》宮＆巨呂自冨『言・室の印四＆．⑰ぐ得～ｍ》］・］・ロロウ○ｓの【の【ｎｏ目宮、己の》勺胃一の》」画き～』震］・国①．』×弓Ｑご・
二ルクス・トリウス・キケロ全集五巻」ニザール訳。五巻本。一八四○年から四一年にかけてパリのジ・ジ・デュポシュ社から刊行。川、×川、。
校旧蔵本）。
⑩三勺異国Ｏの臣ｑｏＣ口Ｑ、）ミ②烏、言言８香尉』。の９四四ｓの耳の》弔囚『】の》屋銘・』三℃』四・四×］四・『０日・
エム・パトリス・ラロク著「哲学講義」第二版。一八一一一八年パリのアシェット社から刊行。四○○頁。川、×Ⅲｍ・アンカット本。厚さ期、。（静岡学
シヤルル・ド・セコン時‐・一
三頁。妬、×加叩。厚さ４ｍ。
(９ 同書は、
校旧蔵本）。
旧司『自口の毫昌一目Ｓこの鳥ミミ隊ミミ・員吻ミミの・閃のぐ】の①ロロ＆ごロ・ぐの□のｇｏｏＥ一口四三Ｆ旨８］ご》団・の芹・Ｐ屋己》睾合・国ｃ×届。』ロロ・
フランシス・ウェイランド著「倫理学の初歩」改訂版。一八七一年ボストンのグールド．アンド・リンカーン社から刊行。一一一九四頁。別、×川、。
、］・の①日出四ぐの貝ミミミ、ミ言８蔓ミロミ＆長言のｓ蔓冒（ロミ、ミミ句貝の暮言・の。□｝□目。巨口８］ＰｍｏｍＳｐ》］②二四ｓや巴×』』０日．
Ⅲ
四
厚
さ
期
、
。
一
巻
目
の
厚
さ
は
州
四
同書は、著者がブラウン大学で倫理学を教えたときの講義を基に編んだもの。（静岡学校旧蔵本）。
エム・ヴィ・クザン箸「哲学史講義、十八世紀の哲学史』一一巻本。一八四一年パリのディディエ社から刊行。ｎｍ×Ⅲ卯
ジョゼフ・ヘイブン著『倫理学、理論的かつ実用倫理学をふくむ』’八七○年ボストンのグールド．アンド・リンカーン社から刊行。三六一一頁。Ⅲ、×
三・ぐ．ｏ・巨の胃Ｓ§②鳥『諄冴ご言鳥ｓ菖弓呂菖員
三○昌の⑩ＰＢＣロ［）⑮｛くぎ畳烏のＳ貴く○一・円》□の目一の円のの」・庁○日のＣ『の三国の）シ巨〆□の己のロの口の］四８口］宮、日の》シ日の（のａ四日』『色・田四つ』①×四つｎ日・
ヤ
ル
ル
・
ド
・
セ
コ
ン
ド
・
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
「
法
の
精
神
』
最
新
版
。
一
七
四
九
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
オ
ー
・
デ
パ
ン
・
ド
・
ラ
・
コ
ン
パ
ニ
ー
社
か
ら
刊
行
。
五
三
著者がアマースト・カレッジの心理学・倫理学教授であったときの研究成果である。最上級クラスのための講義として準備したもの。（静岡学
寄冴Ｓご同旦、旨、言どのｇｓ符已冨』【一自国⑯口勵ｑ奇已ぐ・斤○日の円の『ｚ○巨ぐ①一］①の□・ロ昼一の『》石口『一の》〕⑭偉・臣×
61）6６
キリシタンの刊行物の中に、〃哲学〃と関わりをもった語を多くみかけることは、すでに述べた通りである。西洋哲学や神学をわが国に伝えた
のは主としてイエズス会士であったが、意外にも外国商人もそれらの日本流入に一役買っていたのである。キリシタン時代、平戸のイギリス商館
長であったリチャード・コックス（一五六六～一六一一四、’六一一一一年～一一三年まで在任）は、日記の中で、日本に招来した書籍について記してい
これらの哲学書十七冊には、書き込みは一切なく、何冊かアンカット本も含まれている。その内訳は、哲学史をはじめ、倫理、形而上学、哲学
講義に関したものが多いが、これらの専門書が幕末から明治初年にかけて、どの程度よまれ、理解されたかについては何ともいえない。私見によ
れば、ほとんど読まれることなく。薄暗い書庫の中でほこりをかぶっていたのではないだろうか。
る
。 九西
洋
哲
学
移
入
小
史
ｌ
江
戸
期
か
ら
明
治
期
ま
で
側の．Ｈ】すの温亘の貝旧○四Ｅの）ｈ＆のｑ符菖Ｒ鳥
閂口斤の【ご図画○口四］》祠四国の》］②＠ｍ．←①画己・■図×』ｍｎＨｐ・
ジェ・ティベルギィアン箸『論理学、認諜
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社
か
ら
刊
行
。
四
九
二
頁
。
皿
、
×
順
⑪足百ｍ口の庁のＣ・曰冨Ｓミ②烏、言言８岑尉、。②量烏・のぐ・已のｇ】・国・国＆］］】のＨの①黛一］の．勺四国の。］、三・四つ・』×』②．⑰０日・
オーギュスト・コント箸「実証哲学講義』二巻、十一一版。’八六四年パリのジェ・ベ１．バィリェール・エ・フィス社から刊行。Ⅲ叩×Ⅲ、。
同書の上巻は五一三頁、厚さが畑、、下巻は四七一一一頁、厚さが川、ある。（駿府学校旧蔵本）。
同書の上巻は五三六頁、厚さが加、、下巻は四九一一頁、厚さが３ｍある。
の・目】すの【ぬ亘の貝旧○四□口の）ｈ＆のｑ符菖尽（＆、旨８言菖凰画旨胃⑮－、黄、ミ獄『、Ｃミ蕎罫、ｓ骨《囮習ごロ奇（忌冒８菖曽自画旨菖尽め田ミご酉冨困膏の、いざ厨旨｝舟『罫冒寿）画く。
●
●
学
、
認
識
の
科
学
ｌ
第
一
部
認
識
に
つ
い
て
の
一
般
的
理
論
、
そ
の
起
源
そ
の
法
則
そ
の
正
当
性
』
’
一
巻
パ
リ
の
ア
ン
テ
ル
皿
、
×
咀
四
厚
さ
川
叩
（
静
岡
学
校
旧
蔵
本
）
。
62）６５
西洋哲学伝来考
作成しおえていた。
日本における西洋哲学研究は、幕末になってようやくその萌芽が見えだしたが、その口火をつけたのは西周であった。西がヨーロッパの哲学書
（Ⅷ）
に接したのは、藩書調所に勤めていたころであり、かれは当時英書をよんでおり、英文の哲学書に接したものと考、えられている。麻生義輝著『近
世日本哲学史」（近藤書店、昭和Ⅳ・７）によると、西周は文久一一年（一八六二）六月ごろ、藩書調所で講義するつもりで「哲学講義案」をすでに
その中には哲学に関係したものも若干含まれる。西洋哲学がらみで、この問題にはじめてふれたのは麻生義輝である。麻生は自著『近世日本哲
学史」（近藤書店、昭和Ⅳ・７）の中で、聖アウグスチヌスの「神の国』ｅの、三画（①□①一》室①）の英訳《《○口岳のＱ□・｛の己冨がコックスの日記
（川）
（Ⅲ）
にみられることに一一一一口及し、また同日記の一六一七年一月九日（元和２．閏ｎ．２）付のくだりに、《固のの＆のの》》とある書物を、フランシス・ベーコン
（’五六一～’六二六、イギリスの随筆家、哲学者、政治家）の哲学論集であろうと推察している。
しかし、これらの書物が日本に舶載されたことは事実としても、日本人によって読まれたのか、あるいは何らかの影響を日本人にあたえたのか、
と
い
っ
た
点
に
な
る
と
何
も
判
明
し
て
い
な
い
。
ま
み
ち
しかし、同年一一一月に幕府より津田真道（’八一一九～’九○一二、
ンダ留学を命じられたために、その計画は実行されずに終った。
の
ち
明
治
期
の
官
僚
・
啓
蒙
学
者
）
ほ
か
十
三
名
（
士
分
九
名
、
職
方
四
名
）
と
と
も
に
オ
ラ
（川）
西
と
津
田
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
、
レ
イ
デ
ン
市
を
離
れ
ず
、
文
久
三
年
四
月
十
八
日
（
’
八
六
三・六・四）から慶応元年十月十四日（一八六五・一一一・｜）までこの
学都で下宿生活をする一方、レイデン大学教授シモン・フィッセリング
二八一八～八八）から政法学・万国公法学・国法学・経済学・政表学・
周晒国勢学などの講義の大要をまなぶために、週二回夜レイデン市ラーペン
日瀧ブルフ用四℃の弓日、十一一番地（いまは学生用のアパート）の私宅に通っ
たっ
た
。
撮
〈Ⅲ）
後
講
義
が
は
じ
ま
る
前
に
、
西
ら
は
Ｊ
・
Ａ
・
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ク
と
い
う
名
の
地
元
蘭渡
の小学校の校長から一週六時間オランダ語の特訓をうけた。西と津田は
レ
イ
デ
ン
滞
在
中
、
当
時
学
界
を
風
び
し
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
6４（63）
（一八○六～七三、イギリスの経済
礼をうけて帰朝したとされている。
に一橋慶喜は徳川
年の夏であった。
この時期、江戸にいた学者らはよく京都に上洛を命じられており、西も将軍に従って京都におもむくと、四条大宮西入更雀寺に滞在した。慶応
一一一年二月ごろ、かれは私塾を開いた。内弟子も一一一十名ほどいたらしい。門人ちゅういちばん異色であったのは、新撰組の隊士一一名であり、かれら
（川）
は西から、ヨーロッパの法学、哲学（主に「百一新論」）などの講義を聴いた。気風が荒々しい、浪士の武力集団にも、好学の士がいたとみ、える。
新撰組隊士とは、つぎの二人である。
る。 両人は慶応元年（一八六五）十二月、一応学業をおえて帰国した。時勢は幕府にとって利あらず、翌慶応一一年一月、薩長の密約が成り、年暮れ
（川）
｜橋慶喜は徳川宗家をつぎ十五代将軍となった。おなじころ、西は『万国公法』（訳本四冊）を刊行し、これを献上した。｜股の刊行は慶応四
慶応四年（一八六八）一月、戊辰戦争がはじまると、幕軍は優勢な官軍にやぶれた。同年八月明治天皇の即位の大典がおこなわれ、明治と改元
メ
モ
慶応年間における西の代表的な著述は「百一新論」であるが、これはかれの私塾における講義またはその覚書として執筆宍くれたもののようであ
維新後、岐阜県職員となり、明治十年二月岐阜少書記官を経て岐阜県代書記官、同十一年十月大書記官。その後の経歴については不明。
む
ら
か
み
き
よ
し
村上漬（？～’八六八）・…：肥後国熊本の出身。慶応元年七月までの京坂における隊士募集に応じて入隊。諸士取調役兼監察をつとめたが、慶応四
年（一八六八）一月の鳥羽・伏見の戦いにおいて負傷し、大坂城で治療中、城外の火災を敵兵の攻撃と誤認し自刃した（『新撰組大人名辞典』新人物往来
社、平成咀・３）。
に
応
じ
、
九
番
組
に
属
し
て
上
洛
。
文
学
師
範
。
の
ち
き
ぴ
し
い
隊
則
の
中
で
、
離
隊
を
認
め
ら
れ
た
も
の
か
。
維新後、岐阜県職員となり、明治十年二月岐｛
む
ら
か
み
き
よ
し
村
上
情
（
？
～
’
八
六
八
）
・
…
：
肥
後
国
熊
本
の
Ⅲ
し
ば
し
ぱ
ゆ
う
ぞ
う
司馬良作（一八四一～？）……陸奥国仙台の出身。斯波雄蔵と同一人物であるらしい。慶応元年（一八六五）四月の士方歳一一一による江戸での隊士募集
応
じ
、
九
番
組
に
属
し
て
上
洛
。
文
学
師
範
。
の
ち
「
洋
行
に
志
ざ
す
と
こ
ろ
あ
り
て
、
修
行
す
る
暇
を
乞
い
て
退
去
す
」
（
「
新
撰
組
始
末
記
』
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
・
哲
学
者
）
や
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
二
七
九
八
～
一
八
五
七
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
社
会
学
者
）
の
実
証
哲
学
の
洗
(64）６３
西洋哲学伝来考
は
〃
日
本
哲
学
の
祖
〃
で
あ
っ
た
。
明治三年（’八七○）一一月、大学規則および中小学規則が発布され、同年間十月、大学南校規則が定められた。南校の課業は普通科と専門科か
レ
ト
リ
ッ
ク
ロ
ジ
ッ
ク
ヒ
ロ
ソ
ヒ
ー
らなるのだが、専門科の文科の課目に修辞学・論理学・哲学などがみられる。けれどじっきいこれらの一二教科は教授されたかどうか定かでない。
（皿）
明治七年（一八七四）にはじめて、「哲学」という一一一百葉が日本の学会に誕生した。西周が自著『百一新論』（明治七年刊）において、「哲学」と
いう語を定めたのが最初である。それまで西は、「哲学」に代わる語として、「性理学」「理学」「フィロソフィア」といった言葉を用いていた。西
第
三
期
（
明
治
三
十
年
～
明
治
四
十
年
代
）
…
…
…
明
治
一
一
十
五
、
六
年
ご
ろ
よ
り
三
十
年
代
に
か
け
て
、
哲
学
が
学
問
的
な
形
を
そ
な
え
て
き
た
。
紹
介
か
ら
学
問
的
な
理
解
と
研
究の段階へと移って行った。とくに明治の末年’四十年代に入ると、哲学的思索は深化し、創造的精神が芽ばえ大正期へと移行する。
明
治
二
十
年
代
よ
り
、
政
府
が
国
家
や
文
教
体
制
の
範
を
帝
制
ド
イ
ツ
に
仰
い
だ
た
め
に
、
ド
イ
ツ
流
哲
学
が
優
勢
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
経
験
論
と
ド
イ
ツ
的
観
念
論
ば
ん
か
つ
う
との闘争期でもあった。半可通があたかも自分の意見を独創のごとく、王張する悪風があり、原典研究の要が叫ばれた。
哲
学
者
）
ら
の
著
述
が
上
級
生
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
（Ⅲ）
明治－工年（’八六八）八月、徳川家は静岡へ移封となり、九月には静岡学問所設置の鯛書が発せられ、十月から四シ［
して授業を開始した。また沼津には兵学校が創られ、当時の一流の人才を教育にあたらせた。とくに沼津兵学校は、明巫
国漢・語学（英・仏）に加えて、論理学や倫理学の教育をも企てた。が、兵学校は明治五年（一八七一一）三月に解散し、
明
治
時
代
の
哲
学
界
の
動
向
を
か
り
に
時
代
的
に
区
分
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
学
）
が
、
ま
た
尺
振
八
の
共
立
学
舎
（
明
治
三
年
創
立
）
で
は
、（川）
哲
学
者
）
ら
の
著
述
が
上
級
生
の
テ
キ
ス
ー
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
した。明治初年ごろ、府内には大小の私塾があり、福沢の慶応義塾ではウェランド、ギゾーの著作以外に「メタヒジックス」（純正哲学、形而上
せ
き
学）が、また尺振八の共立学舎（明治一二年創立）では、ジョン・スチュアート・ミルやジェレミー・ベンサム（’七四八～一八一一一一、イギリスの
黎明期（哲学発生の時代）……………………明治初期、「明六社」系の啓蒙思想家らにより、イギリス、フランス哲学などが輸入された。
第
一
期
（
明
治
七
年
～
明
治
十
二
年
）
…
…
…
…
…
哲
学
が
学
問
と
し
て
の
形
式
を
そ
な
え
、
開
成
学
校
（
の
ち
の
東
京
大
学
）
で
教
育
・
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
第
一
一
期
（
明
治
十
年
～
明
治
一
一
十
年
）
…
…
…
…
…
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
米
人
）
が
来
日
し
、
東
京
大
学
で
ド
イ
ツ
観
念
論
の
哲
学
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
・
弁
証
法
）
な
ど
を
講
義
し
た
。
九
月
に
は
静
岡
学
問
所
設
置
の
鯛
書
が
発
せ
ら
れ
、
十
月
か
ら
四
シ
足
御
門
元
勤
番
屋
敷
を
校
舎
と
の
一
流
の
人
才
を
教
育
に
あ
た
ら
せ
た
。
と
く
に
沼
津
兵
学
校
は
、
明
治
二
年
四
月
文
学
科
を
併
置
し
、（Ⅲ）
も企てた。が、兵学校は明治五年（一八七一一）一二月に解散し、陸軍養成所に編入された。
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
65）6２
福沢は、ミルやベンサムといったイギリス流の思想を根底にすえて、一種の歴史哲学、文科哲学を説き、その具体的成果は、『学問のす、め』
（川）
（明治５）であったり、『文明論之概略」（明治８）であった。しかし、福沢の血脈深く流れていたのは実利主義の思想であった。
明
治
十
年
二
八
七
七
）
四
月
、
法
文
理
医
か
ら
成
る
東
京
大
学
が
設
立
さ
れ
、
こ
の
と
き
学
科
名
に
、
西
周
か
ら
訳
語
を
借
り
て
哲
学
（
当
初
、
動
議
学
と
も
い
つ
（畑）
た）・論理学の語が表われ、かつじっきい法学部や文学部で教授された。その後、大学は外国人教師を招へいし哲学の講義や演習にあたらせ、また
日本人の中にも哲学的学科を教える者があって、日本における哲学研究は、これまでよりも一層本格化した。
同
年
六
月
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
腕
足
類
の
採
取
の
た
め
に
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
エ
ト
ワ
ー
ド
。
Ｓ
・
モ
ー
ス
（
’
八
三
八
～
一
九
一
一
五
）
は
、
汽
車
の
窓
か
ら
大
森
貝
塚
を
発
見
し
、
の
ち
東
京
帝
国
大
学
で
動
物
学
を
教
え
る
よ
う
依
頼
さ
れ
、
講
義
の
中
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
は
じ
め
て
日
本
に
紹
介
し
た
。
そ
し
て
ダ
ー
ウ
（川）
インの進化論の哲学を組織した哲学者ハーバ１ド・スペンサー（一八一一○～一九○三）の学説を採り入れたのは外山正一教授であった。
（皿）
明
治
十
四
年
（
’
八
八
一
）
四
月
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
英
和
哲
学
辞
典
「
哲
学
字
彙
全
附
清
国
音
符
』
（
東
京
大
学
一
二
学
部
印
行
、
四
六
判
、
一
一
一
七
頁
、
明
治十七年五月、井上哲次郎、有賀長雄らによる増補改訂版が東洋館書店より刊行）が刊行された。西は同書の編纂について相談にあずかったとき
哲
学
の
発
生
に
お
い
て
重
要
な
人
物
と
い
え
ば
福
沢
諭
吉
で
あ
る
。
明治初期の思想団体の一つに「明六社」（明治六年創立、同人年解散）というものがあったが、これは森有礼を中心に、西周、中村正直、福沢
諭吉らによって設立され、明治七年から『明六雑誌』を刊行し、啓蒙活動を行なったことはよく知られている。これらの発起人の中で、明治期の
（六六頁）
東京大学を例にとると、明治十年以降、学科組織はたびたび改変がおこなわれた。明治十四年二八八一）九月、従来、政治学・理財学ととも
に一学科をなした「哲学」を独立させ、第一科とした。哲学科の学生は、専門科目として第一年次において論理学、第一一年次には哲学、第三年次
（川）
れる。厄三・ｍ・巳の【…：：…………・……：：：：：…哲学士
］〉（［・日］□二・の。□ご………・…・…………・…道義学
祠三・の。□弓：：…………………：。：…：：：哲学
ちなみに同辞典の初版（明治ｕ・４）において、哲学関係の語は、つぎのように訳されている。
66）６１
西洋哲学伝来考
ケ
ー
ベ
ル
は
来
日
し
た
と
き
四
十
を
越
え
て
お
り
、
一
見
哲
学
者
の
風
貌
を
し
て
い
た
。
ブ
ッ
セ
と
は
異
な
り
、
机
に
す
わ
っ
た
ま
ま
低
い
声
で
講
義
を
し
た
。
当
時
、
選科生であった西田幾多郎は、師から古典語学習の要を説かれた折、手ずからタバコをすすめられ、タバコはたしなみませんというと、ケーベル
は唱さ言い８否日巨のの日巨＆のロ）（「哲学者はタバコを吸わざるべからず」）とからかわれた。
明
治
時
代
の
第
二
期
に
ア
メ
リ
カ
人
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
来
日
し
、
明
治
十
一
、
二
年
か
ら
同
十
九
年
ご
ろ
ま
で
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
お
い
て
と
く
に
へ
ｌ
ゲ
ル
の
哲
（皿）
学を説いた。同時期にクーパーというイギリス人がおり、これが哲学史やカントの哲学の講義を英語で行なった。明治二十年（’八八七）ドイツ
からルートヴィヒ・ブッセが来日し、同一一十五年まで大学において倫理学・哲学概論・美学などを講じた。ブッセが日本を去った翌年（一八九三Ⅱ
明
治
二
十
六
年
）
に
ケ
ー
ベ
ル
が
来
日
し
、
大
学
に
お
い
て
古
典
語
・
哲
学
・
ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
学
な
ど
を
講
じ
た
。
と
く
に
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
の
興
味
を
学
生
の
あ
い
（皿）
だに並曰及するよう努めた。
分が感じられる。
には近世哲学・インドおよび中国哲学、第四年次には道義学・審美学・インドおよび中国哲学などを履習した。外国人教師としては、エルネスト．
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
（
一
八
五
三
～
’
九
○
八
、
ア
メ
リ
カ
人
）
が
哲
学
や
政
治
学
を
担
当
し
た
。
（川）
明治十七年（’八八四）ごろ、東京大学を中心に「哲学〈室」が創設され、『哲学会雑誌』が刊行された。
明
治
時
代
の
有
名
な
自
由
民
権
思
想
家
・
中
江
兆
民
（
’
八
四
七
～
’
九
○
一
）
は
、
長
崎
や
横
浜
や
江
戸
で
日
本
人
や
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
の
ち
、
明
治
四
年
（
’
八
七
二
か
ら
同
七
年
（
’
八
七
四
）
ま
で
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
帰
国
後
、
し
ば
ら
く
外
国
語
学
校
校
長
を
勤
め
た
が
、
程
な
く
職
を辞すと（明治七年（’八七四）麹町五番町二番地に「仏蘭西学舎」（のち「仏学塾」に改称）をひらき、フランス流民権思想を広めた。
中江の私塾は、四ヵ年制であった。敷地は一六○坪、建物は六○坪、教員は一一一名、学生定員は一一五名、授業科は一円二○銭であった。教科
（〃法の精神“）
は語学にかぎらず、フランス書をもって法律・歴史・文学・経済・哲学などを教えた。哲学関係では、モンーアスキューの『万法精理』、ルソーの『民
約
論
』
、
ジ
ュ
ル
ダ
ン
の
『
哲
学
』
な
ど
を
教
え
た
。
こ
の
塾
は
、
当
時
も
っ
と
も
程
度
が
高
く
、
明
治
二
十
一
年
（
’
八
八
八
年
）
に
廃
校
に
な
る
ま
で
一
五
、
六
年
も
つづいた。
こ
う
げ
ん
中江は明治十五年（一八八一一）ルソーの「社会契約論」を漢訳・解説した『民約訳解』を刊行し、人民、王権を説いたり、『理学鉤玄』（明治四．
よ
（伽）
５、哲学概論のようなもの）の中で、哲学のことを「易経窮理ノ語二拠り更二訳シテ『理学』」と呼んだ淀ここにかれの権威に対する反骨の気
6０（67）
日本人が西洋哲学を本式に受け入れ、学びはじめたのは明治維新後のことである。が、受容の道筋をたどってゆくと、はるか室町（戦国）時代
末期（十六世紀後半）にまでさかのぼることができる。キリスト教の日本伝来は天文十八年（’五四九）のことであるが。、ザビエルをはじめか
れにつづいて来日したイエスズ会の宣教師らによって、日本人は西洋思想（スコラ哲学、ギリシャ哲学）や神学の観念を伝えられたのである。
その他元良勇次郎、中嶋力造らも教唖
あ
り
、
な
か
な
か
元
気
の
よ
い
講
義
を
し
だ
かドイツ語風になり、《鴇ミミ言菖囚沖の］
二十四、五年頃の東京文科大学選科」）。
明治三十年以降、国民の自覚が高まい
が
高
い
と
考
え
る
風
潮
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ヱ
研究の学風をつくる要が叫ばれた。明》
（伽）
明治四十年代に入ると、国民の自覚、自我の、王張が高まり、国家主義、日本、王義として発展し、また、哲学的思索が進むにつれて西田幾多郎
（’八七○～’九四五）や桑木厳翼らの新しい時代を開く研究が生まれ、大正期へと移行した。ことに西田の哲学は、ドイツ観念論を主体的、批
（Ⅳ）
判的に総合した独特な哲学である。西洋哲学がわが国に輸入三」れて以来、わが国最初の独創的な哲学であると同時に、世界に冠たる日本哲学とい
やがて社会の変移、］（脇）
毎月講演〈室をひらいた。
究
の
中
心
と
な
っ
た
。
明治一一十三年（’八九○）ごろ、井上哲次郎が帰朝すると、当時ドイツで流行していたショーペンハワ１、ハルトマンなどの学説を紹介したが、
同
二
十
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
、
哲
学
は
学
問
ら
し
い
形
を
と
と
の
え
て
き
た
。
その他元良勇次郎、中嶋力造らも教授になり、ここに日本人の教授がそろったが、外国人教師の中でも異色であったのは当時三十代のブッセで
あ
り
、
な
か
な
か
元
気
の
よ
い
講
義
を
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
人
は
、
皆
英
語
で
講
義
し
た
の
だ
が
、
ブ
ッ
セ
は
調
子
づ
い
て
く
る
と
、
英
語
の
発
音
が
い
つ
の
間
に
かドイツ語風になり、《鴇蔦冒言菖囚【亘彊蔦冒言菖》（いく世代も）が、「ゲネラチョーン・アフター・ゲネラチョン」となった（西田幾太郎「明治
えた。むすび
（剛）
国
民
の
自
覚
が
高
ま
り
、
学
者
は
世
界
観
や
人
生
観
に
関
す
る
確
信
を
発
表
し
た
り
、
他
人
の
説
に
超
越
的
批
評
を
加
え
、
み
ず
か
ら
地
位
、
能
力
（皿）
が
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
流
と
名
乗
る
学
者
に
至
っ
て
は
、
そ
の
説
は
哲
学
史
の
く
り
返
し
、
独
り
よ
が
り
の
卓
見
に
す
ぎ
ず
、
も
っ
と
Ｊ
ｂ
着
実
な
哲
学
要
が
叫
ば
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
（
’
九
○
六
）
京
都
帝
国
大
学
に
新
た
に
「
哲
学
科
」
が
開
設
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
と
並
ん
で
哲
学
教
育
と
研
社
会
の
諸
問
題
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
や
、
東
京
帝
国
大
学
に
一
‐
社
会
学
研
究
会
」
が
生
ま
れ
、
こ
の
会
は
雑
誌
『
社
会
」
を
発
行
し
た
り
、
(68）５９
西洋哲学伝来考
キリシタン信徒は、イエズス会の布教・教育活動や刊行物などを通じて、西洋哲学や神学、数多のヨーロッパの思想家らと接触したのであるが、
江戸時代（十七世紀）に入ると、幕府による相つぐ禁教令や鎖国令によって、せっかく緒についた哲学・神学教育や研究も完全に潰えてしまう。
け
れ
ど
西
洋
学
術
の
移
入
と
研
究
は
、
長
崎
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
易
を
通
し
て
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
細
々
と
続
け
ら
れ
幕
末
を
む
か
え
る
。
と
く
に
志
築
忠
雄
、
渡
辺
華
山
、
吉
雄
俊
蔵
、
高
野
長
英
と
い
っ
た
洋
学
者
ら
は
、
蘭
書
を
通
し
て
、
う
す
う
す
な
が
ら
西
洋
哲
学
（
史
）
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
い
た
し
、
哲
学
思
想
を
ふ
く
む
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
西
洋
の
天
文
学
や
道
徳
な
ど
と
関
わ
り
を
も
っ
た
洋
学
者
・
儒
学
者
・
国
学
者
・
思
想
家
と
な
る
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い。しかしながら西洋文化移入の前駆者である洋学者は、ヨーロッパ哲学に対して一様に深い理解や関心を寄せていたとは思われない。
豊
臣
、
徳
川
時
代
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
厳
禁
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
当
時
の
日
本
に
は
、
宗
教
と
か
か
わ
り
の
深
い
西
洋
哲
学
や
神
学
を
受
け
入
れ
る
下
地
も
な
け
れば、それらについて攻究する態勢も整っていなかった。したがって、わが国の思想の発展において顕著な働きをせず、ましてやキリスト教的哲
学が、一つの宗教哲学、｜つの独立した哲学思想として展開することはなかった。
本
稿
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
に
端
を
発
し
た
西
洋
哲
学
の
移
入
ｌ
そ
の
日
本
的
展
開
の
歴
史
と
過
程
ｌ
に
主
眼
を
置
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
．
思
想
の
世
界
に
暗い筆者の疑義に対して懇切なる説明を加え、また参考文献等を貸与された吉田傑俊教授に、末筆ながら感謝の意を表します。
ま
た
文
献
資
料
に
関
し
て
は
、
上
智
大
学
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
）
、
立
教
大
学
附
属
図
書
館
、
学
習
院
大
学
附
属
図
書
館
、
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
中
央
図書館、財団法人東洋文庫、国立国会図書館、静岡県立中央図書館、静岡県総合教育センター、天理大学附属天理図書館、同志社大学附属図書館、
大分県立先哲資料館、天草コレジョ館、レイデンの文書館、等のお世話になった。記して謝意を表します。
要』を教科書として用いた。
ついでペドロ・ゴメス神父やフランシスコ・カルデロン神父らによって、簡潔な教理神学が外国人神学生だけに教授された。日本人が哲学や神
コ
レ
ジ
オ
学をはじめて正式に教わったのは、文禄一二年（’五九四）のことであり、天草の学院においてであった。そのときゴメス神父が編んだ『神学綱
当時、わが国には「哲学」とか「哲学者」といった訳語はなく、それらを意味するポルトガル語やラテン語がそのまま使われていた。日本にお
いて西洋哲学がはじめて講じられたのは、キリスト教が伝わって三十四年後の天正十一年九月（一五八一一一年十月）のことであり、府内（現・大分
コ
レ
ジ
オ
市
）
に
設
立
さ
れ
た
イ
エ
ス
ズ
会
の
学
院
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
神
父
が
、
五
名
の
生
徒
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
）
に
対
し
て
、
ラ
テ
ン
語
を
用いて論理学を教えたのが最初である。
5８（6９
注〆￣へ〆￣へ〆￣へ１３１２１１
、-－、－〆、－〆
（１）
（２）
（３）
（４）
（５）
（６）
（７）
（８）
（９）
（Ⅵ）
「太極図説・通書西銘正蒙』（岩波書店、昭和十一一一年四月）、三頁。
ちなみに『和蘭字藥」（オランダ商館長ドゥーフが編んだ蘭日対訳辞典、天保四年Ⅱ一八一一一一一一年完成）は、ロ豆］・の○・℃戸【一一・の。。｛（〃哲学者“の意）を
「理学ヲ教ル聖賢」とし、ロー・の。ご耳》【一一・の。②》弓『のすの、の①耳の（〃哲学“の意）を「理学」または「物知記事」と訳している。
天文方見習・渋川六蔵が、口＆］のご冨貝『畠の著書Ｏミミミミミ誉囚偏』雲ｎ口長署負沼（』己、）の蘭訳から重訳した「英文鑑』（上下一一編、天保十一
年Ⅱ一八四○Ｉ天保十一一年Ⅱ’八四一）の下編巻之－１成句論の十一一’十三頁にかけてソクラテス、キヶロアリストテレスなどの名前が出てく
る。渋川はｍ・貝昌のの言囚の①のご言》の、の①『（今の綴だと三〕の、の①『「哲学者」の意）「ソクラテスは哲学者であった」という例文を、「ソクラテス畝〈費録
、
、
所家」と訳している。〃費録所家〃とは何のことか意味不明である。が、おそらくオランダ語のｍ一一・の。［『（ｍ一一・の。【】の）を音訳したものであろう。西村茂
樹（’八一一八’一九○二、明治期の啓蒙的官僚学者）は、「フェロソフィー」を「聖学」と訳すことを主張し、中江兆民は「理学」と訳したが、〃世の
学者〃はこれに従わなかった。中国では一時「知学」という訳語を用いたが、のちに日本と同じように「哲学」を用いるようになった。（井上哲次郎
「我邦に於ける哲学術語の起源（其一）二哲学雑誌』五一一四号所収、昭和５．Ⅲ）
『周子通書』（台湾中華書局、中華民国六十七年八月）、三頁。
村岡典嗣「日本思想史研究第一一一」（岩波書店、昭和一一十一一一年十一一月）、一五一一一～一五四頁を参照。
「明治文化全集別巻明治事物起原」（日本評論社、昭和四十四年二月）、五四五頁。
中江篤介『一年有半』（東京博文館蔵版、明治三十四年）、一一六～一一七頁。なお、同書には奥付はない。
田中義能「神道哲学の変遷」（『哲学雑誌」第一一四巻・第二七○号所収、明治四十一一年）、一七頁。
古川哲史編『日本思想史』（角川書店、昭和一一十九年五月）、一一三六頁。
西田幾多郎『哲学概論」（岩波書店、昭和一一一十九年三月）、五頁。
桑木厳翼「哲学綱要」（太陽堂書店、大正十一年九月）、｜～二頁。
『哲学大辞典』（名著普及会、昭和六十一年十一月）、二○五八頁。
大久保利謙編「西周全集⑪」（宗高書房、昭和一一一十五年三月）、一一一一頁。
大
久
保
利
謙
編
「
西
周
全
集
⑩
』
（
宗
高
書
房
、
昭
和
三
‐
「哲学辞典」（平凡社、昭和六十年一一月）、九七三頁。
70）５７
西洋哲学伝釆考
（旧）桑木厳翼「日本に於ける濁逸哲学」亀西周の百一新論」所収、日本放送出版協会、昭和十五年五月）、一五○頁。
（咀）麻生義輝について、田中美知太郎（一九○二～八五、昭和期の哲学者）は、「わたしが麻生義輝について知るのはただ二つである。｜つはこの「近
代
日
本
哲
学
史
」
の
著
者
と
し
て
、
も
う
一
つ
は
「
西
周
哲
学
著
作
集
』
の
編
者
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
他
の
こ
と
は
生
年
月
日
も
生
国
も
、
ま
た
学
歴
経
歴
に
つ
い
て
も
何
も
知らない。恐らく学校関係などには依存しない独立独歩の人だったのではないかと思ふ」（「序」）と述べている。
わたしはかねて著者である麻生氏のしろうと離れのした記述方法から、普通の人でない印象を得ていたが、ぜひその略歴をしりたいと思っていた。
吉田傑俊教授は、麻生氏のことはご存知であり、同人はアナキストであったと語った。その後、図書館で麻生氏について検索を依頼したところ、勗糀
哲学思想家辞典』（東京書籍株式会社、昭和印・９）に人物についての記事があることを知った。
それによると、麻生氏は明治三十四年（一九○一）七月大分県に生まれ、第七高等学校を経て、昭和一一年（’九一一七）東京帝国大学文学部美学科を
卒業。昭和元年、関東地方のアナキスト諸団体による黒色青年連盟の結成に参加し、右派クロポトキン主義の立場で文芸活動をつづけた。学生時代か
ら
社
会
実
践
の
う
え
で
身
元
を
秘
匿
し
た
た
め
、
こ
ん
に
ち
そ
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
分
っ
て
い
な
い
。
（Ⅳ）麻生義輝『近世日本哲学史』〔覆刻本〕（宗高書房、昭和四十九年五月）、一六頁。
や
ま
が
は
ん
（旧）村岡典嗣は、驚学の士であった。明治十七年（一八八四）九月丹波の山家藩士族・村岡典安の長男として東京市浅草森下町に生まれ、開成尋常中学、
東京専門学校高等予科を経て、早稲田大学文学科（哲学専攻）に進み、同校卒業後、独逸新教神学校に学んだ。大正五年（’九一六）七月、陸軍士官
学校助教（英語）を経て、大正九年（一九一一○）二月、広島高等師範学校に教師として奉職。大正十一一一年（一九一一四）四月、東北帝国大学法文学部教
授着任。村岡に師範学校や大学の教師となるきっかけを与えたのは（「本居宣長」（警醒社書居、明治必・２）であり、同書を読んだ京都帝国大学教授
内田銀蔵の推挙によるところが大きかった。その後、村岡は終戦の翌年に栄養失調で亡くなるまで、精力的に日本思想史学の研究をつづけた。（「新編
日本思想史研究諭鍋勢璽平凡社、平成肥・５、「解説」および「年譜」を参照）。
（皿）「大分県史料⑭第一一一部翌笠辮灌）』〔非売品〕（大分県立教育研究所昭和一一一十七年一一一月）、’一一一一一一頁。
（別）国弓田（Ｑのの二ｍ・］・「日本における最初の神学校（’六○｜年’’六一四年）」（「キリシタン研究第十輯』所収）、六一頁。
（Ⅲ）注（別）の一一頁。および（ディエゴ・パチェコ「九州キリシタン研究』キリシタン文化研究会、昭和五十一一年七月）、’三五頁。
（皿）注（卯）の一一三～一一四頁を参照。
（Ⅲ）新村出が引用したのは、『続々群書類従第十二』〔非売品〕（内外印刷株式会社、明治四十年十一一月）の六五六～六五七頁からであろう。「日本吉利支
丹
文
化
史
』
に
お
い
て
は
、
六
四
頁
に
そ
の
引
用
文
が
み
ら
れ
る
。
ヤ
ジ
ロ
ー
ザ
ビ
エ
ル
が
口
ｕ
本
布
教
を
思
い
た
っ
た
の
は
、
ア
ン
ジ
ロ
ー
（
弥
一
一
郎
、
彌
次
郎
と
も
書
く
）
と
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
そ
の
素
性
や
末
路
に
つ
い
て
真
相
を
知
る
記
録
71）5６
／＝ヘ〆￣、〆~へ〆￣、￣、グー、グー､
３９３８３７３６３５３４３３
、_＝、－〆、－－、－〆、－〆、－〆、－〆
ロ
芙片村注司芙注８１－．開卜、
（Ⅲ）の①。【ぬの、け巨昌四目目ロの『の．］・“田〉冨菖ｑ園』※ロ己忌気雪冴匂飼討冴赴ミ、Ｐ」回已口菖＆曽亘Ｃご雷ｓ円い偶ｂ－Ｈｍｍ田ぐ。］．円く》円げの］⑦の巳（国】のＳ国０回］旨の【〕三回。Ｐ閃○日四）ご露〉
〆￣ヘグーへ－－へ－戸へグー、〆￣へグー、〆￣、〆￣へ
３１３０２９２８２７２６２５２４２３
、－－、-〆、－〆、－〆、＝〆、－－～.＝、_〆、－〆 は
な
い
の
で
あ
る
。
ア
ン
ジ
ロ
ー
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
鹿
児
島
を
去
っ
た
の
ち
、
同
地
に
残
っ
て
布
教
に
従
事
し
て
い
た
が
、
仏
僧
ら
の
迫
害
に
堪
え
か
ね
、
や
が
て
海
賊
の
群
に
身を投じ、寧波（ニンポウ）に渡り、そこで殺されたとされる。アンジローの墓と考えられるものが、逝江省寧彼北大路国立美術館本殿内（寧波中山
公
園
の
東
側
ｌ
米
国
教
会
か
ら
一
○
○
メ
ー
ト
ル
位
）
に
あ
る
．
そ
れ
は
日
本
式
墓
石
（
高
さ
三
尺
位
、
平
石
）
で
あ
り
、
「
那
須
彌
次
郎
之
墓
」
と
あ
る
と
い
う
．
しかし、パウロ彌次郎（アンジロー）と那須彌次郎は、同一人物かどうか定かでない。（茂野幽考「南日本切支丹史』国書刊行会、昭和矼・９）、九
五月）、一一一六～三九頁を参照。
『切支丹風土記九州篇』（宝文館、昭和三十五年一一一月）、一一一一一頁。
注（別）の五四五頁。および『耶蘇会日本通信豊後篇上巻』（帝国教育会出版部へ昭和十一年五月）、八一頁を参照。
村
上
直
次
郎
訳
註
「
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
第
一
輯
』
（
春
秋
社
、
昭
和
十
九
年
十
月
）
、
二
九
頁
。
片岡弥吉「イエズス会教育機関の移動と移跡」（「キリシタン研究第十一輯』所収）、五頁。
『大分県史中世篇Ⅲ」〔非売品〕（大分県、昭和六十一一年三月）、一五七頁。
河野純徳「聖フランシスコ・ザビエル全生涯』（平凡社、昭和六十一一一年九月）、一四二～一四一一一頁。
吉田小五郎「ザヴィエル』（吉川弘文館、昭和三十四年四月）、七一一頁。
ヨハネス・ラウレス「聖フランシスコ・サヴィエルの生涯』（昭和一一十一一一年十一月）、一一○○頁。
山本秀煙『聖フランシスコ・ザベリョ』（イデア書院、大正十四年十一月）、九三頁。
ゲ
オ
ル
ク
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
メ
ル
「
日
本
に
於
け
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
ー
一
五
四
九
’
’
五
五
一
年
」
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
一
号
』
）
二
一
五
八
頁
．
「
史
料
に
よ
る
日
本
の
歩
み
近
拙
注（Ⅳ）の二六六～一一六七頁。
「
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
四
五
巻
し
か
し
、
パ
ウ
ロ
彌
～九九頁を参照）。
同右、九七頁。
『大分市史下巻』（双林社、昭和一一一十一年三月）、五四一頁。
（妬）の二九一頁。
近世編」大分
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
平
成
七
年
二
月
）
、
五
五
六
頁
。
そ
の
他
、
加
藤
知
弘
「
ザ
ビ
エ
ル
の
見
た
大
分
」
（
葦
書
房
、
昭
和
六
○
年
（吉川弘文館、昭和一一一十年五月）、二一一一頁。
72）５５
西洋哲学伝来考
（帥）
（開）
（
開
）
注
（
仏
）
の
一
○
五
（印）当の召の門○己のいのロ『》己・』＄
（
冊
）
注
（
蛆
）
の
井
手
論
文
、
四
二
頁
。
（開）
（別）】のの色のＦ○℃のＮ○口ご）ロ』二
（
蛆
）
井
手
勝
美
「
１
キ
リ
、
成七年二月）、二六１－－
（⑬）注（妃）の井手論文、
（別）注（ｕ）の一○五頁。
（Ⅲ）注（蛆）の井手論文、
（印）注（“）の一四六頁。
（冊）］①のロのＦｏｏのＮの四百トヘ
グー、〆￣へグーへ－～〆￣へ〆￣へ
４８４７４６４５４４４３
、-－、－－、－〆～－－、＝〆、－〆
〆￣へ〆￣へグーへ
４２４１４０
、-〆、－－、－〆
］①のロのＦ○つのＮの囚】叩トロ帛式ミの冒団＆（（○忌日（＆、Ｓの．「、画ミ目の①菖の｛」貝、○苗（Ｈ魚司）・の震Ｃ）菖符曽国。」の量目》昌馬旨同旨）三○口巨曰のヨロｚ】つつ○三ｎ口》ぐ○一．］、》ｚ○・
四へ←（○ｓ．』ｃ望‐］目・》』①①◎）》己・韻←～□・韻⑦を参照。
国・「解説」所収、大空社、平成二年十一一月）、一一六頁。
シＨ８ｓｏｍＳ言呂のの．］・「府内のコレジョについて」
困弓の『（Ｑのの］】丙の』・「府内のコレジョ」（「キリシタ
注
（
弧
）
の
六
一
○
頁
。
注（別）におなじ。
注（蛆）の二九頁。
助野健太郎「キリシタン伝道士学校の研究」（『基督教史学第四輯』所収）、六七頁。
「十六・七世紀に於けるイエズス会士の教育事業」（『カトリック大辞典１』冨山房、昭和十五年十一月）、七五○頁。
三・ショ三］・□Ｏの１の『の．］・剪盲ミ》書言冒量画冒ミミミ讐冨菖罫‐＆言言ご弓冒菖（上智大学キリシタン文庫編「０．日の己冒日日岳・］富のぐの己三一の
圧（必）の
『十六・七世紀イエズス会の日本報告集第Ⅲ期第六巻」（同朋舎出版、平成三年十一一月）、’九六頁。
「十六・七世紀イエズス会の日本報告集第Ⅲ期第七巻』（同朋舎出版、平成六年一一一月）、三頁。
井
手
勝
美
「
１
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
Ｉ
キ
リ
ス
ト
教
書
籍
を
中
心
と
し
て
」
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
」
ぺ
り
か
ん
社
平
七年二月）、一一六～一一七頁を参照。
五頁。
○六頁。
三七頁。
二七頁。
について」Ｓキリシタン研究第十輯』所収）、五九頁。
（「キリシタン研究第一一十七輯』所収）、八二～八一一一頁、’○六～’一一八頁を参照。
5４（7３
〆￣へグーへ〆￣へ〆￣、／￣、〆￣～〆￣、〆￣、〆￣、〆￣､グーへ〆￣、〆￣､〆￣へ〆￣、
８０７９７８７７７６７５７４７３７２７１７０６９６８６７６６
、－〆、＿〆、－”、－－､－－、－〆、－〆、－－、－〆、－〆、－〆、－〆、‐〆､－－､－－
ａ
）
原
文
は
、
南
欧
所
在
吉
利
支
丹
版
集
録
「
ヒ
ィ
デ
（同文館、昭和七年九月）をてきぎ参照した。
（筋）原文は、南欧所在吉利支丹版集録「コンテ
書割辮第一一一十八巻きりしたん版集こ（天
命）織繍刊校註『吉利支丹文学集１』（平凡社、
（区尾原悟編『コンテムッスムンヂ」（教文館、
（
閉
）
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
三
十
九
輯
』
（
教
文
館
、
（
的
）
新
村
出
「
南
蛮
記
』
（
大
雅
堂
、
昭
和
十
八
年
五
口
面
）
尾
原
悟
編
著
「
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
コ
レ
ジ
ョ
の
講
義
要
綱
Ⅲ
』
（田）林若吉は、当時二千円相当の大金を投じて求めたもの｛
庫収得書目』（青裳堂書店、平成十一年八月）、五六七頁。
（色原文は、キリシタン史料集成「サントスの御作業」（伽
原
文
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
史
料
集
成
「
サ
ン
ト
ス
の
銅
ｌ
誠社、昭和五十四年一一月）をてきぎ参照した。
］．シ【・国Ｈ囚、酔己・』函
新村出「南蛮記』（大雅堂、昭和十八年五月）、二○五頁。
豆のｍ・勺山＆の８ｍ・］・「長崎サンティアゴ病院の鐘」（「キリシタン研究第十四輯』所収）、一一四六頁。
岡本良知註訳「十六世紀に於ける澳門及び日本の活字出版」（「思想』第六十八号所収、昭和二年六月）
］・三・国国、四“この回閃冒菖営囚＆、蔓＆罫偏ミミロＢＰｍの富国己□①の三＆四‐【のａの旨のの日のの斤日］ｌｚ・］口ｌ］ロ］■・
馬渡努「印刷術入門』（印刷学会出版部、昭和三十年十月）、五六頁。
同右、’八二頁。
注（巧）の一八【
『
新
編
日
本
思
撫
同右、二九八頁。
西川如見遺書第試編『天文義論全試巻』（東京求林堂蔵版、明治一一一十一一年一一月）、三頁。
西川如見「町人嚢・百姓嚢・長崎夜話草』（岩波書店、昭和二十二年七月）、一五五頁。
の一八四頁。
日
本
思
想
史
研
究
砲欧所在吉利支丹版集録「コンテンッス・ムンヂ』（雄松堂書店、昭和五十一一一年十月）から引き、また同書の国字本の原文は、最櫻館善本叢
八
巻
き
り
し
た
ん
版
集
こ
（
天
理
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
た
。
『吉利支丹文学集１』（平凡社、平成五年八月）、二一一六頁。
『コンテムッスムンヂ」（教文館、平成十三年十一月）、六四頁。
ン研究第一一一十九輯」（教文館、平成三年十一月）、一六一一一頁。
「イエズス会日本コレジョの講義要綱Ⅲ』（教文館、平成十一年十一月）、二九四頁。
当時一一千円相当の大金を投じて求めたもので、みずから「和書価格レコード破りなり」と記している。『日本書誌学大系朗忌若樹文
繍鋼錘嗣』（平凡社、平成十六年五月）、三○七頁。
「ヒィデスの導師」
二○五頁。
（勉誠社、昭和五十一年十月）から引き、また福島邦道著「サントスの御作業』翻字研究篇、（勉
（雄松堂書店、昭和五十三年十月）から引用し、翻字としては姉崎正治編著『切支丹宗教文学』
得①③い〕門厨す○四》己．』③
(74）５３
西洋哲学伝釆考
グーへグーへ－－へ／￣～－－へ
１０１１００９９９８９７
、－〆－－－、－〆、－〆､－－
グー、グーへ〆￣､〆￣へ／￣へ
9６９５９４９３９２
，－－、－〆、－〆、－－、－－
〆￣へ／￣へグー、グー、グーへグーへ〆￣､グーへグーへ〆￣へグー、
９１９０８９８８８７８６８５８４８３８２８１
、－〆、－－、－〆、－〆、－〆、-－、－〆、－－、-－、-〆、－－
長田権次郎『平田篤胤」（裳華書房、明治二十九年七月）一一一頁。
比屋根安定『支那基督教史』（生活社、昭和十五年七月）、一二五頁。
山田孝雄「平田篤胤』（宝文館、昭和十五年十一一月）、一一四○～二四一頁。
沖野岩三郎「平田篤胤とその時代』（厚生閣、昭和十一一一年一一一月）、八四頁。
また、国の三国の『目ａの。】・》ト苫ご三等計ミ誉菖雨曼恵恩ミミ暮雪宛冒二ｓ（尋言・出凹昌ののけ〔己のの閃四Ｏの○・唇『の①閃・＆》
頁に、徐光啓が《ごロロロヰの８弓の己【の目四己目す］のごとして出てくる。
わ
た
し
は
「
天
主
賓
義
」
（
耶
蘇
会
中
人
利
礪
實
述
燕
貼
堂
較
梓
、
明
版
）
を
実
見
し
た
が
、
上
巻
は
五
七
頁
、
下
巻
は
七
二
頁
か
ら
成
る
。
注（刃）の三一一一頁。
注（冊）におなじ。
注（刃）の三一一一一頁。
村岡が「日本倫理思想史上西洋思想との交渉」（『新編日本思想史研究』所収）の一一一一三頁において引用している「本教五訓
集
７
巻
』
（
名
著
出
版
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
）
の
四
七
頁
に
あ
る
も
の
と
若
干
異
な
る
。
注（門）の三一一一一～一一一一四頁。
田
原
嗣
郎
『
平
田
篤
胤
」
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
八
年
八
月
）
、
’
’
九
頁
。
田原嗣郎『平田篤胤』（吉川弘文館、昭和三十八年八月）、一一九頁。
羅弛棒榊纈趨籠峰佐久間象山日本思想大系弱』（岩波書店、昭和五十七年十一月）、二四～一一五頁。
『洋学下日本思想大系開』（岩波書店、昭和四十七年六月）の一一○四～一一一○頁にも、「西洋学師ノ説」
宮本仲『佐久間家山』（岩波書店、昭和七年二月）、四九五頁。
魯
鈍
斎
〔
本
多
利
明
〕
著
「
西
域
物
語
横川四郎編『本多利明集』（誠文堂、
注（冊）の二九頁。
『本居宣長全集第十三巻』（←一
往（刃）の三○七～一一一○八頁。
三枝博音編「’一一浦」
注（四）の一五頁。
「三浦梅園集」（岩波書店、昭和五十五年八月）を参照。
（筑摩書一房、昭和四十六年九月）、六一一一一～六三一一頁。
上」（愚鯵痢騨日本思想大系“』所収（岩波書店、昭和四十五年六月）、九○頁。
昭和十年一一一月）、’一一三～一一一四頁。
の一一一一三頁において引用している「本教五訓志」は、『平田篤胤全
が収録されている。 目】の弓の曰》乞韻の六一一一
5２（75）
－－へ〆￣へ－－へグーへグーへ〆￣へグーへ〆～グーヘ〆￣へグーへ〆戸へ〆向へ
'２０１１９１１８１１７１１６１１５１１４１１３１１２１１１１１０１０９１０８
、－－、＝〆、－〆､＝〆、_〆、－－、－－－－－、-－、－－、－〆－－－、－〆
〆￣、－－へ〆￣へ
１０４１０３１０２
、-〆、－〆、－〆
（川）麻生義輝『西周哲学著作集」（岩波書店、昭和八年十月）、三五八頁。
（Ⅲ）津田も西もレィデン滞在中、何度か下宿を変えている。西が最初に入居した所は、レィデン市の目抜き通りである国Ｈの①の（『凹昌の。＆の己・巳方（不
詳）である。一一度目の下宿は二言『・西・・百四ｓ二弓（現在の九四番地、いまは仕出屋）である。ついで、皇六戸Ｚ】の巨言の三二『（現在の九四番地）
ラ
イ
デ
ン
オ
ッ
プ
チ
レ
ン
に転宅した。ニューウェ・レイン九七番地の下宿屋とは、西の手記にいう「慶応元年理一一一十七歳ヲ来丁府因湖畔（ライン河畔の意）裁縫商（ドレス
メーカー）某ノ棲上に迎フ」である。（レイデンの文書館が所蔵する因のぐ・一戸］后の【の囚の（の『〔届き～』召Ｃ〕〔屋『◎～］函舌〕による）。
（叩）目彦・日囚の閃・国・国囚ぐのご囚乏冴言』言§⑮§＆量○烏蒼浄邑§§二・信貢勺『曰Ｏの（・ロロョぐの【のご句【の閉》己『Ｐ□・ｑＣに、ファン・ディクに関する記述が
あり、それには員四一・日］三召‐のｇｏ・一己『冒口己囚］ごとある。が、小学校の校長が正しいと思われる。
て
い
る
。
麻
生
の
誤
記
か
？
丸山時夫「明治哲学史研究」ｓ唯物論研究」第十九號所収、昭和九年五月号）、四五頁。
注（脳）の三一七頁。
注（脳）の三一七一
注（川）の四九頁。
桑木厳翼「明治の哲学界』（中央公論社、昭和十八年三月）、’一一一頁。
『東京帝国大学五十年史
注（Ⅲ）の三五～一一一六頁。
同右、二五頁。
注（Ⅳ）の一○六頁。
注（Ⅳ）の一○九頁。
注（Ⅳ）の一七五頁。
米山梅吉『幕末西洋一
往（Ⅳ）の二○○頁。
同右、四九六頁。
注（Ⅳ）の一七頁。
豊田実の『日本英】
「中江兆民全集７」（岩波書店、昭和五十九年四月）、一三頁。
『幕末西洋文化と沼津兵学校』（三省堂、昭和十年十月）、七八頁。
「日本英学史の研究』
上
巻
」
（
東
京
帝
国
大
学
、
昭
和
七
年
十
一
月
）
、
六
八
七
～
六
八
九
頁
を
参
照
。
（岩波書店、昭和四十四年十一一月）によると、ベーコンの向朋巴①、が出てくる日付は、一六一七年一月十六日となっ
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〆～〆￣、〆～グー、〆￣へグーヘ ダヘ
'2７１２６１２５１２４１２３１２２１２１
、－－、－〆～￣、－－、-〆、－〆 ､ご〆
字
吉往往桑大注彙注
田へへ木塚へ￣へ
傑１２３１２３厳三ｌｌ３Ｓ１１３
俊一一翼七－哲一
一のの司雄の学の
国－－－－哲一司四雑四
家二一学明六誌五
と六七の拾頁一頁
ヨーβ＝匡沿Ｐ４⑫◎た氏．０
注（皿）の一一一六～一二七頁を参照。
吉田傑俊「国家と市民社会の哲学」〈
注
（
皿
）
の
二
七
頁
。
注
（
皿
）
の
一
二
六
～
大塚三七雄「明治後期燭逸哲学攝取史」（東京文理科大学哲学会「哲学論叢第皿輯』所収、河出書房、昭和一一十年十月）、九七頁。
桑木厳翼「哲学の盛運」（『哲学雑誌ｌ雑報欄』所収、明治別・６）、大塚三七雄は注（皿）の論文において桑木のことばを引用している。
（川）の四五頁。なお同辞典（「これまで有るべくして無かった書」（九二頁）に関する批評に、宮本和吉の「井上、元良、中島三博士共著『哲学
（「哲学雑誌』第三○｜号所収）がある。
（青木書店、平成十二年九月）、二九頁。
5０（77）
TheInfroductionofWesternPhilosophyintoJapan
-frolntheMuromachiperioduntiltheMeijiperiod
Thisessayiscomprisedof9chapters､（１）Theoriginofword“mSz4gzzﾉｬ"，，（哲学）ｉｎJapan
(2)Thepioneerswhomentioned“WesternPhilosophy，'intheperiodoftheMuromachiin
Japaｎ（３）TheJesuitCollegeinFunai（i､e・ＯｉｔａCity,KynshtiIsland）－thebirthplaceof
JapaneseeducationonWesternphilosophy（４）Theteachersandthedivinitystudentsatthe
CollegeinFunai(5)TheendofthecollegeinFunai(6)Thewords"，A肋SOPﾉﾉo”ａｎｄ`Wico/OgjZz”
asappearedinthebookspublishedbytheJesuitmissionariesinJapan（７）TheWesternideas
andthescholarsofWesternlearningintheEdoperiod（８）TheimportedbooksonWestern
philosｏｐｈｙａｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅＥｄｏｐｅｒｉｏｄ（９）AshorthistoryoftheintroductionofWestern
philosophyintoJapan-fromtheEdoperioduntiltheMeijiperiod．
ItwasonlyaftertheMeijiRestorationthattheJapanesestartedtolearnWesternphilosophy
properly・However,whenwetracetherouteofthisintroductiontoitssource,itdatesbackto
theendoftheMuromachiperiod（i､ｅ・thelatterhalfofl6thcentury).WhenFranciscoXavier
(1506～53)，aJesuitmissionary,andhisfollowersfirstarrivedinKagoshima,Satsumaprov‐
ince，theJapaneselearnedaboutWesternideas，suchasscholasticphilosophyandGreek
theology・SincewehadnoJapaneseequivalentｔｏ“，ＭＤＳ⑰/Z)ﾉ”ｏｒ“，〃んsOPhcγ，',themission‐
arieswereforcedtousetheoriginaｌＰortugueseorLatinforthewords“”肋s”ﾉｉｙ,，ｏｒ
"，ﾉﾉﾉﾙsOpﾉbeγ，，．
LecturesonWesternphilosophystartedattheJesuitCollegeofSt・Ｐａｕｌ（ColegiodeS2lo
Paulo）inFunaiinSeptember,inthellthyearoftheTenshoera（ie､０ct､1583),after34years
oftheintroductionofChristianityintoJapanAnltalianpadrenamedAntonioPrenestino（1542
-89）firsttaughtlogicinLatintofivePortuguesestudents,whichwasfollowedbythebrief
lectureondogmatictheologyconductedbypadrePedroGom6z（1533-1600）andpadreFrancis‐
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coCalder6n（1548-1618）inthe3rdyearoftheBunroku（i・el594)．
ＩｔｗａｓａｌｓｏａｔｔｈｅＪｅｓｕｉｔｃｏｌｌｅｇｅａｔＫawachinoura（河内浦）inAmakusa-jima（天草島)，a
groupofislands,westofKynshtiintheprovinceHigothatJapanesetheologicalstndentswere
firstofficiallytaughtWesternphilosophyandChristiantheologyinl599・TheStudentsthen
usedCo”e"此compiledbytheSpanishJesuit,PedroGomezinl593astheirtestbooks
ThoughJapaneseChristianscameintouchwithWesternideasandlotsofWesternthinkers
throughJesuitactivitiesandbooksonChristianity,thenewlystartedphilosophicaleducation
andthestudyofWesternphilosophyinJapanbrokedownduetothebanofChristianityand
tothenationalisolationpromulgatedbytheTokugawagovernmentintheEdoperiod(i､e・l7th
century)．
HoweverthestudyofWesternsciencescontinuedtosomeextentinNagasakiwhileJapan
closeditsdoorstotherestoftheworldNagasakiwastheｏｎｌｙtowninJapanwheretheDutch
andtheChinesewerepermittedtotraffic・ThescholarsofWestermlearnersinJapan,suchas
ShizukiTadao（1760-1806)，WatanabeKazan（1793-1841)，YoshioShmzo（1787-1843）and
TakanoChOei（1804-1850)，hadaslightknowledgeofWesternphilosophy．
Also，wemustremembermanyJapaneseclassicalscholarslearnedChristianthoughts，
Westernastronomy，andWesternmoralitythroughimportedChinesebooks・Itappearstome
thateveryscholarofEuropeanlearninginJapandidn，thavethesamekeeninterestinanddeep
understandingofEuropeanphilosophy・HavingsuchaweakgroundinginWesternphilosophy
andChristiantheologywasanencumberanceinthedevelopmentofJapanesethought．
Octlst2004
ProfTakashiMiyanaga
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